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Ⅰ．2022 年度事業報告 

1．SICEミッションと基幹事業

2021年度に理事会で策定された「SICEミッションと基幹事業」を以下に示します。 

- 1 -



2．SICE中期的課題と事業計画

2021年度に理事会で策定された「SICE中期的課題と事業計画」を以下に示します。 

中期的課題 事業計画 主担当組織 副担当組織 

社

会

貢

献 

1. Society 5.0、
SDGs 等社会的課題
への SICE の取り組
み

1.1  Society 5.0の概念整理・用語整備とポス
トコロナ未来社会WG活動の継続 総務委 各部門、支部 

1.2 Society5.0における SICEの役割明示とそ
のプロモーションのために、講習会開催や
会誌発行による情報発信 

部門協、 
支部協、 
会誌委 

各部門、支部 

2. 新技術へのSICE
の取り組み

2.1  AI, IoT, ビッグデータ等新しい技術に関
するSICE企画 

部門協、 
支部協、 
会誌委 

各部門、支部 

2.2   SICE共創塾の企画と運営（新技術でよ
いか？） 教育委 総務委（MATF） 

国

際

貢

献 

4. SICEの国際性
向上

4.1  AC を通じた SICE 国際プレゼンスのさら
なる向上の志向 

AC委 
国際委 総務委 

4.2  SICEが主催、共催する国際会議、および招
聘/現地組織する国際会議（IROS2022, 
IFAC2023)への開催支援 

国際委 部門協、担当部
門 

4.3  英文論文集の国際的評価基準（Citation 
Index, Impact Factor）獲得へ向けた活動
の継続 

論文委 総務委 

4.4 国際規格の作成に向けた活動とそのプロ
モーション 

国際標準
化委 各部門、支部 

会

員

へ

の

貢

献 

5. 企業会員のた
めの施策の強化

5.1 企業とアカデミアの距離を縮める SICE-
Industry活動の推進 

総務委・
メンバー
委 

5.2 企業会員のためのチュートリアル講演会の
企画・実施 
新WGの設置 

メンバー
委 総務委 

5.3  企業成果の効果的発信と論文発表形式の
見直し 

メンバー
委、論文
委 

総務委 

6．会員への情報発
信と教育支援 

6.1 SICE 内相談窓口機能の設置検討（技術相
談，講演相談等） 

メンバー
委 総務委 

6.2 企業（賛助会員等）を対象としたイベント
開催による企業技術者教育と情報発信強
化、非会員に向けた情報発信 

メンバー
委 総務委 

6.3  表彰制度（学会賞、部門賞、支部賞等）の
全体調整と促進 学会賞委 

学

会

基

盤

の

強

化 

8. 講演会活動の充
実

8.1  コンファレンス活動（AC、部門大会、部会
研究会、支部大会等）の全体調整と見直し 

ＡＣ委、
部門、支
部 

総務委 

9. 出版活動の充実

9.1  和文論文誌と英文論文誌の位置づけおよ
び編集方針の見直しによる投稿数拡大 論文委 総務委 

9.2  会誌のあり方の見直し 会誌編集
委 総務委 

10. 部門・支部活
動の充実

10.1 支部新設・再編に向けた意向調査に基づ
く協議の継続 支部協 

10.2  新規特定用途準備資金の有効活用 財務委 部門協、支部協 

11. 会員数減少へ
の対応

11.1 部門・支部行事への参加者情報（会員/非
会員）の整備および参加者動向の分析 総務委 部門協、支部協 

12. 学会運営のス
リム化と効率化

12.1 理事会、直轄委員会、事務局運営業務のス
リム化と効率化 総務委 

13. SICEの収支改
善と財務基盤の強
化

13.1  事業および業務適正化による収支改善と
財務基盤の強化 財務委 総務委 

14. 継続事業とコ
ンプライアンス

14.1  継続事業の着実な実施とコンプライアン
スの順守 全組織 

14.2 新型コロナウイルス感染への的確な対応 全組織 
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Ⅱ．2022 年度事業報告付属明細書 
 

 

 

1．単年度事業報告（2022年） 

各委員会、部門、支部が策定した「2022年度計画・実施報告」を以下に示します。 

 

番号 組織名 担当理事、部門長、支部長 

01 総務委員会 業務執行理事 西口委員長、菱山副委員長 

02 財務委員会 業務執行理事 佐野委員長、大原副委員長 

03 企画委員会 業務執行理事 高橋委員長、西口副委員長 

04 学会賞委員会 業務執行理事 山下委員長 

10 会誌出版委員会 業務執行理事 川口委員長，永原副委員長 

11 和文論文集委員会 業務執行理事 大倉委員長、吉田副委員長 

12 英文論文集委員会 業務執行理事 吉田委員長、髙﨑副委員長 

13 Annual Conference（AC）委員会 業務執行理事 石井委員長 

14 国際委員会 業務執行理事 長谷川(泰)委員長、髙山副委員長 

15 インダストリ委員会 業務執行理事 新井委員長 西口副委員長 

16 メンバー委員会 
業務執行理事 清水委員長、 

河合副委員長、浅井副委員長 

30 部門協議会 業務執行理事 和田(一)議長、和田(英)副議長 

31 計測部門 木本部門長 

32 制御部門 萩原部門長 

33 システム・情報部門 須藤部門長 

34 システムインテグレーション部門 安藤部門長 

35 産業応用部門 長谷川(正)部門長 

36 ライフエンジニアリング部門 林部門長 

50 支部協議会 業務執行理事 本間議長、岩村副議長 

51 北海道支部 花島支部長 

52 東北支部 林部支部長 

53 中部支部 小野支部長 

54 北陸支部 川井支部長 

55 関西支部 藤本支部長 

56 中国支部 大谷支部長 

57 四国支部 李支部長 

58 九州支部 延山支部長 
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2022 年度事業計画・実施報告 
組織名 総務委員会 担当 西口委員長、菱山副委員長 

 
2022 年度事業計画（本組織担当分） 

１）SICE の活動状況の把握及び短期的な計画の議論や意思決定(8,9,11,12,13, 14) 

２）委員会活動、部門活動、支部活動の把握による学会活動の活性化(10,11,13,14) 

３）理事会・社員総会の適切な運営(12,14)  

４）事務局のマネジメント・事務局機能の強化(12,14) 

５）継続事業の合理化・デジタル化・アーカイブ化及び必要な事業の着実な実施とコンプライアン

スの遵守(5,12,14) 

６）会長・副会長の補佐及び他学協会との連携窓口(4,5,14) 

 

2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●1〜6 月 

１）SICE の活動状況の把握及び短期的な計画

の議論や意思決定 

財務、出版、会議開催（カンファレンス）の状

況を適宜把握し、短期的な計画の議論や意思決

定を総務委員会にて行う。 

判断を行う上で財務的な影響に重点を置き、判

断根拠となる将来予測に必要なデータの集積を

行う。 

 

２）委員会活動、部門活動、支部活動の把握に

よる学会活動の活性化 

各委員会の理事等とのテーマを設定した議論、

部門協議会への出席、支部協議会への総務理事

の出席等を通して委員会活動、部門活動、支部

活動を把握する。必要に応じて規程改正の共同

提案等を行い、SICE 内の活動の活性化を図

る。 

上期については、特に組織改編した委員会の立

ち上がり状況をモニタし、必要に応じた支援を

行う。 

 

３）理事会・社員総会の適切な運営 

上記の１）２）の議論を踏まえ、理事会におい

て重要な経営判断ができるよう、効率的に、か

つ適切に運営を行う。2 月に開催される社員総

会を適切に運営する。 

 

４）事務局のマネジメント・事務局機能の強化 

・事務局員に対するフォロー 

・事務局員の業務分担及び業務量の適性化 

・事務局員とのコミュニケーション向上 

 

５）継続事業の合理化・デジタル化・アーカイ

ブ化及び必要な事業の着実な実施とコンプライ

アンスの遵守 

メンバー委員会の下に設置される予定の SICE 

Industry TF の活動と連携することで、SICE

内の各種活動の把握を通して活動の合理化を行

う。活動の実績が失われることなくアクセス可

能とするためにデジタル化・アーカイブ化を進

●1〜6 月 

１）SICE の活動状況の把握及び短期的な計画

の議論や意思決定 

・総務委員会を下記日程で開催 

1/14, 1/28, 2/4, 2/18, 2/22, 3/16, 3/28, 4/8, 

4/12,5/13, 6/17 

・財務状況取りまとめ、SICE2022 状況モニタ

リング、総務執行委員会検討着手、専決項目の

更新など 

 

２）委員会活動、部門活動、支部活動の把握に

よる学会活動の活性化 

・カンファレンス関連 

 ・CAB、ACDC 立ち上げ準備着手 

 ・AC 登録料円決済、AC 同時通訳検討 

・出版関連 

 ・和論オープンアクセス化検討着手 

 ・会誌一部記事オープン化検討着手 

・会員関連 

 ・インダストリ委員会設立準備 

 

３）理事会・社員総会の適切な運営 

・2/22 社員総会、学会賞表彰式及び第 1 回理

事会の開催 

・4/12 第 2 回理事会の開催 

 

４）事務局のマネジメント・事務局機能の強化 

・職員規程の改正実施 

・会計業務の引継ぎ準備着手 

・上期職員面談の実施 

 

５）継続事業の合理化・デジタル化・アーカイ

ブ化及び必要な事業の着実な実施とコンプライ

アンスの遵守 

・SICE ウェブサイト更新の着手 

・ディジタルコンテンツ著作権扱い検討 

 

６）会長・副会長の補佐及び他学協会との連携

窓口 

・5/19 ISCIE 連携会議 

・5/25 タイ ECTI にて会長のキーノートスピー

チ 
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める。精査の結果、必要な事業については着実

な実施をする。全ての活動においてコンプライ

アンスを遵守する。 

 

６）会長・副会長の補佐及び他学協会との連携

窓口 

会長・副会長の補佐を行う。他学協会との連携

の際の窓口を務める。 
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2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●7〜12 月 

１）SICE の活動状況の把握及び短期的な計画

の議論や意思決定 

財務、出版、会議開催（カンファレンス）の状

況を適宜把握し、短期的な計画の議論や意思決

定を総務委員会にて行う。 

判断を行う上で財務的な影響に重点を置き、判

断根拠となる将来予測に必要なデータの集積を

行う。 

 

２）委員会活動、部門活動、支部活動の把握に

よる学会活動の活性化 

各委員会の理事等とのテーマを設定した議論、

部門協議会への出席、支部協議会への総務理事

の出席等を通して委員会活動、部門活動、支部

活動を把握する。必要に応じて規程改正の共同

提案等を行い、SICE 内の活動の活性化を図

る。 

上期については、特に組織改編した委員会の立

ち上がり状況をモニタし、必要に応じた支援を

行う。 

 

３）理事会・社員総会の適切な運営 

上記の１）２）の議論を踏まえ、理事会におい

て重要な経営判断ができるよう、効率的に、か

つ適切に運営を行う。2 月に開催される社員総

会を適切に運営する。 

 

４）事務局のマネジメント・事務局機能の強化 

・事務局員に対するフォロー 

・事務局員の業務分担及び業務量の適性化 

・事務局員とのコミュニケーション向上 

 

５）継続事業の合理化・デジタル化・アーカイ

ブ化及び必要な事業の着実な実施とコンプライ

アンスの遵守 

メンバー委員会の下に設置される予定の SICE 

Industry TF の活動と連携することで、SICE

内の各種活動の把握を通して活動の合理化を行

う。活動の実績が失われることなくアクセス可

能とするためにデジタル化・アーカイブ化を進

める。精査の結果、必要な事業については着実

な実施をする。全ての活動においてコンプライ

アンスを遵守する。 

 

６）会長・副会長の補佐及び他学協会との連携

窓口 

会長・副会長の補佐を行う。他学協会との連携

の際の窓口を務める。 

●7〜12 月 

１）SICE の活動状況の把握及び短期的な計画

の議論や意思決定 

・総務委員会を下記日程で開催 

7/12, 8/24, 9/2, 9/5, 10/21, 11/25, 12/7, 12/20 

・中長期的な財務方針検討、SICE2022 状況モ

ニタリング、現旧会長副会長による意見交換会

開催など 

 

２）委員会活動、部門活動、支部活動の把握に

よる学会活動の活性化 

・カンファレンス関連 

 ・カンファレンス改革のための組織（CAB、

ACDC）立ち上げ準備継続 

・出版関連 

 ・会員外へのアウトリーチを目的とした、会

誌一部記事オープン化実施 

 ・和論魅力向上のための議論継続 

・会員関連 

 ・インダストリ委員会規程改定 

 ・業務効率化のための会費徴収方法の見直し

着手 

 

３）理事会・社員総会の適切な運営 

・7/12 臨時理事会の開催 

・9/6 第 3 回理事会の開催 

・12/20 第 4 回理事会の開催 

 

４）事務局のマネジメント・事務局機能の強化 

・会計業務の引継ぎ完了 

・下期職員面談の実施 

 

５）継続事業の合理化・デジタル化・アーカイ

ブ化及び必要な事業の着実な実施とコンプライ

アンスの遵守 

・SICE ウェブサイト更新（デザイン刷新、ス

マホ対応）完了 

・ウェブサイトコンテンツ拡充体制を構築し、

更新ワークフローを明確化 

 

６）会長・副会長の補佐及び他学協会との連携

窓口 

・10/22 IROS Steering Committee → 出席 

・10/24-25 IROS2022 → 35 周年記念スピーチ 

・10/26-28 計測展 OSAKA → セミナーでの挨

拶 

・11/3-5 CACS2022（台湾）→ 開会スピーチ 

・11/11 IFAC プレイベント → 開会スピーチ 

・11/12 ISCIE 連携会議 → 出席 

・12/9 工業会（JEMIMA,NECA）連携セミナ

ー 

 → SICE industry 紹介 
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2022 年度事業計画・実施報告 
組織名 財務委員会 担当 佐野委員長、大原副委員長 

 
2022 年度事業計画（本組織担当分） 

・特定費用準備資金（国際・オープンサイス）のフォローアップ (3.2) 

・年間収支のモニタリングと事業および業務適正化による財務基盤の強化 (5.1) 

・継続事業の着実な実施とコンプライアンスの順守  (6.1) 

 

2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●1〜6 月 

【定常業務】 

1．期末決算・事業報告作成（1～3 月） 

2．期末決算・事業報告内閣府提出準備（3

月） 

3．期末決算・事業報告 内閣府提出（3 月末） 

4．新役員変更届内閣府提出（4 月末） 

5．上期活動計画の見直し（4～6 月） 

6．中間決算（6 月末） 

 

【財務基盤強化、業務見直し・効率化推進】 

7．財務トレンドに基づく予算策定方法の検討 

8．財務トレンドのさらなる可視化とデータ更

新方法を含むデータ管理体制の検討 

9. 特定費用準備資金（国際・オープンサイ

ス）の運用確認、見直し・修正を適宜実施 

10．財務構造の見直し 

（受取会費の法人・公益配分比率、等） 

11．収益事業新設の検討 

 

●1〜6 月 

【定常業務】 

1．期末決算・事業報告作成（1～3 月） 

2．期末決算・事業報告内閣府提出準備（3 月） 

3．期末決算・事業報告 内閣府提出（3 月末） 

4．新役員変更届内閣府提出（4 月末） 

5．上期活動計画の見直しは特に実施していな

い） 

6．中間決算について、直轄委員会、部門、支部

へ依頼 

 

 

【財務基盤強化、業務見直し・効率化推進】 

7．財務トレンドに基づく予算策定方法の検討 

・会員数減少を見越した収入予想、Annual 

Conference、各部門の収支、各支部の収支、事

務局人件費中心に検討を実施し、第二回財務委

員会(6/22)にて報告、承認された 

 

8．財務トレンドのさらなる可視化とデータ更新

方法を含むデータ管理体制の検討 

 

9. 特定費用準備資金（国際・オープン SICE）

の運用確認、見直し・修正を適宜実施 

次年度が国際化五か年準備資金の最終年である

ことからも、第二回財務委員会(6/22)にて支

部・部門に国際・オープン SICE の検討改めて

依頼。 

10．財務構造の見直し 

（受取会費の法人・公益配分比率、等 

上記財務状況分析に基づき、2022 年度予算策定

目標基準案を作成（6 月）） 

11．収益事業新設の検討 

 ・財務状況の把握を優先し、本検討は先送り

とする。 
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2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●7〜12 月 

【定常業務】 

1．上期活動計画・中間決算結果報告（7 月） 

2．事業計画策定・予算策定（7～10 月） 

3．事業計画・予算レビュー（11 月） 

4．事業計画・予算内閣府提出準備（11～12

月） 

5．事業計画・予算内閣府提出（12 月末） 

6．期末決算（12 月） 

 

【財務基盤強化、業務見直し・効率化推進】 

7．財務トレンドに基づく予算策定方法の検討 

8．財務トレンドのさらなる可視化とデータ更

新方法を含むデータ管理体制の検討 

9. 特定費用準備資金（国際・オープンサイ

ス）の運用確認、見直し・修正を適宜実施 

10．財務構造の見直し 

（受取会費の法人・公益配分比率、等） 

11．収益事業新設の検討 

●7〜12 月 

【定常業務】 

1．上期活動計画・中間決算結果報告 

・第 3 回理事会（9/6）にて上期中間決算結果を

報告し、承認を受ける。  

・上期活動におけるコロナ影響を確認。  

2．事業計画策定・予算策定（7～10 月） 

・直轄委員会、部門、支部と予算策定目標基準

（案）の調整（8 月～9 月）。 

・予算策定方針に基づく予算を財務委員会が取

りまとめることを第 3 回理事会（9/6）にて決

議。 

・直轄委員会、部門、支部に方針に基づく 2023

年度予算策定を依頼。一部予算額を調整。 

・八役予算策定会議（12/7）にて、2023 年度予

算案の確認。 

3．事業計画・予算レビュー 

・財務委員会にて、直轄委員会、部門、支部か

ら 

提出された予算案の取り纏めと今後の取り扱い 

を確認（11～12 月)。  

4．事業計画・予算内閣府提出準備 

・第 4 回理事会（12/21）にて、予算案の承認を

受ける。 

5．事業計画・予算内閣府提出 

・2023 年度予算を内閣府に提出（12 月末）。 

6．期末決算（12 月） 

・第 4 回理事会（12/20）にて、決算見込を報

告し、承認を受ける。 

・期末決算を実施。第 5 回理事会（2/7）にて

報告 

 

【財務基盤強化、業務見直し・効率化推進】 

7．特定費用準備資金（国際・オープンサイ

ス）の運用確認、見直し・修正を適宜実施 

・特定費用準備資金の運用状況を確認。 

・本年度決算見込みに基づき，特定費用準備資

金の積み増しを検討。 

 

8．財務可視化（SICE Finance at a Glance） 

・財政トレンド分析が行われ、これを来年度の

予算策定に活用することを第 4 回理事会で提

案。 

 

9．財務構造の見直し 

・次年度持越し。財政トレンド分析のキーパラ

メータに基づき、予算策定・支出抑制を検討。 

 

10．収益事業新設の検討 

・次年度持越し。カンファレンスの財務状況を

把握し、収益事業化を検討。 
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2022 年度事業計画・実施報告 
組織名 企画委員会 担当 高橋委員長、西口副委員長 

 
2022 年度事業計画（本組織担当分） 

・SICE ミッションの策定と各組織への展開 

 

 

2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●1〜6 月 

 

委員会開催 

委員の決定 

委員会開催 2～3 回 

 

 

1. 学会活動の将来に向けた課題の洗い出しと整

理 

・拡大理事ワークショップ（意見聴取または討

議）のテーマ決定 

 

 

 

2. 2022 年度拡大理事ワークショップの準備 

・実施形態および日時の決定 

（Annual Conference 開催期間 9/6～9 を想定） 

 

 

 

3. SICE Industry TF と連携し、長期的な視点

でのインダストリ関連活動の定着を検討 

  

 

●1〜6 月 

 

委員会開催 

 4/6, 4/18, 5/17, 6/6 

 

 

1. 学会活動の将来に向けた課題の洗い出しと整

理 

・拡大理事ワークショップ（意見聴取または討

議）のテーマ決定 

 

今年度の検討テーマを「学会全体の協力体制強

化による部門活動の活性化およびダイバーシテ

ィ推進」と決定し、4/12 の第 2 回理事会にて報

告 

 

2. 2022 年度拡大理事ワークショップの準備 

・実施形態および日時の決定 

（Annual Conference 開催期間 9/6～9 を想定） 

 

・6 月から 8 月分散開催の部門への意見交換会

の開催を決定（オンライン） 

・AC 期間中（9/5-6）に部門・支部による「事

業計画・予算計画報告会」の開催を決定（AC

会場＋オンライン） 

 

3. SICE Industry TF と連携し、長期的な視点

でのインダストリ関連活動の定着を検討 

 

IFAC IG プレイベント（11/11）での連携につい

て議論 
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2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●7〜12 月 

 

委員会開催：2～3 回 

 

1. 2022 年度拡大理事ワークショップの実施 

・直轄委員会委員長、部門長、支部長への意見

聴取または討議を実施（9 月開催を予定） 

 

 

 

2. 2023 年度 SICE 中期的課題と事業計画へ展

開 

・拡大理事ワークショップの結果を受け、中期

的課題の更新、事業計画の策定を実施（11 月） 

・各組織へ度事業計画の提出を依頼し、理事会

での提案を実施（12 月） 

 

 

●7〜12 月 

 

委員会開催 

 7/1, 8/5, 10/4, 10/13, 10/21 

 

1. 2022 年度拡大理事ワークショップの実施 

・直轄委員会委員長、部門長、支部長への意見

聴取または討議を実施（9 月開催を予定） 

 

現状の課題把握を目的として、直轄委員会委員

長、部門長、支部長、AC 実行委との意見交換

会を 7/22AM, PM の 2 回に分けて実施した。こ

の結果を踏まえ、9/5,6 の拡大理事 WS では、4

つのテーマ（インダストリ連携強化、社会課題

への貢献、ダイバーシティ推進、国際化推進）

での組織間連携および AC 活用についての実現

可能な施策のアイディア出しを行った。 

 

2. 2023 年度 SICE 中期的課題と事業計画へ展開 

・拡大理事ワークショップの結果を受け、中期

的課題の更新、事業計画の策定を実施（11 月） 

・各組織へ度事業計画の提出を依頼し、理事会

での提案を実施（12 月） 

 

拡大理事 WS での議論を受け、中期的課題を整

理し、策定した事業計画を各組織に展開すると

ともに、12 月理事会にて承認を得た。 
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2022 年度事業計画・実施報告 
組織名 学会賞委員会 担当 山下委員長 

 
2022 年度事業計画（本組織担当分） 

・他団体表彰への SICE 推薦制度の整理と検討 (6.3)  

・継続事業の着実な実施とコンプライアンスの順守 (14.1) 

・新型コロナウイルス感染への的確な対応 (14.2) 

 

2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●1〜6 月 

 

1) 2021 年度学術奨励賞の選考作業および結果の

Web 掲載 

 

2)（他団体表彰）2022 年度油空圧機器技術振興

財団論文顕彰への推薦論文選考作業 

 

3) 2022 年度学会賞（論文賞、技術賞、著述賞、

新製品開発賞、教育貢献賞、国際標準化賞）の

選考作業 

 

4)（他団体表彰）2022 年度 FA 財団論文賞への

推薦論文選考作業 

 

5)（他団体表彰）島津科学技術振興財団論文賞

への推薦作業 

 

6)（功績賞選考委員会）2022 年度功績賞授与候

補者選考作業 

 

7)（フェロー選考委員会）2022 年度フェロー称

号授与候補者選考作業 

 

8) SICE 2022 Annual Conference Award 選考作

業 

 

9)（随時）部門等からの SICE Young Authors 

Award 募集要項提案の検討・承認および理事会

への提案 

 

10) （随時）各部門・部会等が所掌する研究奨

励賞等の Web 掲載作業 

●1〜6 月 

 

1) 2021 年度学術奨励賞の選考を準備 

 

 

2)（他団体表彰）2022 年度油空圧機器技術振興

財団論文顕彰への推薦論文選考を準備 

 

3) 2022 年度学会賞（論文賞、技術賞、著述賞、

新製品開発賞、教育貢献賞、国際標準化賞）の

選考を準備 

 

4)（他団体表彰）2022 年度 FA 財団論文賞への

推薦論文選考を準備 

 

5)（他団体表彰）島津科学技術振興財団論文賞

への推薦を準備 

 

6)（功績賞選考委員会）2022 年度功績賞授与候

補者選考を準備 

 

7)（フェロー選考委員会）2022 年度フェロー称

号授与候補者選考を準備 

 

8) SICE 2022 Annual Conference Award 選考を

準備 

 

9)部門等からの SICE Young Authors Award 募

集要項提案の検討・承認および理事会への提案

を準備 

 

10)各部門・部会等が所掌する研究奨励賞等の

Web 掲載作業を準備 

 

 

上記 1)～7）は 7 月 12 日の学会賞委員会で決定

する 
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2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●7〜12 月 

 

1) SICE 2022 Annual Conference Award 選考作

業 

 

2)（随時）部門等からの SICE Young Authors 

Award 募集要項提案の検討・承認および理事会

への提案 

 

3) 学会賞委員会、各部門、各支部が所掌する賞

の整理と見直し 

 

4)（随時）各部門・部会等が所掌する研究奨励

賞等の Web 掲載作業 

 

5) 各賞の選考作業の見直し 

 

6) 2022 年度学術奨励賞の選考作業 

 

7) 2023 年度学会賞（論文賞、技術賞、著述賞、 

新製品開発賞、教育貢献賞、国際標準化賞）受

賞候補の推薦募集 

 

8) 2023 年度功績賞授与候補者の推薦募集 

 

9) 2023 年度フェロー称号授与候補者の推薦募集 

 

 

●7〜12 月 

 

1) SICE 2022 Annual Conference Award 選考作

業を行った。結果は、SICE の Web ページ等で

発表した。 

 

2) 部門等からの SICE Young Author’s Award 募

集要項提案の検討・承認および理事会への提案

を行った。 

 

3) 学会賞委員会、各部門、各支部が所掌する賞

の整理と見直しとして、SICE の Web の学会賞

のページの、部門賞・支部賞などの項目を増や

し、各部門、各支部が贈呈した研究奨励賞等の

Web 掲載作業を行った（随時）。 

 

4) 2022 年度学術奨励賞の選考作業を行った。 

 

5) 2023 年度学会賞（論文賞、技術賞、著述賞、 

新製品開発賞、教育貢献賞、国際標準化賞）受

賞候補の推薦募集のアナウンスを行った。 

 

6) 2023 年度功績賞授与候補者の推薦募集のアナ

ウンスを行った。 

 

7) 2023 年度フェロー称号授与候補者の推薦募集

のアナウンスを行った。 

 

8) 2022 年度各賞の授賞式は、SICE2022 会期中

（9月 8日）にハイブリッドで実施した（熊本城

ホール/オンライン）。 

 

9) 2022 年度優秀学生賞の実施にあたり、事前申

請のアナウンスを行った。 
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2022 年度事業計画・実施報告 
組織名 会誌出版委員会 担当 川口委員長、永原副委員長 

 
2022 年度事業計画（本組織担当分） 

・イベントや会誌発行におけるウィズコロナ社会、アフターコロナ社会に供する積極的情報発信 

・会員に対する SICE 活動の告知・理解に資する積極的情報発信 

・継続事業の着実な実施とコンプライアンスの順守 (14.1) 

・新型コロナウイルス感染への的確な対応 (14.2) 

 

2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●1〜6 月 

 

1.学会誌特集の充実 

・特集企画・記事の公募，タイムリーな特集記

事出版の検討． 

・企業会員にも魅力的なテーマ選定、キーワー

ド解説の充実 

・多面的な側面から SICE の研究領域を捉えた

特集の充実 

・企業研究者/エンジニア、産業応用大学研究者

による産業応用記事の充実に向けた体制検討 

・女性研究者、若手研究者(40 歳以下)を紹介す

る“FACE the future”の人選と継続 

 

2.計測・制御セレクションシリーズの出版・企

画継続 

・前年度に企画・公募した計測・制御セレクシ

ョンシリーズの出版。 

・新たな公募テーマの企画 

・出版継続体制構築に向けた出版担当委員選出

方法を引き続き議論（必要に応じて総務委員会

と連携） 

 

3.学会誌のあり方検討 

・特集企画回数を適正化，持ち込み特集企画・

投稿原稿・SICE 活動報告等のタイムリーな企

画導入活性化を引き続き検討する 

・電子出版化・冊子合本化など会誌出版の在り

方を継続して検討する（PATF の答申に沿って

検討） 

・SICE や会誌に対する会員の意見を会誌の記

事構成や内容に反映させる方策の検討を開始す

る 

 

4.会誌出版体制の長期的持続のための運営体制 

・理事・委員の選出方法，部門に対する負荷分

担の在り方等について，継続して検討する

（PATF の答申に沿って検討） 

 

●1〜6 月 

 

1.学会誌特集の充実 

・社会的・技術的に関心の高い研究分野につい

ての特集号を企画し，出版ないし編修を進め

た． 

・多面的な側面から SICE を知らしめる記事の

企画・調整を視野に入れた特別会誌出版委員会

の開催を計画した． 

・総務委員会と連携し，紙面のオープン公開に

ついての検討を実施中． 

・女性研究者、若手研究者(40 歳以下)を紹介す

る“FACE the future”を継続して企画・掲載し

た． 

 

 

2.計測・制御セレクションシリーズの出版・企

画継続 

・前年度までの公募・打診企画 4 件の出版に向

け作業中． 

・次年度に向けて新たな企画公募の準備を進め

た． 

 

 

 

3.学会誌のあり方検討 

・特集企画回数を適正化，持ち込み特集企画・

投稿原稿・SICE 活動報告等のタイムリーな企

画導入活性化の実現性や方法などを検討中． 

・PATF 答申についての実現性や方法などを検

討中． 

 

 

 

4.会誌出版体制の長期的持続のための運営体制 

・学会誌のあり方検討を先行させており、この

方向性がある程度見えることにより検討の位置

づけとし、一旦保留中． 
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2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●7〜12 月 

 

1.学会誌特集の充実 

・企業会員にも魅力的なテーマ選定、キーワー

ド解説の充実 

・多面的な側面から SICE の研究領域を捉えた

特集の充実 

・企業研究者/エンジニア、産業応用大学研究者

による産業応用記事の充実に向けた体制検討 

・女性研究者、若手研究者(40 歳以下)を紹介す

る“FACE the future”の人選と継続 

 

2.計測・制御セレクションシリーズの出版・企

画継続 

・前年度に企画・公募した計測・制御セレクシ

ョンシリーズの出版。 

・新たな公募テーマの応募案件の推進 

・出版継続体制構築に向けた出版担当委員選出

方法を引き続き議論（必要に応じて総務委員会

と連携） 

 

3.学会誌のあり方検討 

・特集企画回数を適正化，持ち込み特集企画・

投稿原稿・SICE 活動報告等のタイムリーな企

画導入活性化を引き続き検討する 

・電子出版化・冊子合本化など会誌出版の在り

方を継続して検討する（PATF の答申に沿って

検討） 

・SICE や会誌に対する会員の意見を会誌の記

事構成や内容に反映させる方策を検引き続き検

討する 

 

4.会誌出版体制の長期的持続のための運営体制 

・理事・委員の選出方法，部門に対する負荷分

担の在り方等について，継続して検討する

（PATF の答申に沿って検討） 

 

●7〜12 月 

 

1.学会誌特集の充実 

・社会的・技術的に関心の高い研究分野につい

ての特集号の編集，出版を進めた． 

・計画通りに特別会誌出版委員会の開催を実施

した． 

・総務委員会と連携し，紙面のオープン公開に

ついて理事会に提案し承認を得た． 

・引き続き，“FACE the future”を継続して企

画・掲載した． 

 

2.計測・制御セレクションシリーズの出版・企

画継続 

・コロナ社より 4 件の出版を行った．さらに 2

件の出版準備中． 

・次年度に向けて新たな企画の準備を進めた． 

 

 

 

3.学会誌のあり方検討 

・引き続き，特集企画回数を適正化，持ち込み

特集企画・投稿原稿・SICE 活動報告等のタイ

ムリーな企画導入活性化の実現性や方法などを

検討中． 

・引き続き，PATF 答申についての実現性や方

法などを検討中． 

・総務委員会と連携し，紙面のオープン公開に

ついて理事会に提案し承認を得た． 

・会誌過去分の J-STAGE への公開を全て完了

した。 

 

4.会誌出版体制の長期的持続のための運営体制 

・学会誌のあり方検討を先行させており、この

方向性がある程度見えることにより検討の位置

づけとし、引き続き，一旦保留中． 

 

 

  

- 14 -



 

 

 

2022 年度事業計画・実施報告 
組織名 和文論文集委員会 担当 大倉委員長、吉田副委員長 

 
2022 年度事業計画（本組織担当分） 

・和文論文集の業務外注による編集から発行までの運営の定着化 

・事務局人員削減に対応した論文集発行と委員会運営の構造の確立 

・論文投稿数の減少の防止と、増加を狙った活動の促進 

・和英分離の新論文集委員会体制に沿った他委員会との連携法の整理と定着化 

・継続事業の着実な実施とコンプライアンスの順守 

 

2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●1〜6 月 

1. 和英分離の新論文集委員会による事業体制の

確立 

1-1 和文論文集委員会と英文論文集委員会を確

立 

⓵ 2月頃の委員会開催まで、旧論文集委員長が

両委員会の委員長を務める。各旧副委員長は、

副委員長として両委員会に出席する。 

⓶ 3 月頃の委員会開催から、和文担当理事が和

文論文集委員会の委員長、英文担当理事が英文

論文集委員会の委員長を務め、両者が他方の論

文の副委員長となり出席する。新しい論文担当

理事（英を主担当）は両論文集の 2 名目の副委

員長となる。 

⓷各論文担当理事は 2 年間続けて片方の論文集

の主担当となり、他方の論文集の運営を把握サ

ポートする。 

⓸外注と経営外部委託が違い、および、著者と

読者の層が全く異なる両論文集の性格に合わ

せ、論文集の維持発展を図る SICE から環境提

供について議論し、各論文集委員会は SICE と

和文編集委員会、および、JCMSI Editorial 

Board(EB)をつなげる。 

⓹各 EiC は論文の投稿・編集・出版状況を各論

文集委員会で報告し、担当理事は理事会にそれ

を報告する。 

⓺論文賞等、和英分離の新論文集委員会体制に

沿った他委員会業務への協力窓口・体制の明確

化する。 

1.2 新論文集委員会の体制下での各編集委員会

(EB)を確立 

①和論文と英論文の EiC は、それぞれ和文編集

委員会と和文編集委員会と JCMSI EB を開催

し、各論文の論文集委員長と副委員長も出席す

る。 

②各編集委員会(EB)は、編集から発行まで、維

持・発展のための実務について意見交換・議論

を行い、特集号を企画する。 

⓷論文の投稿・編集・出版状況を解析し、投稿

数増加のための採択基準と、編集手順を確認・

検討する。 

 

●1〜6 月 

1. 和英分離の新論文集委員会による事業体制の

確立 

1-1 和文論文集委員会と英文論文集委員会を確

立 

⓵ 2 月 7 日に 2021 年度第 3 回・2022 年度第 1

回英文論文集委員会を開催した。 

⓶ 4 月 6 日に 2022 年度第 2 回の英文論文集を

開催し、副委員長として新英文担当理事と和文

担当理事が出席した。 

⓹ EiC は論文の投稿・編集・出版状況を各論文

集委員会で報告し、理事会にそれを報告した。 

 

1.2 新論文集委員会の体制下での各編集委員会

(EB)を確立 

① EiC の主導のもと、4 月 5 日に和文編集委員

会を開催し編集から発行まで、維持・発展のた

めの実務について意見交換・議論を行った。 

⓷論文の投稿・編集・出版状況を解析し、採択

基準の妥当性および編集手順を確認した。 

 

2. 事務局人員削減と和文外注・英文委託、およ

び、新論文集委員会となった事業運営体制に対

応した SICE 事務局業務の定着 

・和文論文集委員会の名簿を管理し、委嘱状を

発行した (事務局)。 
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2. 事務局人員削減と和文外注・英文委託、およ

び、新論文集委員会となった事業運営体制に対

応した SICE 事務局業務の定着 

・2021 年夏からの助走の通り、和文論文集編集

委員会と JCMSI EB の担当を SICE 事務局業務

から除き、論文集委員会の運営と活動をサポー

トする。 

・和文論文集委員会、英文論文集委員会、和文

論文集編集委員会、JCMSI Editorial Board の

名簿を管理し、委嘱状発送する（2 月末）。 

・理事会や他の委員会・会員に対する論文集委

員会事項の連携窓口 となる。 

 

3. 和文論文集の発行 

・1～6 号の着実な発行と、コンプライアンスの

順守 

・新外注先との連携による論文受付から発行作

業までの定着化 

・投稿数増加のための採択基準と、編集手順の

確認 

・特集号の実施と計画 

・外注業者から論文の投稿・編集・出版状況の

入手と解析（1～2 月）、理事会への報告 
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2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●7〜12 月 

1. 和英分離の新論文集委員会による事業体制の

定着化 

・Annual Conference の時期に合わせた、両論

文委員会および両編集委員会(EB)の開催 

・両論文集委員会と両論文集編集委員会(EB)の

取り扱い事項の整理と、会議回数等の見直しの

検討 

 

2. SICE 事務局による事業サポート業務の定着

化 

・両論文委員会のサポート、および、両編集委

員会(EB)も含めた名簿の管理と委嘱状発行 

 

3. 和文論文集の発行 

・7～12 号の着実な発行と、コンプライアンス

の順 

 守・新外注先との連携による論文受付から発

行作業までの定着化 

・投稿数増加のための採択基準と、編集手順の

確認 

・特集号の実施と計画 

・論文セミナー実施による投稿の勧誘 

・外注業者から論文の投稿・編集・出版状況の

入手と解析（8～9 月）、理事会への報告 

 

●7〜12 月 

1．和英分離の新論文集委員会による事業体制

の定着化． 

・9 月 29 日に第 2 回和文論文集委員会を開催． 

2．SICE 事務局による事業サポート業務の定着

化 

・ほぼ定着化したが，LaTeX style file 刷新の課

題を積み残し． 

3．和文論文集の発行 

・第 58 巻で 69 本掲載．SI 特集号企画が不成

立．次年度以降シス・情部門へも和文論文特集

号の企画依頼．各部門特集号の安定的成立の為

の方策の必要性を認識． 

・“育てる”編集方針を取る採択基準を確認．編

集手順は実情に合わせる一部変更要を確認． 

・論文セミナー未実施． 
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2022 年度事業計画・実施報告 
組織名 英文論文集委員会 担当 吉田委員長、髙﨑副委員長 

 
2022 年度事業計画（本組織担当分） 

・英文論文集の経営外部委託による編集から発行までの運営の定常化 

・事務局人員削減に対応した論文集発行と委員会運営の構造の確立 

・英文論文集の国際的評価基準（Citation Index, Impact Factor）獲得へ向けた活動の継続 

・論文投稿数の減少の防止と、増加を狙った活動の促進 

・和英分離の新論文集委員会体制に沿った他委員会との連携法の整理と定着化 

・継続事業の着実な実施とコンプライアンスの順守 

 

2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●1〜6 月 

1. 和英分離の新論文集委員会による事業体制の

確立 

1-1 和文論文集委員会と英文論文集委員会を確

立 

⓵ 2 月頃の委員会開催まで、旧論文集委員長が

両委員会の委員長を務める。各旧副委員長は、

副委員長として両委員会に出席する。 

⓶ 3 月頃の委員会開催から、和文担当理事が和

文論文集委員会の委員長、英文担当理事が英文

論文集委員会の委員長を務め、両者が他方の論

文の副委員長となり出席する。新しい論文担当

理事（英を主担当）は両論文集の 2 名目の副委

員長となる。 

⓷各論文担当理事は 2 年間続けて片方の論文集

の主担当となり、他方の論文集の運営を把握サ

ポートする。 

⓸外注と経営外部委託が違い、および、著者と

読者の層が全く異なる両論文集の性格に合わ

せ、論文集の維持発展を図る SICE から環境提

供について議論し、各論文集委員会は SICE と

和文編集委員会、および、JCMSI Editorial 

Board(EB)をつなげる。 

⓹各 EiC は論文の投稿・編集・出版状況を各論

文集委員会で報告し、担当理事は理事会にそれ

を報告する。 

⓺論文賞等、和英分離の新論文集委員会体制に

沿った他委員会業務への協力窓口・体制の明確

化する。 

1.2 新論文集委員会の体制下での各編集委員会

(EB)を確立 

①和論文と英論文の EiC は、それぞれ和文編集

委員会と和文編集委員会と JCMSI EB を開催

し、各論文の論文集委員長と副委員長も出席す

る。 

②各編集委員会(EB)は、編集から発行まで、維

持・発展のための実務について意見交換・議論

を行い、特集号を企画する。 

⓷論文の投稿・編集・出版状況を解析し、投稿

数増加のための採択基準と、編集手順を確認・

検討する。 

●1〜6 月 

1. 和英分離の新論文集委員会による事業体制の

確立 

1-1 和文論文集委員会と英文論文集委員会を確

立 

① 2 月 7 日に 2021 年度第 3 回・2022 年度第 1

回英文論文集委員会を開催した。 

② 4 月 6 日に 2022 年度第 2 回の英文論文集を

開催し、副委員長として新英文担当理事と和文

担当理事が出席した。 

④ 理事会からは JCMSI の国際化を一層進める

ように要請があり、EiC と情報共有した。EiC

の主導により、その実現に向けていくつかの施

策が取られた。 

⑤ 前 EiC と 3 月に着任した現 EiC より出版状

況の報告をうけ、理事会にて報告した。 

 

1.2 新論文集委員会の体制下での各編集委員会

(EB)を確立 

① EiC の主導のもと、EB の強化と国際化を進

めた。 

・EiC より海外 Editor を 1 名、国際連携に明る

い日本人 Editor を 1 名追加の提案があり、国際

化への寄与が期待されることから委員長が承認

した。 

・海外 Editor も含めたコミュニケーションのあ

りかたを再考し、日本語・英語の試用を明確に

分けたメーリングリストの運用を新たに開始し

た。 

 

2. 事務局人員削減と和文外注・英文委託、およ

び、新論文集委員会となった事業運営体制に対

応した SICE 事務局業務の定着 

・英文論文集委員会、JCMSI Editorial Board

の名簿を管理し、委嘱状を発行した (事務局)。 

・英文論文集委員会のスケジュールや出欠管理

を実施した (事務局)。 

 

3. 英文論文集の発行 

・3 月 30 日に Taylor & Francis 社担当と打ち

合わせを行い、インデックスの獲得方針、その
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2. 事務局人員削減と和文外注・英文委託、およ

び、新論文集委員会となった事業運営体制に対

応した SICE 事務局業務の定着 

・和文論文集委員会、英文論文集委員会、和文

論文集編集委員会、JCMSI Editorial Board の

名簿を管理し、委嘱状発送する（2 月末）。 

・理事会や他の委員会・会員に対する論文集委

員会事項の連携窓口 となる。 

 

3. 英文論文集の発行 

・オープンアクセスによる論文毎の着実な発行

と、コンプライアンスの順守 

・新しい EiC 体制における T&F への経営委託

による論文受付から発行作業までの定着化 

・投稿数増加のための採択基準と、編集手順の

確認 

・2021 年 AC 特集号の発行、および、その他の

特集号の実施と計画 

・論文セミナー実施による投稿の勧誘 

・論文投稿数増加を目指した、英文校正サービ

ス補助制度の確立 

・Editorial Board の国際性の強化 

・招待論文を利用した国際性と知名度の強化 

・文献引用データベースの評価基準の獲得へ向

けた 

 T&F との方針の検討 

・T&F が提供する戦略的各種サービスの検討 

・T&F からの投稿・編集・出版状況の入手と解

析（1～2 月）と、理事会への報告 

 

ために必要となる編集委員会や著者の国際化に

ついて方針を確認した。 

・SICE Annual Conference 2021 特集号を発行

した。 

・IEEE/SICE Int. Symp. on System 

Integration (SII 2022) とのタイアップ企画で

Virtual Issue を企画し、4 件の投稿があった。 

・EiC より、同様に来年度開催される SII 2023

でも同様の Virtual Issue の企画を進めてほしい

との意向が示された。SII 2023 の会議主催者に

コンタクトをとり、特集号の企画を打診し内諾

が得られた。 

・Editor より、SICE AC 2022 のチュートリア

ルで講演する海外研究者による招待論文の提案

があり、EiC も賛同し EB に提案され、承認さ

れた。 

・英文論文誌への投稿促進のため、会員サービ

スとして英文校正費用の補助を行う取り組みを

開始した。英文校正サービスを提供する企業と

協力して学会専用の投稿窓口を設けて、サービ

スを利用した論文が JCMSI に投稿されてから

支援を行うフローを確立し運用を開始した。 

・T&F からの投稿・編集・出版状況を入手し、

理事会への報告を行った。 
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2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●7〜12 月 

1. 和英分離の新論文集委員会による事業体制の

定着化 

・Annual Conference の時期に合わせた、両論

文委員会および両編集委員会(EB)の開催 

・両論文集委員会と両論文集編集委員会(EB)の

取り扱い事項の整理と、会議回数等の見直しの

検討 

 

2. SICE 事務局による事業サポート業務の定着

化 

・両論文委員会のサポート、および、両編集委

員会(EB)も含めた名簿の管理と委嘱状発行 

 

3. 英文論文集の発行 

・オープンアクセスによる論文毎の着実な発行

と、コンプライアンスの順守 

・投稿数増加のための採択基準と、編集手順の

確認 

・2022 年 AC 特集号の企画、および、その他の

特集号の実施と計画 

・論文投稿数増加を目指した、英文校正サービ

ス補助 

 制度の実施 

・招待論文を利用した国際性と知名度の強化 

・文献引用データベースの評価基準の獲得へ向

けた 

 T&F とのスケジュールと戦略の検討 

・T&F が提供する戦略的各種サービスの検討 

・T&F からの投稿・編集・出版状況の入手と解

析（8～9 月）、理事会への報告 

 

●7〜12 月 

1. 和英分離の新論文集委員会による事業体制の

定着化 

・Annual Conference と同時期に開催された理

事会での議論の報告も含め、2022 年 9 月 20 日

に英文論文集委員会、9 月 22 日に SICE 

JCMSI Editorial Board を開催した。 

英文論文集委員会は年 3 回、Editoral Board は

年 1 回の開催を基本として、それぞれ論文集の

発行事業と論文編集に関する事項の審議や議論

を行う方針を継続する。 

 

2. SICE 事務局による事業サポート業務の定着

化 

・両論文委員会のサポート、および、両編集委

員会(EB)も含めた名簿の管理と委嘱状発行 

英文論文集委員会開催に係る日程調整や資料取

りまとめの事務作業について、事務局によるサ

ポートは定着し、着実に業務効率化が進んでい

る。 

 

3. 英文論文集の発行 

・オープンアクセスによる論文の発行を実施

し、7～12 月は、13 件の論文が掲載された。 

・特集号として、2023 年には AC2022 を実施

予定、また ISCS2023, SII2023 でも実施を計画

中。 

・英文校正サービスの費用補助の取組を開始

し、2 件の利用があった。 

・著名研究者による招待論文投稿呼びかけを行

い、APC 無料クーポンを利用して 1 件の投稿に

至った。 

・論文引用データベースのインデックス取得に

向け、T&F と協力して Editor への国際共著論

文投稿依頼、DLBP computer science 

bibliography への登録申請を行った。 

・T&F からの編集・出版状況情報に基づき、理

事会への報告、英文論文集委員会、Editorial 

Board での報告・議論を行い、今後に向けた意

見等をいただいた。 
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2022 年度事業計画・実施報告 
組織名 Annual Conference (AC)委員会 担当 石井委員長 

 

2022 年度事業計画（本組織担当分） 

・AC（SICE2022）開催に向けた準備 (4.1) 

・継続事業の着実な実施とコンプライアンスの順守 (13.1) 

 

2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●1〜6 月 

1. SICE2022（熊本）の実施に向けた準備 

1-1 論文採択戦略の議論 

1-2 開催地の文化や観光情報なども発信するな

ど、PR 方法の改善・強化を実施 

1-3 日本語イベント（WS や企業展示）を企画

し、賛助会員へ宣伝、展示は出展勧誘も実

施 

1-4 企業（賛助会員）向け企画の企画・準備 

1-5 SICEWEEK2022 の企画・準備 

 

2. SICE2023 の準備、広報 

2-1 SICE2024 の準備、実行委員会等の決定 

2-2 SICE2022 バンケット等での広報 

 

3. SICE2021（オンライン）の実績解析、問題

点の把握と改善 

 

4. SICE2024 以降の開催についての検討 

4.1 開催地選定の方法の改善の是非・検討 

4.2 オンライン・ハイブリッド等，AC の開催

形態についての検討（継続） 

 

 

5．支部・部門における，実施に関わる負荷分散

の検討 

 

6. AC 参加者データベースの構築と活用の検討

（継続） 

 

 

●1〜6 月 

1. コロナ禍の状況が好転しているため，現地開

催を含むハイブリッド形式での開催とするこ

とを決定した．実行委員会と連携し，

SICE2022 の円滑な開催のための支援を行っ

ていく． 

1-1 論文採択戦略については引き続き議論．論

文投稿の活発化の一つとしては，例年同様，

投稿されたレギュラーペーパーの IEEE 

Xplore への掲載，ポジションペーパーの

JCMSI 特集号への投稿推薦などのリンク，と

いった研究成果の発信機会を提供する仕組み

を本年度も継続して実施する． 

1-2～1-4 については実行委員会と連携して実施

していく．当初日本語での実施を予定してい

た特別企画（ダイバーシティ関連および自動

車関連）は海外からの参加者向けとするため

にオンラインでの同時通訳を導入することを

検討． 

1-5 SICEWEEK については議論を継続． 

 

2．SICE2023 について引き続き準備を進めた． 

2-1 SICE2023 の会期・場所について決定．開

催形態など詳細はコロナ禍の状況を見ながら

検討する． 

2-2 バンケットは行われないため，Closing 

Ceremony で次回大会の案内（紹介ビデオを含

む）を行うこととした． 

 

3．SICE2021 の実績解析や問題点の把握・改善

について AC 委員会の中で進めた． 

 

4．2020 年にオンライン開催となったタイでの

開催を改めて議論している．この場合，支部の

担当ローテーションとは関係なく実行委員会を

組織することとなるが，前年度の協議では時間

が足りずに未決定となっていた． 

4-1 開催地についてはバンコク周辺がタイ側か

ら提案されているが未定． 

4-2 今後の SICE AC もオンラインやハイブリ

ッド開催となる可能性があるため，開催形態に

ついて引き続き議論・情報共有することとなっ

た． 
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5．2021 年度の Conference Activity Task 

Force（CATF）および現在準備を進めている

ACDC の会合でも議論がされている．1 つの案

は，Bid 制として複数の開催地から提案しても

らう方法である． 

 

6．AC 参加者データベースの構築も継続してい

る． 
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2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●7〜12 月 

1. SICE2022（熊本）の実施 

1-1 日本語イベント（WS や企業展示，ダイバ

ーシティ関連）の実施 

1-2 企業（賛助会員）向け企画の実施 

1-3 SICEWEEK2022 の実施 

 

 

2. SICE2023 の準備、広報（継続） 

2-1 SICE2024 の準備、実行委員会等の決定 

2-2 SICE2022 バンケット等での広報 

 

 

3. SICE2022（熊本）の実績解析、問題点の把

握と改善 

 

4. SICE2024 以降の開催についての検討 

4.1 開催地選定の方法の改善の是非・検討 

4.2 オンライン・ハイブリッド等，AC の開催形

態についての検討（継続） 

 

5．支部・部門における，実施に関わる負荷分散

の検討（継続） 

 

6. AC 参加者データベースの構築の活用と検討

（継続） 

 

 

●7〜12 月 

1. SICE2022（熊本）はハイブリッド形式で開

催し，多くの参加者が現地参加した．コロナ禍

への対応策として，オンラインでの参加や講演

も可能とした． 

1-1 日本語イベントとして，企業展示およびダ

イバーシティの特別セッション（同時通訳つ

き）を実施した． 

1-2 企業向けの企画として，JEMIMA の特別講

演や自動車関連のパネルセッション等が実施さ

れた． 

1-3 SICEWEEK についてはコロナ禍も考慮

し，実施が見送られた． 

 

2. SICE2023 の準備，広報 

池浦実行委員長，稲垣プログラム委員長を中心

とする実行委員会が広報を含めて準備を進めて

いる． 

 

3. SICE2022 実行委員会より実施報告がなされ

た． 

 

4. SICE2024 以降の開催についての検討 

2024 年については四国支部のメンバーと共に検

討を進めた．高知での開催を AC 委員会で承認

した． 

2025 年については，タイでの開催を検討中． 

 

4.1 開催地選定の方法の改善の是非・検討 

新たに Steering Committee に相当する委員会

を立ち上げることとし，その準備の議論を開始

した． 

 

4.2 オンライン・ハイブリッド等，AC の開催形

態についての検討中（継続） 

対面を原則とするが，形態はハイブリッド開催

とすることが望ましいことが議論された． 

 

5．支部・部門における，実施に関わる負荷分

散の検討（継続） 

上記の Steering Committee で検討されてい

る． 

 

6. AC 参加者データベースの構築について検

討中 
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2022 年度事業計画・実施報告 
組織名 国際委員会 担当 長谷川 (泰) 委員長、髙山副委員長 

 
2022 年度事業計画（本組織担当分） 

・AC を通じた SICE 国際プレゼンスのさらなる向上の志向 (4.1) 

・SICE が主催、共催する国際会議、および招聘/現地組織する国際会議(IROS2022, IFAC2023)へ

の開催支援 (4.2) 

 

2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●1〜6 月 

1-1 海外学会との交流 

1-1-1 海外学会との共催・協賛、ならびに

Technical Co-Sponsorship の締結・推進 

1 海外学会イベントの共催・協賛管理 

2 MOU 締結状態の維持、新規締結検討（適

宜） 

（更新時：内容検討/更新可否の議論） 

備考：IEEE：2019 年末に更新済（22 まで

有効） 

IEEE CSS：2020 年末に更新済（25 まで有

効） 

ICROS：更新済（自動更新） 

TCCT：2019 年末に更新済（24 まで有効） 

3 SICE AC2022 の Tech. Co.締結/ IEEE 

Conference Application 登録作業（w/事務

局） 

- Tech. Co. 依頼発信→受諾受領 

IEEE CSS/RAS/IES, 韓国 ICROS，中国

TCCT，タイ ECTI,CACS,ISA,JEMIMA 

- IEEE Conference Application 登録 

(IEEE/CSS/RAS/IES との Tech. Co.締結完

了)  

 

1-1-2 海外団体との交流 

旧来の「代表者派遣」の考え方を見直し，オン

ライン参加・オンライン会議を活用した新しい

交流活動の推進を検討． 

 

 

1-1-3 海外学会・団体との関係維持・強化 

1 各種国際会議への SICE AC2022 案内発信 

2 各海外団体に国際委員会内にリエゾンを設

置することで協力関係の強化を検討． 

 

1-2 Annual Conference を通じた国際活動 

1-2-1 SICE AC 2022 対応着手 

1 VIP Reception 計画検討開始（Invitation

案，宛先リスト作成（事務局）） 

2 Friendship Lunch Meeting 等の計画検討開

始（Invitation 案，招待客リスト作成（事務

局）） 

3 STGA 準備（募集事項検討 ・WEB 掲載依

頼・審査委員決定） 

●1〜6 月 

1-1 海外学会との交流 

1-1-1 海外学会との共催・協賛、ならびに

Technical Co-Sponsorship の締結・推進 

1 海外学会イベントの共催・協賛管理を実施 

2 MOU 締結状態の維持、新規締結検討 

       IEEE：更新済（25 年まで有効） 

3 SICE AC2022 の Tech. Co.締結/ IEEE 

Conference Application 登録作業完了 

     -  Tech. Co. 依頼発信→受諾受領 

        IEEE CSS/RAS/IES, 韓国 ICROS, 中国

TCCT, タイ ECTI, CACS, ISA, JEMIMA 

     -  IEEE Conference Application 登録完了 

      （IEEE/CSS/RAS/IES との Tech. Co.締結

完了)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1-1-2 海外団体との交流 

旧来の「代表者派遣」の考え方を見直し，オン

ライン参加・オンライン会議を活用した新しい

交流活動の推進を、窓口となる世話人(リエゾ

ン)と検討中． 

  

1-1-3 海外学会・団体との関係維持・強化 

1 各種国際会議への SICE AC2022 案内発信 

2 各海外団体に国際委員会内にリエゾンを設

置することで協力関係の強化 

  

1-2 Annual Conference を通じた国際活動 

1-2-1 SICE AC 2022 対応着手 

1 VIP Reception 準備中（Invitation Letter

送付済み、出欠確認中） 

2 Friendship Lunch Meeting の検討中

（Invitation 案，招待客リスト作成（事務

局）） 

3 STGA 準備中（募集事項検討 ・WEB 掲載

依頼・審査委員決定） 
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1-3 国際団体への協力活動 

1-3-1 IFAC 委員会との連携 

1 IFAC2023 実行委員会参加 

2 IFAC2023 世界大会(横浜)開催支援（体制助

言、国際化準備資金活用） 

3 IFAC 関連会議活動広報 

4 制御部門との連携 

 

1-3-2 IROS2022 に向けた活動支援 

1 IROS2022(京都)実行委員会との連携・活動

支援（国際化準備資金活用） 

2 SI 部門との連携 

 

 

2-1 SICE の国際プレゼンス向上活動 

2-1-1 海外人材育成 

1 アジア地区他学会カンファレンス支援 

- Joint Session 検討支援（韓国 ICROS,タイ

ECTI,中国 TCCT，台湾 CACS, インド

CS） 

2-1-2 海外コミュニティ活動支援 

1 SICE2022 コミュニティ支援 

- コミュニティ WS 支援（AC 委） 

2   ASEAN 地域学生支援（AC 委，実行委員

会） 

 

  

1-3 国際団体への協力活動 

1-3-1 IFAC 委員会との連携 

1 IFAC2023 実行委員会参加 

     IFAC2023 世界大会(横浜)開催支援（体制助

言、国際化準備資金活用） 

2 IFAC 関連会議活動広報 

3 制御部門との連携 

  

1-3-2 IROS2022 に向けた活動支援 

1 IROS2022(京都)実行委員会との連携・活

動支援 

2 SI 部門との連携し、国際化準備資金活用

し、IROS@35 を支援 

  

2-1 SICE の国際プレゼンス向上活動 

2-1-1 海外人材育成 

1 アジア地区他学会カンファレンス支援 

- Joint Session 検討支援（韓国 ICROS,タイ

ECTI,中国 TCCT,台湾 CACS,インド CS） 

 

2-1-2 海外コミュニティ活動支援 

1 SICE2022 コミュニティ支援 

    -  コミュニティ WS 支援（AC 委） 

2 ASEAN 地域学生支援（AC 委，実行委員

会） 
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2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●7〜12 月 

1-1 海外学会との交流 

1-1-1 海外学会との共催・協賛、ならびに

Technical Co-Sponsorship の締結・推進 

1 海外学会イベントの共催・協賛管理 

2 MOU 締結状態の維持、新規締結検討（適

宜） 

（更新時：内容検討/更新可否の議論） 

3 SICE AC2023 の Tech. Co.締結/IEEE 

Conference Application 登録作業（w/事務

局） 

- Tech. Co. 依頼発信作業着手 

IEEE CSS/RAS/IES, 韓国 ICROS，中国

TCCT，タイ ECTI,CACS,ISA,JEMIMA 

 

1-1-2 海外団体との交流 

旧来の「代表者派遣」の考え方を見直し，オン

ライン参加・オンライン会議を活用した新しい

交流活動の推進を検討． 

 

1-1-3 海外学会・団体との関係維持・強化 

1 各種国際会議への SICE AC 2022/2023 案内

早期発信 

2 関係維持管理の効率化（w/事務局）/ 関係強

化方法、SICE AC 活性化（海外投稿数増）

方法等検討 

 

1-2 Annual Conference を通じた国際活動 

1-2-1 SICE AC 2022 対応 

1 Invitation の早期発行（ビザ必要国） 

2 VIP Reception 実施（プログラム，司会等） 

3 Friendship Lunch Meeting 実施（記念品準

備，司会，協力関係確認（SICE 事務局と協

力）） 

- ICROS,ECTI,TCCT 等 

4 STGA 選考・表彰（応募受理・整理（事務

局）、審査・選考、表彰状（事務局）、Award 

Ceremony 司会） 

 

1-3 国際団体への協力活動 

1-3-1 IFAC 委員会連携 

1 IFAC2023 実行委員会への参加 

2 IFAC2023 世界大会（横浜）開催支援（体制

助言、国際化準備資金活用） 

3 IFAC 関連会議活動広報 

4 制御部門との連携 

 

1-3-2 IROS2022 に向けた活動支援 

1 IROS2022（京都）実行委員会との連携・活

動支援（国際化準備資金活用） 

2 SI 部門との連携 

 

2-1 SICE の国際プレゼンス向上活動 

2-1-1 海外人材育成 

●7〜12 月 

1-1 海外学会との交流 

1-1-1 海外学会との共催・協賛、ならびに

Technical Co-Sponsorship の締結・推進 

1 海外学会イベントの共催・協賛管理を実施 

2 MOU 締結状態の維持、新規締結はなし 

3 SICE AC2023 の Tech. Co.締結/IEEE 

 Conference Application 登録作業（w/事

務局） 

- Tech. Co. 依頼発信作業着手 

IEEE CSS/RAS/IES, 韓国 ICROS，中国

TCCT，タイ ECTI,CACS,ISA,JEMIMA 

 

 

1-1-2 海外団体との交流 

CCC2022 は会長のビデオスピーチ、ECTI-

CON2022 は会長のオンライン参加、

CACS2022 は会長の参加、CDC2022 ではリエ

ゾンが参加。 

 

1-1-3 海外学会・団体との関係維持・強化 

1 各種国際会議への SICE AC 2022/2023 案

内早期発信 

2 関係維持管理の効率化（w/事務局）/ 関係

強化方法、SICE AC 活性化(海外投稿数増)

方法等検討 

 

1-2 Annual Conference を通じた国際活動 

1-2-1 SICE AC 2022 対応 

1 Invitation の早期発行（ビザ必要国） 

2 VIP Reception 実施（司会等） 

3 Friendship Lunch Meeting 来日困難とな

り中止 

 

 

4 STGA 選考・表彰（応募受理・整理（事務

局）、審査・選考、表彰状（事務局）、

Award Ceremony 司会） 

 

1-3 国際団体への協力活動 

1-3-1 IFAC 委員会連携 

1 IFAC2023 実行委員会への参加 

2 IFAC2023 世界大会(横浜)開催支援（体制助

言、国際化準備資金活用） 

3 IFAC 関連会議活動広報 

4 制御部門との連携 

 

1-3-2 IROS2022 に向けた活動支援 

1 IROS2022(京都)実行委員会との連携・活動

支援（国際化準備資金活用）実施 

2 SI 部門との連携 SIYA-IROS2022 Award の

贈賞 

 

2-1 SICE の国際プレゼンス向上活動 
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1 アジア地区他学会カンファレンス支援 

- Joint Session 検討支援（韓国 ICROS,タイ

ECTI,中国 TCCT，台湾 CACS, インド CS） 

2-1-2 海外コミュニティ活動支援 

1 SICE2022 コミュニティ支援 

- コミュニティ WS 支援（AC 委） 

- ASEAN 地域学生支援（AC 委，実行委員

会） 

 

2-1-1 海外人材育成 

1 アジア地区他学会カンファレンス支援 

- →Friendship Lunch Meeting 未開催のた

め、進展せず. SIYA-CDC2022 Award 贈賞 

2-1-2 海外コミュニティ活動支援 

1 SICE2022 コミュニティ支援 

- コミュニティ WS 支援（AC 委） 

- ASEAN 地域学生支援（AC 委，実行委員

会） 

→オンライン開催のため実施せず 
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2022 年度事業計画・実施報告 
組織名 インダストリ委員会 担当 新井委員長 

 
2022 年度事業計画（本組織担当分） 

・国際標準化活動の促進および表彰（8.4） 

・賛助会員への技術相談窓口機能の設置検討（10.2） 

・他団体との連携セミナー企画（11.1） 

・ニューインダストリ分野（自動車・ロボット等）への新企画（11.2） 

・IFAC2023 Industry Group 活動継承の提案（12.1） 

 

2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●7〜12 月 

 

委員会開催：3 回 

 

◆会員への情報発信と教育支援 

1) SICE2022 企画 

 

 

 

 

 

2)「安全のための計測・制御・ システム を考

える会」の活動－定期的な会合 

 

 

 

 

 

3) 体験セミナー・企業見学会 

－年間計画策定フォロー（準備，実施） 

 

 

 

 

4) 産業応用セミナー 

－実施 

－フォローアップ 

5) SICE 技術レポート企画 

 

 

 

◆広報・リエゾン機能の強化活動 

1) JEMIMA 等工業会との連携 

－計測展（大阪 2022.10.26～28）へのブー

ス参加検討 

 

 

 

◆国際標準化活動の促進および表彰 

 ※下期から統合したため、国際標準化委員会

の実施報告参照 

●7〜12 月 

 

委員会活動(Web 開催)：(8/29、11/7) 

※TF 活動：(4/4、4/22、5/12、6/3、6/22) 

 

1) SICE2022 企画 

「SICE Industry」として企画 

・JEMIMA Special Talk(1 件)、Special Panel 

Session(3 件)、Industry Organized Sessions(2

件) Luncheon Sessions(3 件)、Workshop(1 件) 

 

2) 「安全のための計測・制御・ システム を考

える会」の活動 

TF(Web 開催)：7/28、8/31、9/21、11/2、

11/28、12/21 

サロン(Web 開催)：8/31、9/28、11/2、11/28 

安全講演会(ハイブリット開催)：12/15 

 

3) 体験セミナー・企業見学会 

→ 4 件の体験セミナーを企画・募集したが、 

いずれも参加者が集まらず開催中止とし

た。 

なお、本企画を今年度で休止することを決

定している。 

4) 産業応用セミナー 

→ 実施せず 

 

5) SICE 技術レポート企画 

→ 工業会との連携強化施策として、 

SICE/JEMIMA/NECA 産学連携技術セミナー

開催 12/9(Web 開催) 

 

1) JEMIMA 等工業会との連携 

→ 計測展 2022OSAKA 出展：2022/10/25~28 

会場：グランキューブ大阪 

①出展者セミナー、②ブース出展、③学生ピッ

チイベントへの協力を実施した。 

また、SICE/JEMIMA/NECA3 団体パネルディ

スカッション(計測展 2022OSAKA)へも参加し

た。 

 

- 28 -



 

 

 

2022 年度事業計画・実施報告 
組織名 国際標準化委員会 担当 新井委員長 

 
2022 年度事業計画（本組織担当分） 

・国際規格の作成に向けた活動とそのプロモーション (4.4） 

・継続事業の着実な実施とコンプライアンスの順守 (14.1) 

・新型コロナウイルス感染への的確な対応 (14.2) 

 

2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●1〜6 月 

委員会開催：2 回以上予定 

 

 

1) SICE 2022（9 月：熊本城ホール）に向けた

OS 企画の策定 (実行、運営は下期) 

 

 

 

 

 

 

 

2) 国際標準化動向の調査 

 ・AC の論文の調査 

 ・リエゾン委員との情報交換 

 

 

 

3) 国際標準化関連セミナーの開催検討 

 

 

 

4) 国際標準化賞の推薦 

   功績賞と奨励賞の候補者ついてその妥当性

を評価・審議し、適当と認められた者を学

会賞委員会に推薦する。 

 

 

 

 

5) JIS 規格の定期見直しと改廃の検討 

 

 

 

6) 国際標準化の課題検討 

●1〜6 月 

・第 1 回：4 月 28 日 Web にて開催 

・第 2 回：6 月 21 日 Web にて開催 

 

1) SICE 2022 に向け、Special Panel Session

を企画し準備中。 

DX や SX に関連する国際標準化の注目テーマ

の最新状況について最前線の専門家による状況

の解説と、会場参加者を交えた質疑討論を目的

としたパネルセッションを計画。 

テーマ：International Standardization for 

Sustainability Transformation (SX) 

 

2) 国際標準化動向の調査 

・AC での講演論文等を調査 

・JEMIMA および MSTC との情報交換を今後

計画 

 

 

3)  国際標準化関連セミナーの開催検討 

検討中。 

 

 

4) 国際標準化賞の推薦 

功績賞および奨励賞にそれぞれ 1 名の推薦が

あり、国際標準化賞小委員会で審査を実施。そ

の結果に基づき両名の推薦を国際標準化委員会

で承認した。7 月 12 日に学会賞委員会へ推薦を

行う。 

 

 

5) JIS 規格の定期見直しと改廃の検討 

今年度 JIS の見直し無し。 

 

 

6) 国際標準化の課題検討 

国際標準化委員会が新規委員会であるインダ

ストリ委員会の下部組織となるにあたり、新規

体制での位置づけと活動の継続を確認した。 
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2022 年度事業計画・実施報告 
組織名 国際標準化委員会 担当 山田委員長 

 
2022 年度事業計画（本組織担当分） 

・国際規格の作成に向けた活動とそのプロモーション (4.4） 

・継続事業の着実な実施とコンプライアンスの順守 (14.1) 

・新型コロナウイルス感染への的確な対応 (14.2) 

 

2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●7〜12 月 

委員会開催：2 回以上予定 

 

 

 
1) SICE 2022（9 月：熊本城ホール）での OS

を企画・実施する。 

 

 

 

 

 

 
 

2) 国際標準化動向の調査 

 ・AC の論文の調査 

 ・リエゾン委員との情報交換 

 

 

 

3) 国際標準化関連セミナーの開催検討 

 

 
 

4) 国際標準化賞の推薦 

 
 

 

5) JIS 規格の定期見直しと改廃の検討 
 

 

 

6) 国際標準化の課題検討 

 

 

 

●7〜12 月 

・第 3 回：10 月 12 日 Web にて開催 

・第 4 回：11 月 24 日 Web にて開催 

 

1) SICE 2022 にて Special Panel Session を

実施。 

 Title：International Standardization for  

Sustainability Transformation (SX) 

日時：9 月 9 日 13:30～15:00 

DX や SX に関連する国際標準化の注目テーマの

最新状況の解説 5 テーマと国際標準化委員会の

活動紹介の後、会場参加者を交え、SX 技術の

国際標準化の動向について議論を行った。 

 

 

2) 国際標準化動向の調査 

・SICE 2022 において、国際標準化の最新状況

5 テーマについて専門家に解説報告頂いた。 

・リエゾン委員との情報交換を 1 月に計画。 

 

 

3)  国際標準化関連セミナーの開催検討 

・今年度計画なし。 

 

 

4)  国際標準化賞の推薦 

上期にて実施 

 

 

5)  JIS 規格の定期見直しと改廃の検討 

  今年度 JIS の見直し対象なし。 

 

 

6)  国際標準化の課題検討 

セミナーを含め国際標準化関連の情報発信を

検討する。 
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2022 年度事業計画・実施報告 

組織名 メンバー委員会 担当 
清水委員長、 

河合副委員長、浅井副委員長 

 
2022 年度事業計画（本組織担当分） 

 企業会員のための施策の強化(5) 

 企業会員のためのチュートリアル講演会の企画・実施 WG の設置(5.1)  

企業成果の効果的発信と論文発表形式の見直し(5.2) 

 会員への情報発信と教育支援(6) 

 SICE 内相談窓口機能の設置検討（技術相談，講演相談等）(6.1)  

企業（賛助会員等）を対象としたイベント開催による企業技術者教育と情報発信強化、非会員

に向けた 

情報発信(6.2) 

  SICE 共創塾の企画と運営(6.3) 

継続事業の着実な実施とコンプライアンスの順守 (14.1) 

新型コロナウイルス感染への的確な対応 (14.2) 

 

2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●1〜6 月 

委員会活動：2 回 

 

 

 

◆企業会員のための施策の強化 

 新 WG によるチュートリアル講演会の企画 

 

◆会員への情報発信と教育支援 

 「安全のための計測・制御・システムを考え

る会」の活動 

 

 

 

 体験セミナー・企業見学会 

年間計画策定(3 月) 

－準備，実施，フォローアップ 

 

 産業応用セミナー(教育・認定委員会と連携) 

－実施，フォローアップ 

 

 その他友好団体との連携 

－男女共同参画学協会連絡会への参加 

 

－夏の学校出展準備 

 

－会員増強施策の検討 

 

 SNS コンテンツの拡充フォロー 

 

◆広報・リエゾン機能の強化活動 

 ISCIE 連携 

－企画運営会議・ステアリング会議(5 月) 

 

－SSH 出展準備 

 

●1〜6 月 

委員会活動(Web 開催)：移行 WG(3/9、4/6)、拡

大(3/31、6/27) 

 

 

 

→企画・検討中 

 

 

TF(Web 開催)：1/25、2/21、3/14、4/18、

5/25、6/28 

サロン(Web 開催)：1/25、2/21、5/25、6/28 

 

 

→企画・検討中 

 

 

 

→検討中 

 

 

 

臨時総会・運営委員会：3/29 

 

→出展準備中 

 

→検討中 

 

→企画・検討中 

 

 

 

 

(Web 開催)企画運営会議・ステアリング会議：

5/19 

 

→今年は不参加 
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・JEMIMA 連携 

 －IIFES、計測展、スマート保安など 

－JEMIMA-SICE 連携会議(3 月) 

 

 横幹連合連携 

－定時総会(4 月) 

 

 その他学会連携 

－他学会行事協賛(随時) 

 

◆教育・認定活動 

教育 WG 

 

SICE エンジニア認定 

－WG 会合（3, 5 月） 

－試験問題の作成 

－オンライン実施の日程確定・準備 

－受験者増対策の検討，受験者勧誘 

学生受講者のインセンティブとして事業

会員 

サ委員会と連携して「産業応用セミナ

ー」を 

実施する 

会員ページで認定試験スコアの確認がで

きる 

ようにウェブサイトを整備 

 

 プロセス塾(プロセス新塾 2021) 

第 4 回目（1 月）第 5 回目（2 月）第 6 回

目（3 月）第 7 回目（4 月）第 8 回目（5 月） 

 

 

 

－プロセス新塾 2022 実施計画の策定 

－WG 会合 

－教育内容を検討（通年） 

－次年度以降計画の検討 

 

 SICE 共創塾 

－企業エンジニアの新たな気づきの場の提供 

－SICE CPS 共創塾の企画 

－5 月実施に向け，WG 会合（1,2,3,4 月） 

 

 オンデマンド受講動画の整備 

－SICE 関連分野に関する学びが可能な動画

の調査 

－動画ポータルサイト構築と公開に向けての

準備 

 

 CPD ポイント 

－ポイント集計と表彰者決定 

 

 

 

 

 

 

→計測展 2022OSAKA 出展準備中 

 

 

 

－定時総会(5/26)出席 

 

 

 

 

 

委員会活動(Web 開催)：WG(3/16、3/24) 

 

 

→企画・検討中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スクーリング(Web 開催)： 第 4 回（1/7）、第 5

回（2/10）、第 6 回（3/11）、第 7 回（4/8）、第

8 回（5/13）にスクーリングを実施し、17 名の

受講生が修了した。 

 

 

委員会活動(Web 開催)：WG(1/7、3/7、4/22、

5/9、5/13、6/20) 

→企画・検討中 

 

 

→企画・検討中 

 

 

 

 

→企画・検討中 

 

 

 

 

→年間 CPD ポイント申請者の評価・確定・高

得点者表彰についてはメンバー委員会に一任

し、事後に理事会に報告する。 
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 JABEE 

－情報収集（通年） 

－審査支援（通年） 
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2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●7〜12 月 

 

委員会活動：3 回 

◆企業会員のための施策の強化 

 新 WG によるチュートリアル講演会の企画 

 

◆会員への情報発信と教育支援 

 その他友好団体との連携 

－男女共同参画学協会連絡会への参加 

 

 

－夏の学校出展（8 月） 

 

 

 

 

 SICE 内相談窓口機能の設置に向けた具現化 

 

 会員増強施策の検討まとめ 

 

 SNS コンテンツの拡充フォロー 

 

◆広報・リエゾン機能の強化活動 

 ISCIE 連携 

－ステアリング会議(11 月) 

 

－SSH 出展 

 

 横幹連合連携 

 

 その他学会連携 

－他学会行事協賛(随時) 

 

 日本学術会議と連携（多分野応用小委員会） 

－自動制御連合講演会 開催協力 

 

 リエゾン機能を持つ組織（委員会、WG 等）

の検討まとめ 

 

 

◆ダイバーシティ推進 

 全体会 

 SICE-DIA の AC 企画（ポスターセッショ

ン、ランチョンセッション、特別講演会） 

 計測展 OSAKA 展示対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●7〜12 月 

 

委員会活動(Web 開催)：(8/26、12/5) 

 

→企画・検討中 

 

 

 

→8/22：第 20 期第 3 回運営委員会、12/14：第

21 期総会・第 1 回運営委員会 

 

→8/7-8/8 実施の女子中高生夏の学校に VC でポ

スター展示、12 名の生徒に学会概要と、計測・

制御・ 

システムに関する技術紹介・質疑応答を行っ

た。 

 

 

→企画・検討中 

 

→企画・検討中 

 

→企画・検討中 

 

 

 

ステアリング会議(連合講演会会場・宇都宮大

学)：11/12 

→なし 

 

→12/17~18 第 13 回横幹連合コンファレンス(早

稲田大学)、12/17 横幹 会長懇談会開催 

 

 

 

 

→11/12-13 第 65 回自動制御連合講演会(宇都宮

大学) 

 

 

→検討中 

 

 

 

・全体会（9/9,27） 

 SICE-DIA の AC 企画（ポスターセッション

（4 日間）、ランチョンセッション（9/9）、特

別講演会（9/8）） 

 計測展 OSAKA 展示対応（10/25-28） 
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◆教育・認定活動 

 SICE エンジニア認定 

－WG 会合（7, 9 月） 

－試験問題の作成 

－オンライン実施の日程確定・準備 

－受験者増対策の検討，受験者勧誘 

学生受講者のインセンティブとして事業

会員サ 

委員会と連携して「産業応用セミナー」

を実施 

する 

会員ページで認定試験スコアの確認がで

きる 

ようにウェブサイトを整備 

 

 プロセス塾 

－プロセス新塾 2022 実施 

 

 

 

－プロセス新塾 2023 実施計画の策定 

 

－WG 会合 

－教育内容を検討（通年） 

 

 

 

 

 SICE 共創塾 

－企業エンジニアの新たな気づきの場の提供 

－SICE CPS 共創塾の企画 

－11 月実施に向け，WG 会合（6,7,8,9 月） 

 

 オンデマンド受講動画の整備 

－SICE 関連分野に関する学びが可能な動画の

調査 

－動画ポータルサイトの構築と公開に向けて

の準備 

 

 CPD ポイント 

－表彰式・賞状授与 

 

 

 JABEE 

－情報収集（通年） 

－審査支援（通年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→10/7-8（第 1 回・慶応義塾大学日吉キャンパ

ス）に開校式と塾長、講師によるスクーリン

グ、交流会を実施。11/10（第 2 回・オンライ

ン）、12/9（第 3 回・日吉）にそれぞれスクーリ

ングを実施した。 

→次年度の実施計画策定を開始した。 

 

→WG（Web 開催）：7/1(拡大)、7/29(拡大)、

8/10、9/1(拡大)、9/15、12/23 

 

 

 

→企画・検討中 

 

 

 

 

→企画・検討中 

 

 

 

→CPD ポイントについては 2021 年度の CPD

ポイントを集計し、第 3 回理事会（9/6）にて決

議された高得点者（授与 3 名）への表彰状の送

付を実施。 
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2022 年度事業計画・実施報告 
組織名 部門協議会 担当 和田 (一) 議長、和田 (英) 副議長 

 
2022 年度事業計画（本組織担当分） 

・Society 5.0 における SICE の役割明示とそのプロモーションのために、講習会開催や会誌発行に

よる情報発信 (1.2) 

・AI、IoT、ビッグデータ等新しい技術に関する SICE 企画 (2.1) 

・部門へのインセンティブルールの見直し (10.2) 

・継続事業の着実な実施とコンプライアス順守 (13.1) 

 

【副担当】 

・強化すべき広報機能の明確化と広報体制の検討 (8.1 ) 

・SICE 活動を俯瞰したリエゾン機能を持つ組織（委員会、WG 等）の検討。8.1 広報機能強化と

の合同／連携の検討 (8.2 ) 

・部門・支部行事への参加者情報（会員 / 非会員）の整備および参加者動向の分析。会員数減少へ

の対策 WG の設置の検討 (11.1) 

 

2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●1〜6 月 

１．部門活動の促進サポート(13.1) 

・3 回の部門協議会を開催 

 

 

２．支部協議会との連携(13.1、8.2) 

・支部協議会への参加と情報共有 

・合同の協議会を開催し合同講演会開催の検討 

 

 

３．企画委員会などとの連携強化(2.1、10.2、

13.1、8.2) 

・財務委員会、企画委員会に参加し、内容を部

門へ報告 

 

 

４．部門活性化方策の検討と活動の広報の見直

し(1.2、2.1、10.2、8.1、8.2、11.1) 

・会員情報 DB 整備、部門ごとの名簿の整理 

・各 WG と専門委員会の活動状況把握 

・部門関連データの活用策検討 

 

 

５．部門運営の負荷の把握および効率化の検討

(13.1) 

・各部門における活動の把握 

・各部門から SICE 本体選出委員の把握 

・会員の希望と負担のバランス調査 

●1〜6 月 

１．部門活動の促進サポート(13.1) 

・2 回の部門協議会を開催（1/19,3/15,5/11） 

 

 

２．支部協議会との連携(13.1、8.2) 

・支部協議会への参加(3/17,6/29)と情報共有 

・合同の協議会開催を検討 

 

 

３．企画委員会などとの連携強化(2.1、10.2、

13.1、8.2) 

・財務委員会(4/7,6/15)、企画委員会(4/18)に参

加 

 

 

４．部門活性化方策の検討と活動の広報の見直

し(1.2、2.1、10.2、8.1、8.2、11.1) 

・各 WG と専門委員会の活動状況把握 

 

 

 

 

５．部門運営の負荷の把握および効率化の検討

(13.1) 

・各部門における活動の把握 

・事業計画・実施報告書のクラウド化など事務

作業の効率化に着手 
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2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●7〜12 月 

１．部門活動の促進サポート(13.1) 

・3 回の部門協議会を開催 

 

 

２．支部協議会との連携(13.1、8.2) 

・支部協議会への参加と情報共有 

 

 

３．企画委員会などとの連携強化(2.1、10.2、

13.1、8.2) 

・財務委員会、企画委員会に参加し、内容を部

門へ報告 

 

 

 

 

４．部門活性化方策の検討と活動の広報の見直

し(1.2、2.1、10.2、8.1、8.2、11.1) 

・会員情報 DB 整備、部門ごとの名簿の整理 

・各 WG と専門委員会の活動状況把握 

・部門関連データの活用策検討 

 

 

５．AC 活性化、OS 企画・貢献(1.2、2.1、

8.1、8.2、11.1) 

・各部門で個別実施 

 

 

６．部門運営の負荷の把握および効率化の検討

(13.1) 

・各部門における活動の把握 

・各部門から SICE 本体選出委員の把握 

・会員の希望と負担のバランス調査 

・上期の協議結果を踏まえた 2023 年度計画立

案 

 

●7〜12 月 

１．部門活動の促進サポート(13.1) 

・3 回の部門協議会を開催 

（7/1，9/16, 12/1） 

 

２．支部協議会との連携(13.1、8.2) 

・支部協議会への参加(12/8)と情報共有 

 

 

３．企画委員会などとの連携強化(2.1、10.2、

13.1、8.2) 

・企画委員会(7/1, 7/22, 8/5, 10/13)に参加し、

内容を部門へ報告 

・メンバー委員会(8/26, 12/5, 1/19)に参加し、

内容を部門に報告 

 

 

４．部門活性化方策の検討と活動の広報の見直

し(1.2、2.1、10.2、8.1、8.2、11.1) 

・各 WG と専門委員会の活動状況把握 

 

 

 

 

５．AC 活性化、OS 企画・貢献(1.2、2.1、

8.1、8.2、11.1) 

・各部門で個別実施 

・AC における各部門活動の可視化について検

討 

６．部門運営の負荷の把握および効率化の検討

(13.1) 

・各部門における活動の把握 

・各部門から SICE 本体選出委員の把握 

・上期の協議結果を踏まえた 2023 年度計画立

案 
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2022 年度事業計画・実施報告 
組織名 計測部門 担当 木本部門長 

 
2022 年度事業計画（本組織担当分） 

・支部再編に向けた意向調査に基づく協議と部門へのインセンティブルールの見直し 

・継続事業の着実な実施とコンプライアンスの順守 

・Society 5.0 における SICE の役割明示とそのプロモーションのために、講習会開催や会誌発行に

よる、メーカ、サービス、ユーザ企業さらに異業種を含む社会への情報発信 

 

2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●1〜6 月 

 

1 月 

・温度計測部会運営委員会 

 

2 月 

・先端電子計測部会運営委員会 

・第 117 回力学量計測部会行事: 力学量計測部

会講演会・見学会 

・センシングフォーラム運営委員会 

・計測部門運営委員会 

 

3 月 

・パターン計測部会協賛企画・動的画像処理実

利用化ワークショップ 

・第 45 回リモートセンシングシンポジウム 

 

5 月 

・ パ タ ー ン 計 測 部 会 Technical Sponsor: 

QCAV2022 

・第 150 回温度計測部会行事: 講演会 

 

6 月 

・力学量計測部会運営委員会 

・第 118 回力学量計測部会行事: 有機微量分析

合同シンポジウム 

・センシングフォーラム運営委員会 

・計測部門運営委員会 

●1〜6 月 

 

 

 

 

2 月 

・2 月 1 日(火) 2021 年度第 5 回・2022 年度第

1 回計測部門運営委員会(オンライン) 

・2 月 18 日(金) 第 1 回センシングフォーラム

運営委員会(オンライン) 

 

 

3 月 

・3 月 3, 4 日(木, 金) パターン計測部会協賛企

画・動的画像処理実利用化ワークショップ 2022

（オンライン） 

 

 

 

 

 

 

6 月 

・6 月 14 日(火) 第 2 回センシングフォーラム

運営委員会(オンライン) 

・6 月 14 日(火) 2022 年度第 2 回計測部門運

営委員会(オンライン) 
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2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●7〜12 月 

 

7 月 

 

 

 

 

 

 

 

8 月 

・パターン計測部会協賛行事: 画像の認識・理

解シンポジウム(MIRU2022) 

 

9 月 

・計測部門大会 第 39 回センシングフォーラム 

・センシングフォーラム運営委員会 

・計測部門運営委員会 

 

 

 

 

 

 

10 月 

・ 

 

11 月 

・第 27 回パターン計測シンポジウム 

・第 151 回温度計測部会行事: 見学会 

・スマートセンシングシステム部会研究会 (電

子情報通信学会と併催) 

・第 119 回力学量計測部会行事: 計量史をさぐ

る会 

 

12 月 

・パターン計測部会共同企画: ビジョン技術の

実利用ワークショップ ViEW 2022 

・力学量計測部会運営委員会 

●7〜12 月 

 
7 月 

・7 月 1 日(金) 第 118 回力学量計測部会行事

オンラインセミナー 参加者：20 名 

 

・7 月 25 日(月)-28 日(木) 第 25 回画像の認

識・理解シンポジウム(MIRU2022) 参加

者:1423 名 (ハイブリッド) 

 

8 月 

・8 月 30 日(火) 第 3 回計測部門運営委員会 

参加者 12 名 (オンライン) 

 

・9 月 9 日(金)-10 日(土) スマートセンシング

システム部会研究会(ハイブリッド) 参加者 25

名 

・9 月 21 日(水)-22 日(木)  計測部門大会 第 39

回センシングフォーラム 参加者 130 名 (現地

開催) 

・9 月 21 日(水) 第 3 回センシングフォーラム

運営委員会 (現地開催) 参加者 16 名 

 

・10 月 21 日(金) 第 1 回先端電子計測部会運

営委員会＠産総研東京本部会議室 参加者 12

名 (ハイブリッド) 

 

・11 月 11 日(金) 第 27 回パターン計測シンポ

ジウム(オンライン) 参加者 13 名 

 

 

 

 

 

 

 

・12 月 8 日(木)-9 日(金) ビジョン技術の実利

用ワークショップ（ViEW2022）(オンライン) 

参加者 940 名 
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2022 年度事業計画・実施報告 
組織名 制御部門 担当 萩原部門長 

 
2022 年度事業計画（本組織担当分） 

SICE ミッションと事業業計画 

=== 2020, 2021 共通の記載 === 

・Society 5.0 における SICE の役割明示とそのプロモーションのために、OS、WS 開催や会誌発

行による、メーカー、ユーザー企業、さらに異業種を含む社会への情報発信 

・AI, IoT, ビッグデータ等新しい技術に関する SICE 企画 

=== 以下 2021 年度のみの記載 === 

・コンファレンス活動（AC、部門大会、部会研究会、支部大会等）の全体調整と見直し 

=== 以下 2020 年度のみの記載 === 

・部門へのインセンティブルールの見直し 

 

2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●1〜6 月 

 

第 9 回制御部門マルチシンポジウム

（MSCS2022）開催 

・SICE International Symposium on Control 

Systems 2022 

・第 50 回 制御理論シンポジウム 

・第 13 回 プラントモデリングシンポジウム 

・第 22 回 適応学習制御シンポジウム 

・第 39 回 誘導制御シンポジウム 

・第 8 回 システム構築と制御技術シンポジウ

ム 

 

将来構想検討タスクフォース WG による検討 

 

MSCS における産業応用部門との Joint OS の

開催 

 

部門賞贈呈式 

 

第 1 回制御部門運営委員会開催 

 

各委員会・部会・調査研究会の運営委員会・研

究会・講演会・見学会・セミナーなどの実施 

 

●1〜6 月 

 

第 9 回制御部門マルチシンポジウム

（MSCS2022）開催（オンライン） 

・SICE International Symposium on Control 

Systems 2022 

・第 50 回 制御理論シンポジウム 

・第 13 回 プラントモデリングシンポジウム 

・第 22 回 適応学習制御シンポジウム 

・第 39 回 誘導制御シンポジウム 

・第 8 回 システム構築と制御技術シンポジウ

ム 

参加登録者数 485 

  会員・協賛会員 226 

  学生会員・協賛学生会員 88 

  会員外 23 

  学生会員外 115 

  招待者 33 

論文数 218 

  MSCS 197 

  ISCS 21 

特別講演 1 件 

プレナリー講演 1 件 

招待講演 5 件 

受賞記念講演 2 件 

ワークショップ 1 件（3 編） 

チュートリアル 2 件（4 編, 2 編） 

 

（タスクフォースについては、再検討の結果、

保留） 

 

MSCS における産業応用部門との Joint OS の

開催 

 

部門賞贈呈式 

 

第 1 回制御部門運営委員会開催 
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各委員会・部会・調査研究会の運営委員会・研

究会・講演会・セミナーなどの実施 
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2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●7〜12 月 

第 2 回制御部門運営委員会開催 

 

将来構想検討タスクフォース WG による検討 

 

第 10 回制御部門マルチシンポジウム

(MSCS2023)の企画・検討・準備 

 

部門賞の選考 

 

SIYA CDC 2022 の選考と贈呈 

 

産業応用部門大会における Joint OS の開催 

 

第 3 回制御部門運営委員会開催 

 

各委員会・部会・調査研究会の運営委員会・研

究会・講演会・見学会・セミナーなどの実施 

 

●7〜12 月 

第 2 回制御部門運営委員会開催 

 

第 10 回制御部門マルチシンポジウム

(MSCS2023)の企画・検討・準備 

 

 

部門賞の選考 

 

SIYA CDC 2022 の選考と贈呈 

 

産業応用部門大会における Joint OS の開催 

 

第 3 回制御部門運営委員会開催 

 

各委員会・部会・調査研究会の運営委員会・研

究会・講演会・見学会・セミナーなどの実施 
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2022 年度事業計画・実施報告 
組織名 システム・情報部門 担当 須藤部門長 

 
2022 年度事業計画（本組織担当分） 

・継続事業の着実な実施とコンプライアンスの順守 

・新型コロナウイルス感染防止への的確な対応 

・SSI の実施体制の見直し 

 

2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●1〜6 月 

・ 部門大会における部会・研究会とのシンポ

ジウム共催の検討 

・ 部門大会の実行委員会などの組織化・開催

準備 

・ 部会シンポジウムなどの開催（適宜，部門

間ならびに部門内での連携・協調の可能

性・有効性を模索） 

・ 部門賞選考プロセス（表彰委員会の構成・

発表賞の選考）の点検・見直し 

・ 部門大会特集号の論文募集・査読プロセス

管理・採録論文決定 

・ 活動計画実施状況のレビューと PDCA によ

る評価・見直しのねらい・ポイントの再確

認・明確化 

・ 部会・研究会の決算報告や部門予算管理に

おけるインセンティブの運用方策・方式に

ついて検討 

・ Society5.0 における SICE の役割明示とそ

のプロモーションのための情報発信方法の

検討 

・ 会員情報 DB の整備と部門大会活性化の検

討 

境界と関係性調査研究会は新規調査研究会とし

て申請中(以下新調査研究会) 

 

1 月 

スマーターワールド 研究会・運営委員会 

第 34 回自律分散システム・シンポジウム 

新調査研究会 研究会・運営委員会 

 

3 月 

スマーターワールド 研究会・運営委員会 

第 49 回知能システムシンポジウム（3/14-15） 

第 64 回システム工学部会研究会 

第 1 回システム工学部会運営委員会 

第 27 回社会システム部会，2022 年第 1 回社会

システム部会運営委員会 

新調査研究会 知能システムシンポジウム OS 企

画・運営委員会 

 

4 月 

CI 部会運営委員会(ZOOM 開催) 

 

●1〜6 月 

 

 

 

【1 月】 

 

【2 月】 

27 日境界と関係性を視座とするシステム学調査

研究会第 1 回研究会(オンライン，発表 1 件，参

加 18 名)を開催した． 

 

【3 月】 

6 日 第 1 回システム工学部会運営委員会(オン

ライン，議題 5 件，参加 4 名)を開催した． 

6 日 第 64 回システム工学部会研究会(オンライ

ン開催，発表 8 件，参加 13 名)を開催した． 

6 日～8 日 第 27 回社会システム部会研究会

(TKP ガーデンシティ鹿児島中央とオンライン

のハイブリッド開催，発表 32 件，参加 61 名)

を開催した． 

7 日・8 日 第 1 回社会システム部会運営委員会

(TKP ガーデンシティ鹿児島中央とオンライン

のハイブリッド開催，議題 4 件，参加 15 名)を

開催した． 

14 日・15 日 第 49 回知能システムシンポジウ

ム(オンライン開催，発表 59 件，参加 121 名) 

を開催した． 

20 日 第 11 回スマーターワールド実現のための

新たなシステムズアプローチの実展開を目指す

調査研究会・運営委員会(キャンパスプラザ京

都，発表 1 件，参加 20 名)を開催した． 

25 日 第 3 回分子サイバネティクス・第 47 回分

子ロボティクス定例研究会(オンライン開催，発

表 2 件，参加 31 名) を開催した． 

 

 

【4 月】 

24 日 境界と関係性を視座とするシステム学第 2

回研究会(オンライン開催，発表 1 件，参加 16

名)を開催した． 

24 日 境界と関係性を視座とシステム学調査研

究会第 2 回運営委員会(オンライン開催) 

25 日 システム・情報部門 第一回部門運営委員

会(オンライン，議題 7 件，参加 13 名)を開催し
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5 月 

新調査研究会 研究会・運営委員会 

 

6 月 

スマーターワールド 研究会・運営委員会 

第 20 回 CI 研究会，部会運営委員会 

第 69 回自律分散システム部会研究会 

第 28 回社会システム部会，2022 年第 2 回社会

システム部会運営委員会 

た． 

 

【5 月】 

 

【6 月】 

3 日・4 日 第 20 回コンピューテーショナル・イ

ンテリジェンス研究会(淡路夢舞台国際会議場，

発表 13 件，参加 25 名)を開催した． 

3 日 コンピューテーショナル・インテリジェン

ス部会第 1 回運営委員会(淡路夢舞台国際会議場

とオンラインのハイブリッド開催, 議題 7 件，

参加 7 名) を開催した． 

4 日 第 12 回スマーターワールド実現のための

新たなシステムズアプローチの実展開を目指す

調査研究会・運営委員会(京都大学総合博物館，

発表１件，参加 20 名)を開催した． 

20 日 システム・情報部門 第二回部門運営委員

会(オンライン，議題 6 件，参加 12 名)を開催し

た． 

22 日 知能分子ロボティクス調査研究会(オンラ

イン，議題 6 件，参加 7 名)を開催した． 

29 日 第 4 回分子サイバネティクス・第 48 回分

子ロボティクス定例研究会(オンライン開催, 発

表 2 件，参加 30 名)を開催した． 
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2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●7〜12 月 

・ 部門大会における部会・研究会とのシンポ

ジウム共催の検討 

・ 部門大会の実行委員会などの組織化・開催

準備 

・ 部会シンポジウムなどの開催（適宜，部門

間ならびに部門内での連携・協調の可能

性・有効性を模索） 

・ 部門賞選考プロセス（表彰委員会の構成・

発表賞の選考）の点検・見直し 

・ 部門大会特集号の論文募集・査読プロセス

管理・採録論文決定 

・ 活動計画実施状況のレビューと PDCA によ

る評価・見直しのねらい・ポイントの再確

認・明確化 

・ 部会・研究会の決算報告や部門予算管理に

おけるインセンティブの運用方策・方式に

ついて検討 

 

7 月 

新調査研究会 HCII での OS 企画・運営委員会 

8 月 

第 29 回社会システム部会，2022 年第 3 回社会

システム部会運営委員会 

9 月 

スマーターワールド 研究会・運営委員会 

FAN シンポジウム，CI 部会運営委員会 

創発システム勉強会 

新調査研究会 SICE AC での OS 企画・運営委員

会 

10 月 

分子ロボティクス年次大会および BIOMOD 国

内大会 

11 月 

第 2 回システム工学部会運営委員会 

2022 年第 4 回社会システム部会運営委員会 

新調査研究会 SICE SSI での GS 企画・運営委

員会 

12 月 

スマーターワールド 研究会・運営委員会 

第 21 回 CI 研究会，CI フォーラム，CI 部会運

営委員会 

新調査研究会 研究会・運営委員会 

 

●7〜12 月 

 

【7 月】 

2 日・3 日 第 28 回社会システム部会研究会(オ

ンライン開催，発表 5 件，参加 40 名)を開催し

た． 

 

 

 

【8 月】 

2 日～4 日 第 29 回社会システム部会研究会(オ

ンライン開催，発表 0 件，参加 23 名)を開催し

た． 

5 日 知能分子ロボティクス調査研究会 2022 年 8

月幹事打合せ(オンライン開催，議題 4 件，参加

5 名)を開催した． 

21 日 境界と関係性を視座とシステム学調査研

究会第 3 回運営委員会(オンライン，議題 1 件，

参加 14 名)を開催した． 

21 日 境界と関係性を視座とするシステム学調

査研究会第 3 回研究会例会(オンライン，発表 8

件，参加 15 名)を開催した． 

28 日～29 日 第 30 回社会システム部会研究会

(マホロバマインズ三浦+オンライン，発表 62

件，参加 70 名)を開催した． 

 

【9 月】 

2 日 創発システム勉強会 2022(静岡大学浜松キ

ャンパス 佐鳴会館会議室/オンライン，発表 3

件，参加 55 名)を開催した． 

9 日 知能分子ロボティクス調査研究会 2022 年 9

月幹事打合せ(オンライン，議題 5 件，参加 6

名)を開催した． 

10 日 第 13 回スマーターワールド実現のための

新たなシステムズアプローチの実展開を目指す

調査研究会・運営委員会(京都先端科学大学太秦

キャンパス+オンライン，発表 1 件，参加 22 名)

を開催した． 

12 日 システム・情報部門 第三回部門運営委員

会(オンライン，議題 7 件，参加 10 名)を開催し

た． 

17 日 BIOMOD2022 Japan Open(オンライン，

発表 7 件，参加 50 名)を開催した． 

21 日，22 日 第 30 回インテリジェント・システ

ム・シンポジウム(神戸大学，発表 89 件，参加

144 名)を開催した． 

27 日 コンピューテーショナル・インテリジェ

ンス部会第 1 回運営委員会(神戸大学六甲台第 2

キャンパス，議題 7 件，参加 11 名)を開催し

た． 

 

【10 月】 

16 日 境界と関係性を視座とするシステム学調

査研究会第 5 回研究会(オンライン開催，発表 2
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件，参加 14 名)を開催した． 

16 日 境界と関係性を視座とシステム学調査研

究会第 5 回運営会議(オンライン開催，議題 1

件，参加 12 名)を開催した． 

12 日 知能分子ロボティクス調査研究会 2022 年

10 月幹事打合せ(オンライン，議題 4 件，参加 4

名)を開催した． 

 

 

【11 月】 

7 日 知能分子ロボティクス調査研究会 2022 年

10 月幹事打合せ(オンライン，議題 4 件，参加 4

名)を開催した． 

12 日・13 日 第 6 回分子ロボティクス年次大会

(東北大学工学部 青葉記念会館，発表 48 件，参

加 125 名)を開催した． 

20 日 第 2 回社会システム部会運営委員会(オン

ライン，議題 5 件，参加 9 名)を開催した． 

25 日～27 日 システム・情報部門学術講演会 

SSI2022(近畿大学東大阪キャンパス，発表 143

件，参加 230 名)を開催した． 

26 日 システム・情報部門 第四回部門運営委員

会(近畿大学および Zoom によるハイブリット開

催，議題 10 件，参加 14 名)を開催した． 

26 日 2022 年度第 2 回システム工学部会運営委

員会(近畿大学，議題 6 件，参加 5 名)を開催し

た． 

 

 

【12 月】 

8 日 境界と関係性を視座とするシステム学第 6

回研究会(オンライン，発表 1 件，参加 20 名)を

開催した． 

9 日 2022 年度第 3 回コンピューテーショナル・

インテリジェンス部会運営委員会(オンライン，

議題 6 件，参加 7 名)を開催した． 

9 日・10 日 第 21 回コンピューテーショナル・

インテリジェンス研究会(オンライン，発表 10

件，参加 23 名)を開催した． 

10 日 コンピューテーショナル・インテリジェ

ンス・フォーラム 2022 (オンライン，発表 3

件，参加 43 名)を開催した． 

12 日 境界と関係性を視座とするシステム学第 6

回研究会 (オンライン，発表 1 件，参加 14 名)を

開催した． 

13 日 第 69 回自律分散システム部会研究会(国立

情報学研究所（ハイブリッド開催），発表 3 件，

参加 45 名)を開催した． 

22 日 境界と関係性を視座とするシステム学第 8

回研究会(オンライン，発表 1 件，参加 12 名)を

開催した． 
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2022 年度事業計画・実施報告 
組織名 システムインテグレーション部門 担当 安藤部門長 

 
2022 年度事業計画（本組織担当分） 

1.2  Society 5.0 における SICE の役割明示とそのプロモーションのために講習会開催や会誌発行に

よる情報発信 

4.2  SICE が主催、共催する国際会議（IROS2022)への開催支援 

6.3  他団体表彰（FA 財団，WRS） 

14.1  継続事業の着実な実施とコンプライアンスの順守 

14.2  新型コロナウイルス感染への的確な対応 

 

2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●1〜6 月 

 

 

・部門運営委員会（幹事団）による部会活動フ

ォロー 

 計画消化，支部・他部門連携，コンプライア

ンス 

 

・WWW サイト情報発信 

 

・部門学術講演会 SI 前年度会計処理フォロー 

 

・部門学術講演会 SI 運営企画フォロー 

 

・部門国際会議 SII 運営企画フォロー 

 

・SIYA-IROS 賞運営 

 

・部門賞募集と選定 

 

・FA 財団賞ノミネート 

 

・運営委員会の部門協議会に合わせた開催 

 

・第 1 回運営委員会（1 月第 1 週予定） 

 

 

 

 

 

・第 2 回運営委員会（1 月：メール審議） 

 

 

 

 

・第 3 回運営委員会（3 月：メール審議） 

 

 

 

 

 

●1〜6 月 

下記を計画通り実施した．詳細は部門協議会で

報告済 

 

・部門運営委員会（幹事団）による部会活動フ

ォロー 

 計画消化，支部・他部門連携，コンプライア

ンス 

 

・WWW サイト情報発信 

 

・部門学術講演会 SI 前年度会計処理フォロー 

 

・部門学術講演会 SI 運営企画フォロー 

 

・部門国際会議 SII 運営企画フォロー 

 

・SIYA-IROS 賞運営 

 

・部門賞募集と選定 

 

・FA 財団賞ノミネート 

 

・運営委員会の部門協議会に合わせた開催 

 

第 1 回 SI 部門新旧合同運営委員会 

日時：2022 年 1 月 7 日（金） 

場所：オンライン会議 

議題：審議 3 件，報告 4 件 計 7 件 

参加人数：38 名 

 

第 2 回 SI 部門新旧合同運営委員会 

日時：2022 年 1 月 31 日（月）～2 月 4 日

（金） 

場所：メール審議 

議題：審議 2 件，報告 2 件 計 4 件 

 

第 3 回 SI 部門運営委員会 

日時：2022 年 3 月 14 日（月）～3 月 18 日

（金） 

場所：メール審議 
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・第 4 回運営委員会（6 月） 

 

 

 

 

 

 

・各部会活動 

議題：審議 3 件，報告 1 件 計 4 件 

 

 

 

 

 

 

 

第 4 回 SI 部門運営委員会 

日時：2022 年 6 月 2 日（木） 

場所：札幌コンベンションセンター，オンライ

ン（ハイブリッド） 

議題：審議 12 件，報告 3 件 計 15 件 

参加人数：48 名 

 

・各部会活動 
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2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●7〜12 月 

 

 

・部門運営委員会（幹事団）による部会活動フ

ォロー 

 計画消化，支部・他部門連携，コンプライア

ンス 

 

・WWW サイト情報発信 

 

・表彰委員会による部門賞選定と部門学術講演

会における贈賞 

 

・レスキューロボットコンテスト 

 

・RT ミドルウェアコンテスト 

 

・当年度，次年度，次次年度部門学術講演会運

営企画フォロー 

 

・次年度部門国際会議 SII 開催に向けた SII 

Steering Committee の運営フォローと次次年度

以降の SII 開催地、実行委員長選定、企画運営

のフォロー 

 

・SIYA-SII 賞運営 

 

・2023 年度体制の決定と予算策定の実施 

 

・本部委員の供出・情報発信 

 和英会誌，学会賞，AC，代議員 

 

・経産省 WRS 競技会 表彰 

 

・特定費用準備資金による IROS 事業支援 

 

・部門学術講演会 SI 

 

・第 5 回運営委員会（8 月：メール審議） 

 

 

 

 

 

・第 6 回運営委員会（9 月） 

 

 

 

 

 

・第 7 回運営委員会（10 月：メール審議） 

 

 

 

 

●7〜12 月 

下記を計画通り実施した．詳細は部門協議会に

て報告 

 

・部門運営委員会（幹事団）による部会活動フ

ォロー 

 計画消化，支部・他部門連携，コンプライア

ンス 

 

・WWW サイト情報発信 

 

・表彰委員会による部門賞選定と部門学術講演

会における贈賞 

 

・レスキューロボットコンテスト 

 

・RT ミドルウェアコンテスト 

 

・当年度，次年度，次次年度部門学術講演会運

営企画フォロー 

 

・次年度部門国際会議 SII 開催に向けた SII 

Steering Committee の運営フォローと次次年度

以降の SII 開催地、実行委員長選定、企画運営

のフォロー 

 

・SIYA-SII 賞運営 

 

・2023 年度体制の決定と予算策定の実施 

 

・部門情報発信 

 

 

 

 

・特定費用準備資金による IROS 事業支援 

 

・部門学術講演会 SI2022 の実施 

 

第 5 回 SI 部門運営委員会 

日時：2022 年 8 月 8 日（月）～8 月 15 日

（月） 

場所：メール審議 

議題：審議 5 件，報告 4 件 計 9 件 

 

第 6 回 SI 部門運営委員会 

日時：2022 年 9 月 7 日（水） 

場所：東京大学本郷キャンパス，オンライン

（ハイブリッド） 

議題：審議 7 件，報告 2 件 計 9 件 

参加人数：34 人 

 

第 7 回 SI 部門運営委員会 

日時：2022 年 10 月 26 日（水）～11 月 1 日
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・第 8 回運営委員会（11 月：メール審議） 

 

 

 

 

・第 9 回運営委員会（12 月） 

 

 

 

 

 

 

・各部会活動 

 

（火） 

場所：メール審議 

議題：審議 10 件，報告 3 件 計 13 件 

 

 

 

 

第 8 回 SI 部門運営委員会 

日時：2022 年 11 月 26 日（土）～11 月 29 日

（火） 

場所：メール審議 

議題：審議 6 件，報告 2 件 計 8 件 

 

第 9 回 SI 部門運営委員会 

日時：2022 年 12 月 15 日（木） 

場所：幕張メッセ国際会議場，オンライン（ハ

イブリッド） 

議題：審議 5 件，報告 4 件 計 9 件 

参加人数：40 人 

 

・各部会活動 
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2022 年度事業計画・実施報告 
組織名 産業応用部門 担当 長谷川 (正) 部門長 

 
2022 年度事業計画（本組織担当分） 

・AI、IoT、ビッグデータ等新しい技術に関する SICE 企画（2.1） 

・企業会員のためのチュートリアル講演会の企画・実施（新 WG の検討）(5.1) 

・コンファレンス活動（AC、部門大会、部会研究会、支部大会等）の全体調整と見直し(8.1) 

・新規特定用途準備資金の有効活用(10.2） 

・継続事業の着実な実施とコンプライアンスの順守 (14.1) 

 

2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●1〜6 月 

・部門運営委員会 

 新年度運営体制構築 

 部門大会企画準備 

 学会運営業務負荷低減策検討 

 

・制御部門マルチシンポジウム（MSCS2022）

との連携の企画・実施 

 

・会員企業向けセミナー(1) 

 計装寺子屋セミナー（3 月） 

 よく知る会 (5 月) 

 

・産業応用部門大会における制御部門 OS およ

び 

 その他合同企画の調整と依頼 

 

・部門賞候補者推薦募集 

 

・各部会主催行事の準備・実施 

 

 

●1〜6 月 

 ・部門運営委員会： 

2/16 第一回  新年度，体制の確認 

年間イベントの確認 

3/31 第二回 部門大会について確認 

5/17 第三回 部門大会，AC について確

認 

 

 ・制御部門マルチシンポジウム(MSC2022)と

の連携今年度無し 

 

・会員企業向けセミナー(1) 活動無し 

 計装寺子屋セミナー（3 月）活動無し 

 よく知る会 (5 月) 活動無し 

 

・産業応用部門大会における制御部門 OS およ

び 

 その他合同企画の調整と依頼 

⇒ 制御部門長へ依頼を行ない，了承いただ

いた。(5/26)  

⇒ 11 月部門大会へ向け個別調整を進め

る。 

 

・部門賞候補者推薦募集 ⇒下期 

 

・各部会主催行事の準備・実施 

 ・産業応用部門大会(11/15)に向け推進中。 

   開催場所＆開催方式：オンライン開催 

    部門 HP に掲載済み 
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2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●7〜12 月 

・部門運営委員会 

 部門大会の企画確認、各種広報 

 部門大会の実施 

 次年度部門大会での OS 連携に向けた企画調

整 

 

・SICE AC におけるスペシャルセッションや 

関連 OS の運営・実施 

 

・産業応用部門大会の実施 

 

・部門賞候補者推薦 審査・決定、表彰の実施 

 

・各部会主催行事の準備・実施 

 

・会員企業向けセミナー(2) 

 計装寺子屋セミナー（9 月） 

 よく知る会 (12 月) 

 

●7〜12 月 

・部門運営委員会： 

   7/12 第四回 一般連絡，部門大会について

確認 

   9/15 第五回 一般連絡，部門大会について

確認 

熊本 AC 報告 

  10/17 第六回 部門大会直前確認 

  12/22 第七回  一般連絡，次期体制確認，他 

 

・SICE AC（21.09.06-09） 

・スペシャルセッション（招待講演） 

 講演者 早稲田大学・天野 嘉春先生 

  参加者 約 80 名 

・スペシャルセッション（パネル） 

件数 1 件  参加者 約 20 名 

・オーガナイズセッション（OS） 

件数 10 件  参加者 約 30 名 

 

・部門大会開催（11/15） 

・一般公演 2 件 

・流体計測制御シンポジウム   4 件 

・制御部門／産業応用部門合同企画 OS 

  ・産業ネットワーク・システムシンポジウ

ム 

⇒制御部門との OS を実施． 

 件数 10 件  参加者 約 20 名 

 ・特徴：JEMIMA 委員会からの OS 参加 

   SICE/JEITA/JEMIMA 合同 WG を企画 

 

・部門賞候補者推薦 審査・決定、表彰の実施 

 ・奨励賞：2 件，技術賞：2 件 

・顕功賞について 

 ・部門で審議し故人への贈ることで進めた

が，ご遺族の希望で贈賞を取りやめた。 

・部門賞としてはそのまま残す。 

 

・計装寺子屋セミナー 

 流量計篇 11/24,12/8 開催 

無料開催、受講者 15 人 

 

 

・その他 無し 
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2022 年度事業計画・実施報告 
組織名 ライフエンジニアリング部門 担当 林 部門長 

 
2022 年度事業計画（本組織担当分） 

・支部再編に向けた意向調査に基づく協議と部門へのインセンティブルールの見直し 

・Society 5.0 における SICE の役割明示とそのプロモーションのために、講習会開催や会誌発行に

よる、メーカ、サービス、ユーザ企業さらに異業種を含む社会への情報発信 

・部門と支部を中心とした会員情報 DB の整備による会員管理及び 会員数拡大 

・国際化に向けて部門シンポジウム・研究会の国際化・海外研究者との交流等を推進 

 

2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●1〜6 月 

1. 日本生体医工学会，電子情報通信学会 ME

とバイオサイバネティクス研究会等と合同

で生体医工学に関する講演会を実施する． 

 

2. 前，現，次期，次次期部門長会議により，

中期ビジョンが達成できる組織運営を築

く． 

 

3. 部門・部会合同運営委員会を実施すること

により，効率的な管理体制を構築し，財務

体質の健全化を図る． 

 

4. 部門・部会のイベント開催や諸事業の収益

構造の改善を通じて部門の財務体質の健全

化を図る． 

●1〜6 月 

1. 電子情報通信学会 MBE 研究会・NC 研究

会を開催した（3 月 2 日～4 日，オンライ

ン，生体・生理工学部会共催） 

 

2. 第 1 回部門・4 部会合同運営委員会（3 月

11 日，オンライン）において，前部門長，

現部門長，次期部門長の間で中期ビジョン

達成に関して具体的な意見交換を行った． 

 

3. 第 1 回部門・4 部会合同運営委員会（3 月

11 日，オンライン）において，今後の部門

の在り方や学会運営に関して，意見交換を

行った． 

 

4. LE 部門シンポジウム 2022 の開催（8 月

24 日～26 日）に向けての準備を進めてい

る． 
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2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●7〜12 月 

1. ライフエンジニアリング部門シンポジウム

／生体・生理工学シンポジウムを部門主導

のもと，全部会の協力で実施する． 

 

2. ライフエンジニアリング分野の若手研究者

の研究を奨励するため，ライフエンジニア

リング部門シンポジウム発表者の中から，

優秀な研究者を選抜し，研究奨励賞を授与

する． 

 

3. 日本生体医工学会，電子情報通信学会 ME

とバイオサイバネティクス研究会等と合同

で大学院生，若手研究者を対象に，生体医

工学に関するサマースクールを実施する． 

 

4. 電気生理運動学部会において，研究会を実

施する． 

 

5. ユビキタスヘルスケア部会において，研究

会を実施する． 

 

6. 統合情報生物工学部会において，研究会を

実施する． 

 

7. 上期に引き続き、前，現，次期，次次期部

門長会議により，中期ビジョンが達成でき

る組織運営を築く． 

 

8. 上期に引き続き、部門・部会合同運営委員

会を実施することにより，効率的な管理体

制を構築し，財務体質の健全化を図る． 

 

9. 上期に引き続き、部門・部会のイベント開

催や諸事業の収益構造の改善を通じて部門

の財務体質の健全化を図る． 

●7〜12 月 

1. ライフエンジニアリング部門シンポジウム

2022 を開催した（8 月 24～26 日，芝浦工

業大学，発表件数 47 演題，参加者 65

名）． 

 

2. ライフエンジニアリング部門シンポジウム

2022 の発表者の中から，優秀な研究者を選

抜し，研究奨励賞および学生奨励賞をそれ

ぞれ 1 名に授与した． 

 

3. 部 門 共 催 事 業 と し て Bioengineering 

Hackathon in 生体医工学サマースクール

「生体医工学×臨床工学」を開催した（8

月 6～7 日，オンライン）． 

 

4. 第 2 回部門・4 部会合同運営委員会（8 月

24 日，芝浦工業大学）において，前部門

長，現部門長，次期部門長の間で中期ビジ

ョン達成に関して具体的な意見交換を行っ

た． 

 

5. 第 2 回部門・4 部会合同運営委員会（8 月

24 日，芝浦工業大学）を開催した．今後の

部門のあり方や学会運営に関して，意見交

換を行った． 

 

6. 電気学会 光量子デバイス技術研究会を開催

した．（8 月 30 日，オンライン，統合情報

生物工学部会共催）． 

 

7. 情報処理学会 バイオ情報学研究会を開催し

た（11 月 29 日，東京工業大学，統合情報

生物工学部会共催）． 
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2022 年度事業計画・実施報告 
組織名 支部協議会 担当 本間議長、岩村副議長 

 
2022 年度事業計画（本組織担当分） 

・Society 5.0 における SICE の役割明示とそのプロモーションのために、 

講習会開催や会誌発行による情報発信 (1.2) 

・AI、IoT、ビッグデータ等新しい技術に関する SICE 企画 (2.1) 

・支部新設・再編に向けた意向調査に基づく協議の継続 (10.1) 

・新規特定用途準備資金の有効活用 (10.2) 

・部門・支部行事への参加者情報（会員 / 非会員）の整備および参加者動向の分析 (11.1) 

・継続事業の着実な実施とコンプライアンスの順守 (14.1) 

・新型コロナウイルス感染への的確な対応 (14.2) 

 

2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●1〜6 月 

2 月 支部協議会準備会 

・各支部の新体制の確認 

・2022 年度支部協議会・各支部事業計画の確認 

①支部協議会 年 4 回開催 

②部門・支部合同会議 開催有無含め議論 

③各支部現況報告および支部事業計画確認 

・支部活性化に関する検討状況の情報共有 

支部活動活性化策について： 

- MATF 検討状況報告 

- 支部・部門活動好事例の共有及びその方法 

- インセンティブ事業 

- 部門・支部合同会議について など 

- その他 

 

3 月 部門・支部合同会議 

- 支部活性化に関する検討 

- その他 

 

4 月 第 1 回支部協議会（SICE 事務局＋Web） 

- 審議事項：各支部付議事項の審議 

- 各支部活動状況の確認 

（周年事業準備状況確認を含む） 

- 支部活性化に関する検討状況の確認 

- その他 

●1〜6 月 

2 月 支部協議会準備会 

・各支部の新体制の確認 

・2022 年度支部協議会・各支部事業計画の確

認 

①支部協議会 年 6 回開催 

②部門・支部合同会議 開催有無含め議論 

③各支部現況報告および支部事業計画確認 

・支部活性化に関する検討状況の情報共有 

支部活動活性化策について： 

- MATF 検討状況報告 

- 支部・部門活動好事例の共有及びその方法 

- インセンティブ事業 

- 部門・支部合同会議について など 

- その他 

 

3 月 部門・支部合同会議 

- 今年度は開催を見送った。 

 

3 月 第 1 回支部協議会（SICE 事務局＋Web） 

- 審議事項：各支部付議事項の審議 

- 各支部活動状況の確認 

（周年事業準備状況確認を含む） 

- 支部活性化に関する検討状況の確認 

- 支部再編検討経緯の報告 

- その他（メンバー委員会との会員増強に関す

る意見交換） 

 

6 月 第 2 回支部協議会（SICE 事務局＋Web） 

- 審議事項：各支部付議事項の審議 

- 支部再編検討状況の確認 

- 各支部活動状況の確認 

（周年事業準備状況確認を含む） 

- 支部活性化に関する検討状況の確認 

- SICE AC の確認 

- その他 
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2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●7〜12 月 

7 月 第 2 回支部協議会（SICE 事務局＋Web） 

- 審議事項：各支部付議事項の審議 

- 各支部活動状況の確認 

（周年事業準備状況確認を含む） 

- 支部活性化に関する検討状況の確認 

- その他 

 

9 月 部門・支部合同会議（SICE-AC、拡大理事

ワークショップ、部門協議会と併催） 

- 部門・支部連携企画等の確認と情報共有 

 

9 月 第 3 回支部協議会（SICE-AC、拡大理事ワ

ークショップ、部門協議会と併催） 

- 審議事項：各支部付議事項の審議 

- 各支部活動状況の確認 

（周年事業準備状況確認を含む） 

- 支部活性化に関する検討状況の確認 

- その他 

 

11 月 第 4 回支部協議会（SICE 事務局＋

Web） 

- 審議事項：各支部付議事項の審議 

- 各支部活動状況の確認 

（周年事業準備状況確認を含む） 

- 支部活性化に関する検討状況の確認 

- その他 

 

●7〜12 月 

第 2 回支部協議会は 6 月開催済 

 

8 月 第 3 回支部協議会（メール審議） 

- 審議事項：各支部付議事項の審議 

- 各支部活動状況の確認 

（周年事業準備状況確認を含む） 

- 支部活性化に関する検討状況の確認 

-その他 

 

9 月 部門・支部合同会議（SICE-AC、拡大理事

ワークショップ、部門協議会と併催） 

- 今年度は開催を見送った 

 

12 月 第 4 回支部協議会（SICE 事務局＋Web） 

- 審議事項：各支部付議事項の審議 

- 各支部活動状況の確認 

（周年事業準備状況確認を含む） 

- 支部活性化に関する検討状況の確認 

- その他 
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2022 年度事業計画・実施報告 
組織名 北海道支部 担当 花島支部長 

 
2022 年度事業計画（本組織担当分） 

1.1  Society 5.0 の概念整理・用語整備とポストコロナ未来社会 WG 活動の継続 

1.2  Society 5.0 における SICE の役割明示とそのプロモーションのために、講習会開催や会誌発行

による情報発信 

2.1  AI, IoT, ビッグデータ等新しい技術に関する SICE 企画 

4.4  国際規格の作成に向けた活動とそのプロモーション 

8.1  コンファレンス活動（AC、部門大会、部会研究会、支部大会等）の全体調整と見直し 

 

2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●1〜6 月 

 

・ 支部会議 

 

 

・ 第 54 回計測自動制御学会北海道支部学術講

演会（日本ロボット学会北海道ロボット技

術研究専門委員会との共催） 

・ 計測自動制御学会北海道支部主催特別講演

会 

 

 

・ 共催行事：日本ロボット学会北海道ロボッ

ト技術研究専門委員会特別講演会 

・ 共催行事：複雑系マイクロシンポジウム 

 

・ 支部運営委員会 

 

●1〜6 月 

 

・ 1 月 27 日（木）zoom 開催．出席者 11 名，

委任状 25 通．R3 事業報告，会計報告，R4

事業計画，予算，役員選任 

・ 3 月 6 日（日），7 日（月），オンライン開

催，講演 24 件，参加登録 31 件．共催の

RSJ-HRT は講演 4 件，参加登録 9 件．支部

奨励賞を選考 

・ 支部学術講演会に合わせて 3 月 6 日に実

施．講師： 大西 謙吾 教授（東京電気大

学），題目：義手開発の計測制御，参加者 48

名 

・ 同上 

 

・ なし 

 

・ 1 月 27 日（木） 第 1 回支部運営会議，

zoom 開催，出席 7 名，支部学術講演会につ

いて 

・ 3 月 16 日（水） 支部奨励賞選考委員会，

オンライン開催，出席 5 名，支部奨励賞候

補者を，順位をつけて 6 名選出 

・ 3 月 17 日（木） 第 2 回支部運営委員会，

zoom 開催，出席 6 名，支部奨励賞対象者を

3 名選出（入会希望を確認し確定），第 54 回

と第 55 回の支部学術講演会について，特別

講演会の実施について，次期支部役員候補

について 
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2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●7〜12 月 

・ 協賛事業：ロボットトライアスロン 

 

・ 協賛事業：大規模環境 3 次元計測と認識・

モデル化技術集中講演会 

 

・ 計測制御エンジニアセミナー 

 

・ 計測制御エンジニア試験への協力 

 

・ 産業応用セミナー 

 

・ 支部運営委員会 

 

・ 支部選挙 

 

●7〜12 月 

・ 9 月 25 日(日) 12 チーム出場，69 名参加 

 

・ なし 

 

・ なし 

 

・ なし 

 

・ なし 

 

・ 8月18日(木)〜25日(木) 第4回支部運

営会議，メール審議，ロボットトライ

アスロンの協賛金について 

 

・ 10月13日(木) 第5回支部運営会議，

zoom 開催，出席5名，令和5年度の支部

予算について，支部賞の受賞対象者に

ついて，令和5年度の支部役員について 

 

・ 11月22日(火)〜30日(水) 第6回支部運

営会議，メール審議，第55回北海道支

部学術講演会の開催案内と役割分担に

ついて 

 

 

・ 令和4年12月〜令和5年1月を予定 
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2022 年度事業計画・実施報告 
組織名 東北支部 担当 林部支部長 

 
2022 年度事業計画（本組織担当分） 

・支部活動に関する情報共有と円滑な運営を図ることを目的とし，総会 1 回，専門委員会 6 回を開

催する． 

・支部内における研究者間の学術交流を活性化させるため，各県の大学・高専が持ち回りで計 6 回

の研究集会と 1 回の講演会，6 回の若手研究者講演会を開催する． 

・学会への学生勧誘策の一環として，研究発表奨励賞の授与を行う． 

・適宜共催事業・協賛事業を実施することで，学会員の枠を超えて広く社会に向けた支部活動の発

信，および貢献を行う． 

 

2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●1〜6 月 

 

東北支部会議（1 月） 

 

 

 

 

東北支部研究集会（第 337 回～339 回） 

 

 

 

 

東北支部優秀発表奨励賞（各研究集会ごと） 

 

 

 

 

若手研究者講演会（第 1 回） 

 

 

 

 

特別講演会（2 月） 

 

 

 

 

東北支部専門委員会（第 1 回～第 4 回） 

 

 

 

 

【後援事業】学都仙台・宮城サイエンス・デイ

2022 

 

●1〜6 月 

 

東北支部会議 

2 月 10 日 （木）13:00 ～ 14:30  

参加者 26 名 

 

第 337 回 東北支部研究集会 

3 月 25 日 （金）13:30 ～ 15:00 (Web) 

※福島県沖地震の影響により中止 

 

第 337 回 東北支部研究集会 

6 月 27 日 （月）14:30 ～ 16:00 (Web) 

幹事：岩手大学・八戸高専 

演題数 9，参加者 28 名 

 

学術奨励賞 

多田 憲矢 (東北大学) 

「Mixed Reality デバイスを用いた上肢の運動機

能と認知機能の定量化に関する研究」 

 

福西 彬仁 (東北大学) 

「筋骨格モデルにおけるモジュールを用いた異

なる姿勢への適応能力の効果」  

 

特別講演会 

中尾光之先生（東北大学） 

6 月 27 日（月）16:10 ～ 17:10 (Web) 

参加者 28 名 
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2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●7〜12 月 

 

東北支部研究集会（第 340 回～342 回） 

 

 

 

 

東北支部優秀発表奨励賞（各研究集会ごと） 

 

 

 

 

若手研究者講演会（第 2 回） 

 

 

 

 

東北支部専門委員会（第 5 回～第 6 回） 

 

 

 

 

【共催事業】電気自動車エコラン競技大会（8

月）東北支部特別賞（エコラン競技大会） 

 

●7〜12 月 

 

学都仙台・宮城サイエンス・デイ 2022（協賛） 

7 月 17 日（日） 東北大学川内キャンパス 

 

第 338 回 東北支部研究集会 

9 月 16 日（金）13:30 ～ 15:30 (Web) 

幹事：秋田大学  

演題数 5，参加者 28 名 

 

学術奨励賞 

加藤 啓希 (秋田大学) 

「2 相ステッピングモータの 1 相励磁駆動にお

ける共振周波数のセンサレス検出」 

 

 

電気自動車エコラン競技大会（協賛） 

9 月 18 日（日）名取サイクルスポーツセンター 

ミドルコース 

 

第 339 回 東北支部研究集会 

10 月 28 日 

幹事：山形大学  

演題数 7，参加者 30 名 

 

学術奨励賞 

古関駿介 (東北大学) 

「深層強化学習により獲得される二脚歩容遷移

にみられるヒステリシス現象」  

 

東北支部専門委員会（第 1 回） 

11 月 30 日（水）メール審議 

 

International Symposium on Human Welfare 

Engineering for Smart-Aging （協賛） 

12 月 8 日（木）東北大学 星稜キャンパス 

招待講演 3 題，一般講演 3 題， 

参加者 72 名（現地 12 名，オンライン 60 名） 

 

第 340 回 東北支部研究集会  

12 月 23 日  

幹事：会津大学  

演題数 7，参加者 25 名（現地 15 名，オンライ

ン 10 名）  

 

学術奨励賞 

小熊 一矢 (東北大学) 

「協調牽引により溶接ケーブルを最適形状に維

持する群ロボットシステム -第 6 報: 多体モデル

の関節角記号微分に基づく弾性ケーブルの 3 次

元形状予測の高速化-」 
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2022 年度事業計画・実施報告 
組織名 中部支部 担当 小野支部長 

 
2022 年度事業計画（本組織担当分） 

・Society 5.0 の概念整理・用語整備とポストコロナ未来社会 WG 活動の継続 (1.1) 

・Society 5.0 における SICE の役割明示とそのプロモーションのために、講習会開催や会誌発行に

よる情報発信 (1.2) 

・AI, IoT, ビッグデータ等新しい技術に関する SICE 企画 (2.1) 

・継続事業の着実な実施とコンプライアンスの順守 (14.1) 

・新型コロナウイルス感染への的確な対応 (14.2) 

 

2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●1〜6 月 

 

(1 月) 

・支部会議 

・特別講演会 

・支部賞表彰 

・第 1 回運営委員会・事業委員会 

 

(2 月) 

・第 52 期学業優秀賞審査 

 

(3 月) 

・第 52 期学業優秀賞表彰 

 

(4 月) 

・第 2 回運営委員会・事業委員会 

 

(5 月) 

・中部支部技術講習会 

 

(1−6 月) 

・支部研究委員会事業 

 

 

●1〜6 月 

 

(1 月) 

・支部会議  1 月 22 日（土）名古屋大学とオ

ンライン 

・特別講演会 1 月 22 日（土）名古屋大学とオ

ンライン 

演題：「自動車開発を支える計測と制御」 

講師：トヨタテクニカルディベロップメント

株式会社 事業統括部 部長 井 洋喜 氏 

・支部賞表彰 1 月 22 日（土） 名古屋大学 

52 期支部賞表彰 

 技術賞（1 件） 

 土屋 光生（ヤマハ発動機），原 進（名古屋大 

学），木村 哲（ヤマハ発動機） 

「停止時や超低速走行時に自立できる自動二

輪車 

“MOTOROiD”のロバスト制御設計」 

※支部長特別賞「産学連携賞」を授与 

・第 1 回運営委員会・事業委員会 

1 月 23 日（土）名古屋大学とオンライン 

 

（2 月） 

・第 53 期学業優秀賞審査を実施（申請 15 件） 

 

（3 月） 

・第 53 期学業優秀賞表彰（受賞 15 件） 

 

（4 月） 

・第 2 回運営委員会・事業委員会 

4 月 13 日（水）オンライン開催（Zoom） 

 

(5 月) 

・中部支部技術講習会 

→下期に開催 

 

(1−6 月) 

・支部研究委員会事業 

第 171 回教育工学研究会 

3 月 14 日（月）オンライン開催（Zoom） 

発表 14 件，参加者 23 名 

学生優秀発表賞 1 名表彰 
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 第一回統合知能メカトロシステム研究委員会

講演 

 会 

4 月 28 日（火）岐阜大学 

 発表 1 件，参加者 31 名 

 （内 SICE 会員 7 名） 

 信州地区計測制御研究委員会 2022 講演会 

 6 月 7 日（木）オンライン開催（Zoom） 

 発表 1 件，参加者 40 名 

 

  

- 62 -



 

 

 

2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●7〜12 月 

(7 月) 

・第 3 回事業委員会 

 

 

 

 

(8 月) 

・第 3 回運営委員会 

 

(9 月) 

・中部支部シンポジウム 

 

 

(10 月) 

・見学会 

・第 52 期支部賞審査 

 

(11 月) 

・第 4 回運営委員会・事業委員会 

・顧問会議 

・中部支部若手研究発表会 

 

(7-12 月) 

・支部研究委員会事業 

●7〜12 月 

(7 月) 

・第 3 回事業委員会 

7 月 11 日（月）オンライン開催（Zoom） 

・臨時事業委員会 

7 月 25 日（月）オンライン開催（Zoom） 

 

(8 月) 

8 月 8 日（月）名古屋大学・オンライン開催 

（Zoom） 

 

(9 月) 

・中部支部シンポジウム 2022 

9 月 20 日 信州大学 

参加者 47 名 

表彰 3 名（優秀学生に次年度 AC への無料参

加） 

 

(10 月) 

・中部支部技術講習会 

 10 月 13 日 オンライン開催 

 参加者 27 名（内 SICE 会員 9 名） 

学生非会員 3 名が補助制度（会費 1 年分を補

助）を利用し入会手続き 

・第 53 期支部賞審査を実施（申請 7 件） 

 

(11 月) 

・第 4 回運営委員会・事業委員会 

・顧問会議 

11 月 16 日 ハイブリッド開催 

・中部支部 若手研究発表会 

11 月 24 日 名古屋大学 

参加者 33 名（内 SICE 会員 10 名） 

表彰 4 名（優秀学生に次年度 AC への無料参

加） 

 

(7-12 月) 

・支部研究委員会事業 

第 172 回教育工学研究会，9 月 15 日（木）， 

オンライン開催 

発表 12 件，参加者 19 名 

学生優秀発表賞 1 名表彰 

 第 128 回「電機計測制御技術ワーキングセミ

ナー」9 月 22 日 オンライン開催 

 参加者 64 名（内 SICE 会員 8 名） 

 第 129 回「電機計測制御技術ワーキングセミ

ナー」10 月 18 日 オンライン開催 

参加者 59 名（内 SICE 会員 7 名） 

 第 53 期第 1 回制御理論ワーキングセミナー 

 10 月 28 日 オンライン開催 

 参加者 51 名（内 SICE 会員 34 名） 
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2022 年度事業計画・実施報告 
組織名 北陸支部 担当 川井支部長 

 
2022 年度事業計画（本組織担当分） 

[1] AI，IoT，ビッグデータ等新しい技術に関する企画を実施し，SICE の役割の明示とプロモー

ションを行う. 

[2] 支部会議やメーリングリストを活用し，支部新設・再編に向けた意向調査を随時実施するとと

もに，協議の継続を行う. 

[3] 支部の継続事業の着実な実施とコンプライアンスの順守を遂行する. 

 

2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

● 1〜6 月 

1 月 新旧合同運営委員会，支部会議，特別講

演会 

 

 

 

 

 

 

2 月 優秀学生賞の表彰 

 

 

3 月 日本機械学会北陸信越支部 2022 年合同講

演（共催） 

 

4 月 第 1 回運営委員会 

 

 

 

4 月 計測自動制御学会北陸支部 SICE Annual 

Conference 学生発表助成の募集 

 

 

 

4 月 計測自動制御学会北陸支部 SICE Annual 

Conference 若手奨励賞の募集 

 

 

 

 

6 月 計測自動制御学会北陸支部 優秀論文発表

賞の募集 

 

 

●1〜6 月 

1 月 14 日  オンラインにて新旧合同運営委員会

（運営委員 10 名参加，6 議題を審議し可決）、

支部会議（会員 18 名参加，5 議題を審議し可

決）を実施し、特別講演会は，出村公成 氏（金

沢工業大学）による講演「僕の出会ったロボッ

ト競技会たち ―RoboCup から WRS―」が行わ

れた． 

 

2 月 北陸地区の高等専門学校，大学，大学院

10 校より合計 13 名の学生を表彰した． 

 

3 月 5,6 日 オンラインにて開催され，247 件の

発表があり，350 余名が参加した． 

 

4 月 19 日 オンラインにて運営委員 7 名参加，

12 議題が審議され可決した。 

 

 

4 月 28 日 募集開始． 

（SICE AC 締切延長に合わせ募集開始も遅らせ

た） 

7 月 17 日 募集終了（1 件の応募、採択）． 

 

4 月 28 日募集開始． 

（SICE AC 締切延長に合わせ募集開始も遅らせ

た） 

7 月 31 日 募集終了（1 件の応募、採択）． 

 

 

6 月 24 日募集開始． 

（電気・情報関係学会北陸支部講演会（9 月 3

日開催）が対象） 

7 月 31 日 募集終了（8 件の応募）. 
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2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●7〜12 月 

7 月 第 2 回運営委員会（メール審議） 

 

 

 

 

7 月 第 1 回北陸支部講演会の開催 

 

9 月 SICE Annual Conference 学生参加助成の

助成決定通知 

 

 

9 月 電気・情報関係学会北陸支部連合講演会

の主催 

 

 

9 月 北陸支部講演会（兼電気・情報関係学会北

陸支部招待講演）の開催 

 

 

 

 

9 月 第 3 回運営委員会の開催 

 

 

 

9 月 優秀論文発表賞の表彰 

 

 

 

9 月 SICE Annual Conference 若手奨励賞の表

彰 

 

 

 

9 月 自動制御連合講演会参加助成の募集 

 

 

10 月 第 2 回北陸支部講演会の開催 

 

 

 

 

 

 

11 月 自動制御連合講演会参加助成の助成決定

通知 

 

11 月 北陸先端大主催の産学官金連携行事

（Matching HUB Hokuriku）の後援・

参加 

 

11 月 第 3 回北陸支部講演会の開催 

 

11 月 第 4 回運営委員会の開催（メール審議） 

●7〜12 月 

8 月 3～9 日 メール審議にて開催され，7 名の

運営委員により，1 件の議案が審議され可決さ

れた． 

 

 

 

8 月 26 日 SICEAC 学生参加助成について第 2

回運営委員会にて 1 名の採択を決定し、助成決

定通知を送付した． 

 

9 月 3 日 電気・情報関係学会北陸支部連合講演

会がオンラインにて開催され、219 件の発表が

あった。 

 

9 月 3 日北陸支部講演会がオンラインにて開催

され， 目黒淳一氏（名城大学 理工学部） によ

る講演 「GNSS/INS を活用した位置推定技

術 」 の発表が 1 件あり，14 名が参加した． 

 

9 月 3 日第 3 回運営委員会が オンラインにて開

催され，7 名の運営委員により，6 件の議案が審

議され可決された． 

 

9 月 3 日 優秀論文発表賞を第 3 回運営委員会に

て規定に基づき 1 名の学生を表彰することを決

定した． 

 

9 月 20 日 SICE AC 若手奨励賞について、受賞

候補者より学会参加報告書を受領し，1 名を受

賞者として決定した． 

 

（第 1 回運営委員会にて自動制御連合講演会の

助成は実施しないことを決定した．） 

 

11 月 16 日 北陸支部講演会がオンラインにて開

催され， 中村 啓太 氏（札幌大学 地域共創学

群）による講演「ロボットの性能評価試験の応

用事例および人工データを活用した画像からの

三次元復元に関する研究紹介」の発表が行われ

た． 

 

 

 

出展ブース数が早期に定数に達したため，本年

度は出展しないこととなった． 

 

 

 

 

11 月 15 日〜22 日第 4 回運営委員会が メール

審議にて開催され，7 名の運営委員により，3 件

の議案が審議され可決された． 
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11 月 優秀学生賞の募集 

 

 

12 月 第 4 回北陸支部講演会の開催 

 

 

12 月 日本生体医工学会北陸支部講演会（共

催） 

 

 

11 月 29 日 SICE 北陸支部「優秀学生賞」推薦

の依頼を各機関に送付した。 

 

12 月 10 日 福井県国際交流会館にて開催され、

19 件の研究発表と 1 件の特別講演が実施され

た。 

 

12 月 12 日 北陸支部講演会、早川智洋 氏（富

山大学学術研究部工学系）による「モジュラー

ロボットの運動・形態の適応に関する研究紹介

—1 脚モジュラーロボットの斜面・溝踏破の事

例—」、及び、池本有助 氏（名城大学理工学

部）による「テンセグリティ・ロボット：機械

のカタチとネットワーク理論の融合を目指す研

究紹介」が実施される。 

 

12 月 21 日 北陸支部講演会、倉元昭季 氏（東

京工業大学工学院）「人間の姿勢推定技術の動向

および自動運転技術の分野における研究事例紹

介」が実施される。 
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2022 年度事業計画・実施報告 

組織名 関西支部 担当  藤本支部長 

 

2022 年度事業計画（主な重点施策）本組織担当分 

2.1 AI、 IoT、 ビッグデータ等新しい技術に関する SICE 企画 

10.2 新規特定用途準備資金の有効活用 

14.1 継続事業の着実な実施とコンプライアンスの順守 

 

2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●1〜6 月 

(1 月) 

・2022 年度 SICE 関西支部・ISCIE シンポジウ

ム 

・支部会議 

・特別講演会 

・支部長賞授賞式 

 

(4 月) 

・令和 4 年度 第 1 回運営委員会 

 

(6 月) 

・令和 4 年度 第 2 回運営委員会 

・ISCIE・SICE 関西支部 チュートリアル講座 

 

●1〜6 月 

(1 月) 

・2021 年度 SICE 関西支部・ISCIE シンポジウ

ム 

 遠隔開催(Zoom) 

  参加者 131 名 

    会員 42 名 

    学生会員・准会員 16 名 

    会員外一般 15 名 

    会員外学生 58 名 

  発表件数 65 件 

・支部会議 

  遠隔開催(Zoom) 

・特別講演会 

  遠隔開催(Zoom) 

  題目：国産初の手術支援ロボット hinotori

サージカルロボットシステムの開発について 

講演者：北辻博明氏 

・支部長賞授賞式 

  特別賞 1 件：南裕樹氏 

  奨励賞 2 件：伊藤海斗氏, 江波祥樹氏 

 

(6 月) 

・精密工学会関西支部 

 「生産技術特別セミナー」協賛 

・令和 4 年度 第 1 回運営委員会 
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2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●7〜12 月 

(8 月) 

令和 4 年度 第 3 回運営委員会 

 

(9 月) 

会員交流企画 

 

(10 月) 

・令和 4 年度 第 4 回運営委員会 

 

(11～12 月) 

支部長賞の募集と選考 

 

(12 月) 

・令和 4 年度 第 5 回運営委員会 

・支部長賞選考委員会 

 

●7〜12 月 

(7 月) 

・システム制御情報学会・計測自動制御学会 チ

ュートリアル講座 2022 

・参加者 

・第 1 弾 21 名 

・第 2 弾 45 名 

 

(9 月) 

・令和 4 年度 第 2 回運営委員会 

・饗宴(勉強会・意見交換会) 

・対面実施 

・題材：DX について 

 

(10 月) 

・令和 4 年度 SICE 関西支部見学会 

・近大 x エネルギー：研究と教育の今を探る 

・参加者 11 名 

 

(11 月) 

・令和 4 年度 第 3 回運営委員会 

 

(12 月) 

・日本材料学会関西支部 第 17 回若手シンポジ

ウム（協賛） 

・支部長賞選考委員会 

・令和 4 年度 第 4 回運営委員会 

 

  

- 68 -



 

 

 

2022 年度事業計画・実施報告 
組織名 中国支部 担当 大谷支部長 

 
2022 年度事業計画（本組織担当分） 

・支部再編を見据えた活性化と効率化のバランスを考慮した諸活動の推進 

 

2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●1〜6 月 

1．第 1 回運営委員会 

1 月中旬，Web 会議にて開催 

 

2．支部会議（総会） 

1 月中旬，Web 会議にて開催 

 

3. 主催講演会 

1 月中旬，Web 会議にて開催 

 

4．拡大運営委員会 

5 月中旬，Web 会議にて開催 

 

 

●1〜6 月 

1. 第 1 回運営委員会 

 日時：2022 年 2 月 10 日（木）14:30-16:20 

 場所：オンライン開催 

 出席者数：17 人 

 

2. 支部会議（総会） 

 日時：2022 年 2 月 10 日（木）17:00-17:40 

 場所：オンライン開催 

 出席者数：17 人（委任状 76） 

 

3. 主催講演会（中止） 

 

4．拡大運営委員会 

日時 5 月 30 日（月）15:00-16:30 

場所：オンライン開催 

出席者数：17 
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2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●7〜12 月 

1．第 2 回運営委員会（臨時） 

9 月中旬，必要に応じてメール会議 

 

2．計測制御シンポジウム 

 9 月ごろ，オンライン 

 

3．第 3 回運営委員会 

11 月下旬，Web 会議にて開催 

 

4．学術講演会 

11 月下旬，広島工業大学にて開催 

 

5．チュートリアル講演会 

 11～12 月頃，開催地未定 

 

●7〜12 月 

1. 計測制御シンポジウム 

日時：9 月 16 日（金） 

場所：オンライン開催 

 講演件数：4 件 

 参加者数：30 人 

 

2．チュートリアル講演会 2022(1) 

日時：10 月 14 日（金） 

場所：オンライン開催 

 講演件数：1 件 

 参加者数：20 人 

 

3．第 2 回運営委員会（臨時） 

日時：11 月 3 日（木） 

場所：メール会議 

 

4. 第 31 回学術講演会 

日時：11 月 26 日（土） 

場所：広島工業大学 

一般講演：60 件 

特別講演：1 件 

参加者数：127 人 

 

5．チュートリアル講演会 2022(2) 

日時：12 月 20 日（月） 

場所：オンライン開催 

 講演件数：1 件 

 参加者数：70 人 

 

6．支部優秀賞・奨励賞・技術賞選考小委員会 

日時：12 月 12 日（月） 

場所：オンライン開催 

 

 
  

- 70 -



 

 

 

2022 年度事業計画・実施報告 
組織名 四国支部 担当 李 支部長 

 
2022 年度事業計画（本組織担当分） 

・Society 5.0 の概念整理・用語整備とポストコロナ未来社会 WG 活動の継続 (1.1) 

・Society 5.0 における SICE の役割明示とそのプロモーションのために、講習会開催や会誌発行に

よる情報発信(1.2) 

・AI, IoT, ビッグデータ等新しい技術に関する SICE 企画 (2.1) 

・継続事業の着実な実施とコンプライアンスの順守 (14.1) 

・新型コロナウイルス感染への的確な対応 (14.2) 

 

2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●1〜6 月 

 

1． 支部会議 

1 月中、メール会議 

議題：2022 年度の各機関の担当委員選出等 

 

2． 第 1 回支部運営会議 

1 月に香川大学にて開催 

議題：2021 年度から引継ぎ事項等 

香川大学 → 愛媛大学 

 

3． LED 総合フォーラム 

2022 年 1 月 8 日にハイブリッド方式で開催

予定 

SICE 四国支部は協賛 

 

4． 第 1 回支部学術講演会実行委員会 

5 月中、メール会議 

議題：実行委員会、プログラム委員会メン

バーの決定、CFP 案と今後の予定等 

 

5． 第 1 回電気関係学会四国支部連合大会実行

委員会 

5 月中に開催 → 6 月に分担金を支給 

 

●1〜6 月 

 

1．支部会議および 2．第 1 回支部運営会議 

 3 月 29 日（火）にオンラインで第 1 回支部運

営委員会を実施した．2021 年度の事業報告およ

び会計報告が行われた．また，2022 年度の事業

計画，支部役員選出および予算案について説明

が行われ，承認された． 

 

3．LED 総合フォーラム 2022 in 徳島 

 2022 年 1 月 8 日にハイブリッドで開催され

た． 

  

 

4．第 1 支部学術講演会実行委員会 

 6 月 17 日，メール審議として開催された．開

催形式（オンライン），講演会日程，CFP の案

が決定された．（対面方式への変更について 9 月

まで再検討） 

  

5．第 1 回電気関係学会四国支部連合大会実行

委員会 

 第 1 回実行委員会が 5 月 19 日（木）に Web

会議の形式で開催され，李支部長，園部副支部

長，木下庶務幹事が出席した．事務局は徳島大

学，ハイブリッド方式での開催が決定された．

また，分担金について確認され，昨年度と同様

で SICE 四国支部として 11 万円の分担を依頼さ

れた．今回は参加費無料で決定されたため，実

施後の支出差額による SICE 四国支部への返金

は大幅に減少することが予想される． 
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2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●7〜12 月 

 

6． 第 2 回電気関係学会四国支部連合大会実行

委員会 

8 月中、メール会議 

 

7． 第 2 回支部学術講演会実行委員会 

9 月中、メール会議 

各委員の業務分担確認 

9 月末に学術講演会ホームページを公開し、

講演申込を受付開始、発表目標件数は 60 件

程度 

 

8． 電気関係学会四国支部連合大会 

9 月に開催 

SICE 四国支部は共催 

 

9． 四国移動型＆自律型ロボットトーナメント

2022 （SMART2022） 

毎年 11 月～12 月に開催 

SICE 四国支部は毎年後援 → 協賛金を支

給 

 

10． 第 3 回電気関係学会四国支部連合大会実行

委員会 

11 月中に開催 

 

11． 四国支部学術講演会 

12 月中、愛媛県にて開催（担当：愛媛大

学） 

※優秀な若手発表者に対して毎年表彰 

 

12． 第 2 回支部運営委員会 

12 月中、四国支部学術講演会にて開催予定 

●7〜12 月 

 

6．第 2 回電気関係学会四国支部連合大会実行

委員会 

 8 月 21 日～29 日，メール審議として開催さ

れた．連合大会実施内容，プログラム等が審議

された．  

＊臨時実行委員会：9 月 28 日～10 月 6 日，メ

ール審議として開催された．優秀発表賞および

英語発表奨励賞選考方法が審議された． 

 

7．第 2 回支部学術講演会実行委員会 

8 月 19 日，メール審議として開催された．開催

地である愛媛大学の「施設の収容定員 50％以

下」の制限で全員集合できないため，開催形式

がオンラインで決定された． 

 

8．電気関係学会四国支部連合大会 

 9 月 24 日に徳島大学にてハイブリッド形式で

開催された．投稿数 198 名（昨年 216 名），参

加者数 343 名（昨年 357 名） 

 

9．2022SMART-U18&OPEN が 11 月 26 日に

オンライン形式で開催された．U18 部門には参

加者 106 名（日本とマレーシアから 28 チー

ム），OPEN 部門には参加者 55 名（日本，マレ

ーシア，インドネシアから 14 チーム）．SICE 

四国支部は後援を行い，支援金 2 万円を依頼さ

れた． 

 

10．第 3 回電気関係学会四国支部連合大会実行

委員会 

 11 月 30 日，オンライン会議で開催された．

園部副支部長，木下庶務幹事が出席した．電気

関係連合大会について，会計，優秀発表賞，令

和 5 年度大会事務局担当について報告された． 

今年度に試験的に行った参加費無料について，

園部副支部長から共催する各学会の収支健全化

のため来年度から有料への変更を希望する意見

を表明した． 

 

11．四国支部学術講演会 

12 月 3 日，オンライン会議で開催された．特別

講演 1 件，一般講演 47 件であった．参加登録

者は 80 名だった．優秀発表賞 5 件が選出予

定．  

 

12．第 2 回支部運営委員会 

 12 月 3 日，四国支部学術講演会にて拡大実行

委員会として開催された．参加者 10 名．今年

度の運営および次年度以降の方針について議論

された．また，支部予算の健全化のために四国

支部学術講演会の参加費を有料に変更すること

について議論されたが，参加者数の減少が予想
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されるという意見が多くあったため，来年度も

参加費無料は維持することとなった． 

 

 

  

- 73 -



 

 

 

2022 年度事業計画・実施報告 
組織名 九州支部 担当 延山支部長 

 
2022 年度事業計画（本組織担当分） 

1.2 Society 5.0 における SICE の役割明示とそのプロモーションのために、講習会開催や会誌発

行による情報発信 

2.1  AI, IoT, ビッグデータ等新しい技術に関する SICE 企画 

14.1  継続事業の着実な実施とコンプライアンスの順守 

14.2  新型コロナウイルス感染への的確な対応 

 

2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●1〜6 月 

九州支部第 1 回運営委員会（新旧合同） 

・九州支部第 52 期支部 顧問会議（新旧合同） 

・九州支部第 52 期支部会議 

・支部奨励賞発表 

 

 

・九州支部第 2 回運営委員会 

 

 

研究会 

●1〜6 月 

1 月 22 日 令和 4 年度九州支部第 1 回拡大運営

委員会（新旧合同）を実施し，今年度の活動計

画を立案した． 

a) SICE 九州フォーラム 

b) 九州支部学術講演会 

特別講演会 

学生発表交流会 

 

1 月 22 日 九州支部第 52 期支部会議を開催し

た．なお，支部奨励賞表彰は実施せず賞を郵送

した． 

 

・ 6 月 14 日（火）～6 月 26 日（日） 第 1

回事業委員会，メール審議 

  議題：SICE 九州フォーラムについて 
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2022 年度事業計画 2022 年度実施結果 

●7〜12 月 

SICE 九州フォーラム 

 

九州支部第 3 回運営委員会 

 

 

学術講演会 

 

 

九州支部第 1 回事業委員会 

●7〜12 月 

・ 7 月 7 日（木）第 2 回支部運営委員会，オ

ンライン開催，出席者 11 名 

議題：SICE 九州フォーラム，支部学術講

演会について等． 

 

・ 10 月 7 日（金）SICE 九州フォーラム，オ

ンライン開催，参加者 32 名 

 講師及び講演題目 

 1.杉浦 恒 氏（ヤンマーホールディングス 

  ㈱）「小型船舶の自動航行に向けて」 

 2. 岡田 聡 氏（日立 GE ニュークリア・ 

  エナジ㈱）「過酷環境対応ロボット 

  技術開発と実機適用」 

 3. 三浦 龍 氏（国立研究開発法人情報通 

  信研究機構）「レベル 4 時代の安全な 

  ドローンの目視外飛行にむけた自営 

  型コマンド・テレメトリ通信技術の 

  開発と実証」 

 

・ 10 月 13 日（木）第 3 回支部運営委員会，

オンライン開催，出席者 10 名 

  議題：来年度予算，来年度事業計画， 

  支部学術講演会について等． 

 

・ 10 月 19 日（水）～11 月 2 日（水）第 2 回

事業委員会，メール審議 

  議題：支部学術講演会のプログラム編成 

  等について 

 

・ 12 月 3 日（土），4 日（日）九州支部学術

講演会，西日本総合展示場（北九州市）に

て開催，論文発表 53 件，学生交流発表会 7

件，参加者 105 名 

 

・ 12 月 4 日（日）第 3 回支部事業委員会，出

席者 12 名 

  議題：来年度の事業計画，学生交流発 

  表会の賞審査について等． 
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2．2022年度に実施した個別事業実施報告（1～12月） 

2022年度に実施した個別事業の詳細を、定款第4条に定められた本会の目的を達成するための事業ご

とに分けて、以下に示します。（敬称略。開催場所・組織名などは一部省略。発表件数・参加者などは一

部省略。） 
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１．研究集会，講演会及び教育・育成のための講習会等 

 

実施月日 行事・事業・会議（・委員会）などの名称 開催場所 
発表

件数 

参加 

者数 

英文論文集委員会 

1月12日 

Int. Sym. on System Integration (SII 2022), 

Seminar on Introduction of SICE JCMSI and 

Invitation to SII 2022 VIrtual Issue 

オンライン - 30 

Annual Conference委員会 

9月6～9日 The SICE Annual Conference 2022 

熊本城ホール／ 

オンライン 

（ハイブリッド） 

289 496 

インダストリ委員会 

8月31日 
SICE安全のための 

計測・制御・システムを考える会 第88回サロン 
オンライン － 14 

9月28日 
SICE安全のための 

計測・制御・システムを考える会 第89回サロン 
オンライン － 17 

11月2日 
SICE安全のための 

計測・制御・システムを考える会 第90回サロン 
オンライン － 21 

11月28日 
SICE安全のための 

計測・制御・システムを考える会 第91回サロン 
オンライン － 26 

12月15日 
アフターコロナ時代のプラント運転の安全と高度

化を考える講演会(第92回サロン) 

慶應義塾大学 日吉

キャンパス＋オンラ

イン 

－ 68 

メンバー委員会 

1月7日 プロセス新塾2021年度第4回スクーリング オンライン － 30 

2月10日 プロセス新塾2021年度第5回スクーリング オンライン － 31 

3月11日 プロセス新塾2021年度第6回スクーリング オンライン － 27 

4月8日 プロセス新塾2021年度第7回スクーリング オンライン － 32 

5月13日 プロセス新塾2021年度第8回スクーリング オンライン － 30 

10月7～8

日 
プロセス新塾2022年度第1回スクーリング 

慶応義塾大学・日吉

キャンパス 

－ 
39 

11月10日 プロセス新塾2022年度第2回スクーリング オンライン － 33 

12月9日 プロセス新塾2022年度第3回スクーリング 
慶応義塾大学・日吉

キャンパス 

－ 
31 

1月25日 
SICE安全のための 

計測・制御・システムを考える会 第84回サロン 
オンライン 

－ 
26 

2月21日 
SICE安全のための 

計測・制御・システムを考える会 第85回サロン 
オンライン 

－ 
22 

5月25日 
SICE安全のための 

計測・制御・システムを考える会 第86回サロン 
オンライン 

－ 
32 

6月28日 
SICE安全のための 

計測・制御・システムを考える会 第87回サロン 
オンライン 

－ 
26 

計測部門 

7月1日 第118回力学量計測部会行事オンラインセミナー オンライン 1 20 

9月9～10

日 
スマートセンシングシステム部会研究会 

ハイブリッド(豊橋技

術科学大学) 
13 25 

9月21～22

日 
計測部門大会 第39回センシングフォーラム 東京大学 70 130 

11月11日 第27回パターン計測シンポジウム オンライン 7 13 

制御部門 

1月19日 
DML Lecture 「強化学習周辺の課題とアプロー 

チ」 
オンライン 1 28 

3月7〜10 第9回制御部門マルチシンポジウム オンライン 197 461 
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日 

3月7日 
MSCS2022ワークショップ「DX時代のイベント

ベースト制御理論：異分野との架橋」 
オンライン 3 130 

3月8〜10

日 

第 50 回制御理論シンポジウム（第 9 回制御部門

マルチシンポジウム内にて） 
オンライン 111 — 

3月8〜9

日 

SICE International Symposium on Control 

Systems（第 9 回制御部門マルチシンポジウム内

にて） 

オンライン 21 23 

3月8日 

第 9 回制御部門マルチシンポジウム OS (機械学

習で加速する制御理論調査研究会) OS タイトル：

機械学習で加速する制御理論（2セ ッション） 

オンライン 10 58 

3月8～9

日 

第 8 回システム構築と制御技術シンポジウム（第

9 回制御部門マルチシンポジウム内開催）OS1 農

林業分野への計測制御技術応用、 

OS2 SDGsに貢献する計測制御技術 

オンライン 18 98 

3月8～9

日 

第13回プラントモデリングシンポジウム（第9回

制御マルチシンポジウム内開催） 
オンライン 11 35 

3月9日 
制御理論シンポジウム 50 回記念特別セッション

（第9回制御部門マルチシンポジウム内にて） 
オンライン 6 110 

3月9～10

日 

第 39 回誘導制御シンポジウム（第 9 回制御マル

チシンポジウム内開催） 
オンライン 12 28 

3月10日 
第9回制御部門マルチシンポジウム 

※第22回適応学習制御シンポジウム 
オンライン 12 30 

3月18日 
低次元モデルに基づく先端的流体制御調査研究会 

第1回研究会 
オンライン 5 64 

4月26日 
第 1 回モデル予測制御の理論と応用調査研究会

（公開講演会） 
オンライン 1 97 

5月19日 

第 66 回 システム制御情報学会 研究発表講演会 

OS OS タイトル：機械学習で加速する制御理論（2

セッション） 

京都リサーチパーク 8 50 

9月7日 

SICE2022 OS: Theoretical Developments and 

New Application Area of Adaptation and 

Learning Control(データ駆動型社会を支える適

応学習制御調査研究会） 

熊本城ホール 7 40 

9月8日 

SICE2022 OS: Control Theory Boosted by 

Machine Learning（機械学習で加速する制御理論

調査研究会） 

熊本城ホール 6 30 

9月9日 

SICE2022 OS Theory and Application of Model 

Predictive Control(モデル予測制御の理論と応用

調査研究会) 

熊本城ホール 11 60 

9月9日 

SICE2022 OS: Navigation, Guidance and 

Control of Vehicles and Aerospace Systems - 

Theory and Applications(次世代航法誘導制御技

術調査研究会) 

熊本城ホール 11 17 

9月13日 
第 2 回モデル予測制御の理論と応用調査研究会

（公開講演会） 
オンライン 2 88 

9月14日 オンライン研究室見学会（東京工業大学） オンライン 1 19 

9月15～16

日 

SICE セミナー「モデルベースト制御系設計～モ

デリングから制御系設計までを系統的に学ぶ～」

2022 

オンライン 2 62 

9月16日 
低次元モデルに基づく先端的流体制御調査研究会 

第 1 回チュートリアル「流体の最適制御とモデル
オンライン 2 40 
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予測制御」 

9月16日 オンライン研究室見学会 (University of Pavia) オンライン 1 17 

9月22日 オンライン研究室見学会（京都大学） オンライン 1 23 

10月23～

27日 

The 2022 IEEE/RSJ International Conference 

on Intelligent Robots and Systems Workshop 

Cosponsor (人とつながる制御システム調査研究

会 ) Workshop Title: Human-Multi-Robot 

Systems: Challenges for Real World Applications 

国立京都国際会館 12 100 

11月12～

13日 

第 65 回 自動制御連合講演会 OS (人とつながる

制御システム調査研究会) OS タイトル: モビリ

ティにおける人の意思決定と制御系設計 

宇都宮大学 6 50 

11月12～

13日 

第 65 回 自動制御連合講演会 OS (人とつながる

制御システム調査研究会) OS タイトル: 人とつ

ながる制御システムの新展開 (2 セッション) 

宇都宮大学 15 60 

11月12～

13日 

第 65 回 自動制御連合講演会 OS (次世代航法誘

導制御技術調査研究会) OS タイトル: 航空宇宙

機・移動体の制御 ―理論から応用― 

宇都宮大学 6 20 

11月12～

13日 

第 65 回 自動制御連合講演会 OS (データ駆動型

社会を支える適応学習制御調査研究会） OS タイ

トル: データ駆動制御・適応学習制御の理論と応

用 

＃電気学会C部門制御技術委員会データ駆動制御

の高機能化に関する調査専門委員会との共同提案 

宇都宮大学 11 40 

11月12～

13日 

第 65 回 自動制御連合講演会 OS (低次元モデル

に基づく先端的流体制御調査研究会）OS タイト

ル： 低次元モデルに基づく先端的流体計測・制御 

宇都宮大学 4 - 

11月12～

13日 

第 65 回 自動制御連合講演会 OS (機械学習で加

速する制御理論調査研究会）OSタイトル： 機械

学習で加速する制御理論 

宇都宮大学 10 60 

11月15日 

産業応用部門大会 産業応用部門・制御部門合同

OS企画「SX(Sustainability Transformation)に貢

献する産業オートメーション技術」 

オンライン 10 25 

11月24日 

プラントモデリング部会・自動車技術会共催研究

会「制御工学におけるデータサイエンスとプラン

トモデリングの接点」 

オンライン 4 110 

12月1～

2日 

The 4th IFAC Workshop on Cyber-Physical 

Human Systems Invited Session (人とつながる

制御システム調査研究会) Invited Session Title: 

Control System Design Integrating Mobility 

with Human Decision (under review 

Houston, Texas 5 40 

12月7日 
制御部門 制御技術部会 講演会「システムズエン

ジニアリング：システムとして考える事」 
オンライン 1 108 

12月22日 

SICE セミナー「モデル予測制御～最適制御の基

礎から応用事例・ソフトウェアツールまで～」

2022 

オンライン 1 102 

12月27日 
制御部門データ駆動型社会を支える適応学習制御

調査研究会第3回講義会 
オンライン 1 63 

システム・情報部門 

2月27日 
境界と関係性を視座とするシステム学調査研究会

第1回研究会 
オンライン 1 18 

3月6日 第64回システム工学部会研究会 オンライン 8 13 

3月6〜8日 第27回社会システム部会研究会 TKPガーデンシテ 32 61 
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ィ鹿児島中央＋オン

ライン 

3月14～15

日 
第49回知能システムシンポジウム オンライン 59 121 

3月20日 

第 11 回スマーターワールド実現のための新たな

システムズアプローチの実展開を目指す調査研究

会 

キャンパスプラザ京

都 
1 20 

3月25日 
第 3 回分子サイバネティクス・第 47 回分子ロボ

ティクス定例研究会 
オンライン 2 31 

4月24日 
境界と関係性を視座とするシステム学 第 2 回研

究会 
オンライン 1 16 

6月3〜4

日 

第20回コンピューテーショナル・インテリジェン

ス研究会 

淡路夢舞台国際会議

場(兵庫県淡路市) 
13 20 

6月4日 

第 12 回スマーターワールド実現のための新たな

システムズアプローチの実展開を目指す調査研究

会 

京都大学総合博物館

+オンライン 
1 20 

6月22日 知能分子ロボティクス調査研究会 オンライン 6 7 

6月29日 
第 4 回分子サイバネティクス・第 48 回分子ロボ

ティクス定例研究会 
オンライン 2 30 

7月2～3

日 
第28回社会システム部会研究会 オンライン 5 40 

8月2～4

日 
第29回社会システム部会研究会 オンライン 0 23 

8月28～29

日 
第30回社会システム部会研究会 オンライン 62 70 

9月17日 BIOMOD2022 Japan Open オンライン 7 50 

9月21～22

日 

第30回インテリジェント・システム・シンポジウ

ム(FAN2022) 
神戸大学 89 144 

10月16日 
境界と関係性を視座とするシステム学第 5 回研究

会 
オンライン 2 14 

11月12～

13日 
第6回分子ロボティクス年次大会 

東北大学工学部 青

葉山記念会館＋オン

ライン 

48 160 

11月25～

27日 
SSI2022 近畿大学 143 228 

12月8日 
境界と関係性を視座とするシステム学第 6 回研究

会 
オンライン 1 20 

12月9～10

日 

第21回コンピューテーショナル・インテリジェン

ス研究会 
オンライン 10 23 

12月10日 
コンピューテーショナル・インテリジェンス・フ

ォーラム2022 
オンライン 3 43 

12月12日 
境界と関係性を視座とするシステム学第 6 回研究

会 
オンライン 1 14 

12月13日 
第 69 回自律分散システム部会研究会(国立情報学

研究所 
ハイブリット開催 3 45 

12月22日 
境界と関係性を視座とするシステム学第 8 回研究

会 
オンライン 1 12 

システムインテグレーション部門 

1月8～12

日 

2022 IEEE/SICE International Symposium on 

System Integration (SII 2022) 
オンライン 179 207 

2月25日 
ユニバーサルデザイン応用システム部会 UDX ワ

ークショップ2022 
オンライン 6 29 
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3月5日 
ロボット・セラピー部会第16回研究成果学生発表

会 
オンライン 11 25 

3月23日 メカトロニクスに関する特別講演会 
サテライトキャンパ

ス大分＋オンライン 
1 11 

4月20日 2022年度第1回自動化システム講演会 
東京工業大学＋ 

オンライン 
1 73 

6月1日 
ROBOMECH2022チュートリアル RTミドルウ

ェア講習会 

札幌コンベンション

センター 
5 5 

7月7日 第2回オンラインラボツアー オンライン 4 25 

8月22～26

日 
RT ミドルウェアサマーキャンプ2022 オンライン 5 16 

8月26日 
ロボティクス部会特別講演会「ROS Simulator 特

集」 
オンライン 7 326 

10月28日 自動化システム部会 2022年度第1回見学会 （株）イシダ 3 18 

11月20～

21日 

フィールドロボティクス部会 2022 年度第 1 回見

学会 

建設DX実験フィー

ルド（国土技術政策

総合研究所，土木研

究所内） 

- 75 

12月3日 レスキュー工学シンポジウム オンライン 2 177 

12月12日 メカトロニクスシステム部会講演会 広島大学＋オンライン 2 21 

12月14～16

日 

第 23 回計測自動制御学会システムインテグレー

ション部門講演会 (SI 2022) 
幕張メッセ国際会議場 839 1128 

12月17日 第36回共創システム部会研究会 早稲田大学 9 13 

産業応用部門 

1月14日 新たな価値創造WG オンライン 1 8 

2月3日 新たな価値創造WG オンライン 1 6 

2月4日 新たな価値創造WG オンライン 1 7 

11月24日 計装寺子屋セミナー 流量計篇 1/2 オンライン 1 15 

12月8日 計装寺子屋セミナー 流量計篇 2/2 オンライン 1 15 

ライフエンジニアリング部門 

8月24～26

日 
ライフエンジニアリング部門シンポジウム2022 芝浦工業大学 47 65 

北海道支部 

3月6～7

日 
第54回計測自動制御学会北海道支部学術講演会 室蘭工業大学(Zoom) 24 31 

3月6日  計測自動制御学会北海道支部主催特別講演会 室蘭工業大学(Zoom) 1 48 

東北支部 

6月27日 SICE東北支部 第337回研究集会 
岩手大学・八戸工業

高等専門学校 
9 28 

9月16日 SICE東北支部 第338回研究集会 秋田大学 5 28 

10月28日 SICE東北支部 第339回研究集会 山形大学 7 30 

12月23日 SICE東北支部 第340回研究集会 会津大学 7 25 

中部支部 

3月14日 第171回教育工学研究会 オンライン 14 23 

4月28日 
第一回統合知能メカトロシステム研究委員会講演

会 
岐阜大学 1 31 

6月7日 信州地区計測制御研究委員会2022講演会 オンライン 2 40 

9月15日 第172回教育工学研究会 オンライン 12 19 

9月20日 SICE中部支部シンポジウム2022 オンライン 20 47 

9月22日 第128回「電機計測制御技術ワーキングセミナー」 オンライン 1 64 

10月13日 SICE中部支部技術講習会 オンライン 2 27 
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10月18日 第129回「電機計測制御技術ワーキングセミナー」 オンライン 1 59 

10月28日 第53期第1回制御理論ワーキングセミナー オンライン 1 51 

11月24日 SICE中部支部 若手研究発表会 名古屋大学 21 33 

北陸支部 

1月14日 計測自動制御学会北陸支部 特別講演会 オンライン 1 18 

9月3日 電気・情報関係学会北陸支部連合講演会 オンライン 219  

9月3日 第1回北陸支部講演会 オンライン 1 14 

11月16日 第2回北陸支部講演会 オンライン 1 20 

12月12日 第3回北陸支部講演会 富山大学 2 39 

12月21日 第4回北陸支部講演会 オンライン 1 41 

関西支部 

1月7日 
2022年度SICE関西・システム制御情報学会シン

ポジウム 
オンライン 64 131 

10月4日 
令和4年度 SICE関西支部見学会 

近大xエネルギー：研究と教育の今を探る 
近畿大学  11 

中国支部 

9月16日 計測制御シンポジウム オンライン 4 30 

10月14日 チュートリアル講演会（1） オンライン 1 20 

11月26日 学術講演会 広島工業大学 60 100 

12月19日 チュートリアル講演会（2） オンライン 1 70 

四国支部 

12月17日 令和4年度計測自動制御学会四国支部学術講演会 
愛媛大学（オンライ

ン） 
47 80 

九州支部 

10月7日 SICE九州フォーラム オンライン 3 32 

12月3～4

日 

九州支部学術講演会（論文発表53件，学生交流発

表会7件） 
西日本総合展示場 60 105 

 

２．調査・研究及び資料収集 

 

実施時期 書名、特集などの名称 記事･論文件数など 
総ペー

ジ 

発行

部数 

会誌出版委員会 

1月 

計測と制御 第61巻第1号 

特集：生物から学ぶ計測技術 

－バイオミメティクス研究が拓く未来－ 

17 84 5,440 

2月 
計測と制御 第61巻第2号 

特集：実応用こそ非線形制御理論 
16 94 5,520 

3月 

計測と制御 第61巻第3号 

特集：人とロボットのインタラクションと距離 

－コロナ禍に学び進む－ 

18 82 5,550 

4月 

計測と制御 第61巻第4号 

特集：身体と脳で生じる超適応のシステム論的理

解 

15 80 5,530 

5月 
計測と制御 第61巻第5号 

特集：大気環境リモートセンシング 
12 64 5,480 

6月 

計測と制御 第61巻第6号 

特集：WRS Future Convenience Store 

Challenge 

18 66 5,450 

7月 

計測と制御 第61巻第7号 

特集：World Robot Summit「製品組立チャレン

ジ」 

15 74 5,500 

8月 計測と制御 第61巻第8号 18 80 5,500 
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特集：家が人をまもる～家と医療を繋ぐ 

9月 
計測と制御 第61巻第9号 

特集：建設施工を革新するシステム制御 
19 92 5,530 

10月 

計測と制御 第61巻第10号 

特集：農・林・畜・水産業に挑む画像センシング

技術 

16 66 5,540 

11月 

計測と制御 第61巻第11号 

特集：流量計測技術の最前線 

－流量の見える化に資する技術と流量のものさし

の最新動向－ 

14 76 5,580 

12月 

計測と制御 第61巻第12号 

特集：SICEプロセス塾15年からの知見と提言 

（現在・過去・近未来） 

24 90 5,700 

和文論文集委員会 

和文論文集(計測自動制御学会論文集) 

発行回数：12回 

総ページ数：596ページ 

総投稿論文数：69 

購読数：783 

1月 

計測自動制御学会論文集 Vol.58(2022),  No.1 

特集：第21回計測自動制御学会システムインテ

グレーション部門講演会特集号 

特集号論文：7編 70 1,000 

2月 計測自動制御学会論文集 Vol.58(2022),  No.2 一般論文：6編 46 1,000 

3月 

計測自動制御学会論文集 Vol.58(2022),  No.3 

特集：第8回制御部門マルチシンポジウム論文特

集号 

特集号論文：10編 82 1,000 

4月 計測自動制御学会論文集 Vol.58(2022),  No.4 

一般論文：5編 

開発・技術ノー

ト：1編 

45 1,000 

5月 計測自動制御学会論文集 Vol.58(2022),  No.5 一般論文：4編 32 1,000 

6月 計測自動制御学会論文集 Vol.58(2022),  No.6 

一般論文：3編 

ショートペーパ

ー：1編 

36 1,000 

7月 計測自動制御学会論文集 Vol.58(2022),  No.7 

一般論文：4編 

ショートペーパ

ー：1編 

40 1,000 

8月 計測自動制御学会論文集 Vol.58(2022),  No.8 

一般論文：4編 

ショートペーパ

ー：1編 

45 1,000 

9月 計測自動制御学会論文集 Vol.58(2022),  No.9 一般論文：4編 39 1,000 

10月 計測自動制御学会論文集 Vol.58(2022),  No.10 

一般論文：5編 

ショートペーパ

ー：1編 

51 1,000 

11月 計測自動制御学会論文集 Vol.58(2022),  No.11 

一般論文：4編 

ショートペーパ

ー：2編 

38 1,000 

12月 
計測自動制御学会論文集 Vol.58(2022),  No.12 

特集：第27回ロボティクスシンポジア特集号 

特集号論文：4編 

一般論文：3編 
57 1,000 

英文論文集委員会 

5月 
SICE JCMSI Volume 15 No.2 

Special Issue on SICE Annual Conference 2021 
21 240 

onlin

e 

1～12月 SICE JCMSI Volume 15 No.1 10 103 
onlin

e 
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４．啓発・普及のための体験活動等 

 

実施時期 行事・事業・会議（・委員会）など名称 開催場所 
発表 

件数 

参加 

者数 

システムインテグレーション部門 

6月26日, 8

月13～ 14

日 

レスキューロボットコンテスト 2022 神戸サンポーホール 16 

3508

来場

延べ

数 

12月14日 RTミドルウェアコンテスト2022 
幕張メッセ国際会議

場 
7 70 

 

５．表彰及びコンクール 

 

実施時期 
顕彰などの名称 

受賞者名・受賞論文/授賞理由など 
開催場所 賞品 副賞 

学会賞委員会 

1月12日 

【SICE International Young Author’s Award for 

SII 2022】4名： 

(1)「Power Consumption Comparison Between 

Mammal-Type and Reptile-Type Multi-Legged 

Robots During Static Walking 」 Shuhei 

TSUNODA 

(2)「Sensory-Motor Learning for Simultaneous 

Control of Motion and Force: Generating 

Rubbing Motion against Uneven Object」Hiroshi 

ITO 

(3)「Path Planning of the Turning Back of an 

Autonomous Large-Scale Six-Wheeled Dump 

Truck for Loading/Leaving Sediment Based on 

Backhoe Work」Tetsu AKEGAWA 

(4) 「 Material Classification Using Active 

Temperature Controllable Robotic Gripper 」

Yukiko OSAWA 

オンライン 賞状 

賞金 

10万

円 

2月22日 

【2021年度学術奨励賞】 

研究奨励賞・10名： 

(1)昌子晴海「非引き連れ型柔軟メカニズムを用い

た触覚センシング」、第 21 回システムインテグレ

ーション部門講演会 

(2)窪田伊織「ショウガ根茎腐敗病検出を目的とし

た葉の動きの定量化手法の検討」、第 38 回センシ

ングフォーラム 計測部門大会 

(3)坂野幾海「未知システムに対する確率的スパー

スイベントトリガード制御」、第 63 回自動制御連

合講演会 

(4)鈴木朱羅「原始四足動物の歩行運動制御に関す

る一考察」、第 33 回自律分散システム・シンポジ

ウム 

(5)上野史「マルチエージェントシステムにおける

協調行動の抽象度と深層強化学習器の関係性の考

察」、第48回知能システムシンポジウム 

(6)宮尾愛平「助言付きビデオゲーム環境における

助言の意味とゲームプレイの同時学習」、第 48 回

知能システムシンポジウム 

(7)坂本 匠「複数対象物の同時把持による把持作

業の効率化」、第 21 回システムインテグレーショ

SICE事務局 

(オンライン) 

賞状

楯 
なし 
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ン部門講演会 

(8)長谷川峻「ゼラチンの粘着力の再湿性を利用し

た吸着入切可能なロボットフィンガの開発」、第21

回システムインテグレーション部門講演会 

(9)大野航太郎「陸上養殖における給餌効率化のた

めの水面変動の時間周波数解析による魚群の活性

度推定」、第 21 回システムインテグレーション部

門講演会 

(10)上村匠「熱式尿流計の測定精度向上に関する研

究」、ライフエンジニアリング部門シンポジウム

2020 

研究奨励賞・3名： 

(1)野上和幹「移動マニピュレータによる作業対象

識別のための長期間活動経験を活かした視点計

画」、第 21 回システムインテグレーション部門講

演会 

(2)ブイ・ドク・ヴェト「マルチタスク学習に基づく

UAVによる未知環境探索法の開発」、システム・情

報部門学術講演会2020 

(3)徐暁星「熱画像を用いた歩行支援効果の計測手

法に関する検討」、第 21 回システムインテグレー

ション部門講演会 

9月8日 

【2022年度学会賞】 

功績賞・1名 

池田雅夫（大阪大学名誉教授） 

 

論文賞・7件21名： 

（論文賞・蓮沼賞） 

「A0 モードラム波動場の点波源拘束偏微分方程

式にもとづく欠損のシルエット像再構成」 

佐賀大学・石橋春香、寺本顕武 

（論文賞・武田賞） 

「Stochastic Model-based Assessment of Power 

Systems Subject to Extreme Wind Power 

Fluctuation」 

Kyoto University・Kaito ITO、Kenji KASHIMA 

Tokyo Denki University.・Masakazu KATO 

Kyoto University・Yoshito OHTA 

（論文賞） 

「 ElGamal-Type Encryption for Optimal 

Dynamic Quantizer in Encrypted Control 

Systems」 

The University of Electro-Communications ・

Kaoru TERANISHI、Kiminao KOGISO 

（論文賞） 

「拘束条件下でのデータ駆動制御」 

電気通信大学・定本知徳、金子修 

（論文賞） 

「多自由度機械系に対する Descriptor Terminal 

スライディングモード制御」 

東京都立大学・花房健多、武居直行、児島晃 

（論文賞） 

「分散協調制御によるマルチモータシステムの一

構成法」 

(株)豊田中央研究所・天野也寸志、日比野良一、菅

熊本城ホールとオン

ライン（ハイブリッ

ド） 

賞状

楯 
なし 
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井賢 

東北大学・加納剛史、石黒章夫 

（論文賞） 

「ドローンを用いたセンサ設置のための地表性状

と見通しを考慮した設置位置選定」 

工学院大学・横山龍一君、羽田靖史、東京大学・永

谷圭司 

 

技術賞・3件17名： 

（技術賞） 

「はやぶさ 2 高精度航法誘導によるピンポイント

タッチダウン運用の実現」 

宇宙航空研究開発機構・大野剛 

（技術賞） 

「ケミカルトナー製造工程への品質自動制御の適

用」 

(株)リコー・小林翔太、宮川将士、武政奨、高橋直

希、佐藤直之、鍬田浩志、瀬古剛也、渡邉好夫 

(株)明和eテック・佐藤敏明、京都大学・加納学 

（技術賞） 

「アタッチメント合成重心速度に基づくデータベ

ース駆動型掘削支援制御技術」 

コベルコ建機(株)・洪水雅俊、広島大学・山本透 

コベルコ建機(株)・小岩井一茂、吉原秀雄、山下耕

治、山﨑洋一郎 

 

著述賞・2件3名： 

（著述賞） 

「システム制御のための数学(2)－関数解析編－

（システム制御工学シリーズ8）」 

太田快人（著） 

（著述賞） 

「次世代医療 AI―生体信号を介した人と AI の融

合―（計測・制御セレクションシリーズ1）」 

計測自動制御学会（編）、藤原幸一・久保孝富（編

著） 

 

新製品開発賞・1社： 

（新製品開発賞） 

「アジャスタブル近接センサ 形H3C-H」 

アズビル株式会社 

 

教育貢献賞・1件1名： 

（教育貢献賞） 

「制御工学の裾野を広げる教育・啓発活動」 

大阪大学・南裕樹 

 

国際標準化賞・功績賞1名、奨励賞1名： 

（国際標準化賞 功績賞） 

横河電機(株)・小野寺薫 

（国際標準化賞 奨励賞） 

株式会社安川電機・近藤健二 

9月8日 

【2022年度フェロー称号】 

フェロー称号授与・4名： 

尾形哲也、田中孝之、津村幸治、劉康志 

熊本城ホールとオン

ライン（ハイブリッ

ド） 

楯バ

ッジ 
なし 
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9月8日 

【2022 SICE Annual Conference Award】9名： 

（International Award: Basic Technology） 

「 Estimating Bounded Uncertain Model for 

Stability-Certified Reinforcement Learning」 

Ryoichi TAKASE, Nobuyuki YOSHIKAWA, 

Takeshi TSUCHIYA 

（International Award: Application） 

「Automatic Dimensional Inspection System of 

Railcar Wheelset for Condition Monitoring」 

Takeshi EMOTO, Ankit A. RAVANKAR, 

Abhijeet RAVANKAR, Takanori EMARU, 

Yukinori KOBAYASHI 

（Young Author’s Award） 

「Model-Based Analysis and Rapid Prototyping 

of Genetic Circuits with Decoy Transcription 

Factor Binding Sites」 

Ayumi NAKAJIMA 

熊本城ホールとオン

ライン（ハイブリッ

ド） 

賞状

楯 
なし 

10月26日 

【SICE International Young Author’s Award for 

IROS 2022】10名： 

(1)「A Novel Quadrotor With a 3-Axis Deformable 

Frame Using Tilting Motions of Parallel Link 

Modules Without Thrust Loss」 

Akinori SAKAGUCHI 

(2)「Deep Active Visual Attention for Real-time 

Robot Motion Generation: Emergence of Tool-

body Assimilation and Adaptive Tool-use」 

Hyogo HIRUMA 

(3)「RAMIEL: A Parallel-Wire Driven Monopedal 

Robot for High and Continuous Jumping」 

Temma SUZUKI 

(4)「Instantaneous Force Generation Mechanism 

Based on the Striking Motion of Mantis Shrimp—

Design and Control Method of Cavitation by 

Simulation and Experiment」 

Fumio ITO 

(5)「Obstacle-Aided Locomotion of a Snake Robot 

Using Piecewise Helixes」 

Takuro TAKAHASHI 

(6)「Scalable Fiducial Tag Localization on a 3D 

Prior Map via Graph-Theoretic Global Tag-Map 

Registration」 

Kenji KOIDE 

(7)「Self-Supervised Learning of Visual Servoing 

for Low-Rigidity Robots Considering Temporal 

Body Changes」 

Kento KAWAHARAZUKA 

(8)「Learning Bidirectional Translation between 

Descriptions and Actions with Small Paired 

Data」 

Minori TOYODA 

(9)「SCALER: A Tough Versatile Quadruped 

Free-Climber Robot」 

Yusuke TANAKA 

国立京都国際会館 賞状 

賞金 

10万

円 
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(10) 「 L2C2: Locally Lipschitz Continuous 

Constraint towards Stable and Smooth 

Reinforcement Learning」 

Taisuke KOBAYASHI 

12月9日 

【SICE International Young Author’s Award for 

CDC 2022】2名： 

(1) 「 Data-driven Sensitivity Analysis of 

Controllability Measure for Network Systems」 

Ikumi BANNO 

(2)「Algebraic Approach to Global Finite-Time 

Stabilization of Multi-Input Polynomial 

Systems」 

Yoshinari TAKAYAMA 

メキシコ・カンクン 

（表彰は2023年3

月制御部門大会時） 

賞状 

賞金 

10万

円 

メンバー委員会 

5月13日 
2022年SICEプロセス新塾-考究スーパー受講生 

（1名） 
オンライン 

賞状

盾 
  

計測部門 

9月22日 

計測部門論文賞（1編）：長谷田 祐喜, 増子 勝, 藤

本 圭作, 児山 祥平, 石澤 広明： 

FBGセンサシステムによる脈波に基づいた非侵襲

血糖値計測の検証 

計測自動制御学会論文集, Vol. 57, No. 7, pp. 314-

323, 2021 

東京大学 賞状 なし 

9月22日 

センシングフォーラム研究奨励賞(5 名)：山口 達

也(日本大学)，小丹枝 涼哉(東京大学)，小塚 詩穂

里(東京大学)，川上 圭祐(群馬大学)，江田 尚弘(東

京大学) 

東京大学 賞状 
メダ

ル 

制御部門 

3月9日 

制御部門研究賞（木村賞） 

桜間一徳(京都大学) 

受賞論文：Unified Formulation of Multiagent 

Coordination With Relative Measurements 

IEEE Transactions on Automatic Control 

Vol.66. Issue 9, pp.4101-4116 

オンライン 

（MSCS2022 オン

ライン授賞式） 

表彰

状・

盾 

10万

円 

3月9日 

制御部門パイオニア技術賞 

平田研二（富山大学），太田快人（京都大学），内田

健康（早稲田大学），大堀彰大，服部将之（株式会

社ダイヘン） 

受賞理由：仮想的な価格信号を利用したエネ ル

ギー需要・供給ネットワークの分散協調 運用 

オンライン 

（MSCS2022 オン

ライン授賞式） 

表彰

状・

盾 

なし 

3月9日 

制御部門 

マルチシンポジウム優秀ポスター発表賞4件 

・加藤 圭祐（明治大学） 

・仲野 太喜（東京大学） 

・ 孫根 吉聖（明治大学） 

・ 中井 一貴（明治大学） 

（第9回マルチシンポジウムで発表） 

オンライン 

（MSCS2022 オン

ライン授賞式） 

表彰

状 
なし 

3月9日 

SICE International Young Authors Award 

(SIYA) 

笹原帆平（スウェーデン王立工科大学） 

受賞理由：Asymptotic Security by Model-based 

Incident Handlers for Markov Decision Processes 

杉浦玄宜（京都大学） 

受賞理由：Bayesian Differential Privacy for 

オンライン 

（MSCS2022 オン

ライン授賞式） 

表彰

状 

賞金 

10万

円 
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Linear Dynamical Systems 

YAN Yuyue（東京工業大学） 

受賞理由：Hierarchical Noncooperative Systems 

With Dynamic Agents Under Intra-group and 

Inter-group Incentives 

YUAN Liwei （東京工業大学） 

受賞理由： Resilient Consensus with Multi-hop 

Communication 

8月22日 

部門マルチシンポジウム賞(基礎分野・技術分野)※

部門運営委員会承認の上で下記を決定予定(敬称

略) 

＜基礎分野＞2件 

伊藤 博（九州工業大学） 

受賞論文：感染者隔離と分離型 ISS リアプノフ関

数によるSIQRモデルの準大域協調制御の実現 

 

蛯原義雄，本岡駿人，脇隼人（九州大  学），瀬

部昇（九州工業大学） 

受賞論文：L2+誘導ノルムの解析 II：下界値解析 

 

＜技術分野＞2件・ 

仲田勇人（日野自動車株式会社） 

受賞論文：パワートレーン制御系における状態推

定・診断へのLSTM適用の基礎的検討 

 

檀隼人，森田菜月，本間克己，屋並仁史 （富士通

株式会社），杉之内将大（青山学院大学），佐藤みず

ほ（東京農業大学），水山元（青山学院大学），小川

雅俊（富士通株式会社） 

受賞論文：利得表が未知なゲームに対する効率的

な均衡探索アルゴリズムの提案 

 - - 

8月22日 

部門奨励賞(基礎分野・技術分野)※部門運営委員会

承認の上で下記を決定予定(敬称略) 

＜基礎分野＞5件 

清水拓実（東京工業大学） 

受賞論文：3次元農地マップ構築のための多角度撮

影型被覆制御と検証実験 

 

藤井達希（九州大学） 

受賞論文：単層フィードフォワードニューラルネ

ットワークのモデル縮約と信頼性保証 

 

寺崎峻（東京大学） 

受賞論文：大規模ネットワークシステムにおける

状態ノードの可制御性スコア 

 

舩田陸（東京工業大学） 

受賞論文：支持超平面を用いた制御バリア関数に

もとづく楕円体エージェント間の衝突回避手法の

提案 

 

庵智幸（大阪大学） 

受賞論文：ホロノミックなハミルトン関数に対す

 - - 
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るハミルトン・ヤコビ方程式の一解法 

 

＜技術分野＞5件 

横田健太朗（東京大学）         受賞論

文：ティルトウィング型 eVTOL の遷移時におけ

る迎角・対気速度推定を用いた揚力・推力制御 

遠藤亮（防衛大学校）          受賞論

文：深層強化学習アルゴリズムによる宇宙機の準

最適軌道設計 

森田誉（大阪大学）           受賞論

文：油圧ショベルの反復掘削におけるオンライン

軌道最適化と寄与度解析 

安藤日出海（筑波大学） 

受賞論文： 二足歩行ロボットにおける上体の壁面

接触と ZMP 制約を考慮したモンテカルロモデル

予測制御を用いた重心軌道生成 

 

鈴木大心（大阪大学） 

受賞論文： ベイズ最適化と個別要素法を用いた油

圧ショベル掘削軌道の効率化 

 

予定 部門研究賞（木村賞）の募集    

予定 部門パイオニア賞・部門パイオニア技術賞の募集    

システム・情報部門 

9月22日 

【FAN 最優秀論文賞・1件】 

菅原瑠偉（横浜国立大学），三浦岳也（横浜国立大

学），中田雅也（横浜国立大学） 

「部分領域に特化したサロゲートを探索と選別で

活用する粒子群最適化」 

神戸大学 
表彰

状 
無 

9月22日 

【FAN 優秀論文賞・4件】 

池口尭(横浜国立大学),  礒田真子(SAP ジャパン

株式会社), 園田拓海(富士通株式会社), 中田雅也

(横浜国立大学) 

「オートエンコーダによるサロゲート多目的進化

計算の高次元問題への展開」 

 

高野誠也（千葉大学），渡部洋介（三菱重工業株式

会社），入江大史（三菱重工業株式会社），古賀祐一

（三菱重工業株式会社），荒井幸代（千葉大学） 

「スパースな報酬・エキスパート不在の環境下で

の深層強化学習に関する一考察」 

 

廣川卓海（広島大学），平賀元彰（広島大学），大倉

和博（広島大学），片田喜章（摂南大学） 

「MBEANN を用いたロボティックスワームによ

る協調荷押し -制御器設計と機能解析-」 

 

藤山龍希（室蘭工業大学），倉重健太郎（室蘭工業

大学） 

「タスクの優先度に基づくマルチタスク強化学習

の意思決定手法の提案 -区分線形関数を用いた優

先度の設計による環境への適応性の向上-」 

神戸大学 
表彰

状 
無 
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9月22日 

【FAN 和田賞（ベストプレゼンテーション賞）・

1件】 

 

篠原 匠（東北大学） 

「肺がん放射線治療のための粒子フィルタを用い

たX線動画像からの体内臓器運動の推定」 

神戸大学 
表彰

状 
無 

9月22日 

【FAN プレゼンテーション賞・7件】 

清水 岳（神戸大学） 

「マルチスケールモデリングを用いた社会シミュ

レーションによる意思決定主体間の関係性評価～

COVID-19 施策を対象として～」 

 

益田 健斗（九州大学） 

「遷移エントロピーを活用した逐次型最大因果的

エントロピー逆強化学習」 

 

奥村 成（電気通信大学） 

「多数目的進化計算によるオフィスビルの制御最

適化における解集合のアーカイブと再活用」 

 

水野 泰平（東北大学） 

「深層学習を用いた PET 画像によるアルツハイ

マー病鑑別における注目領域の可視化解析」 

 

宇戸 涼太（近畿大学） 

「サイズコントロール機能を持つ可能性クラスタ

リング」 

 

キム ヘラン（大阪公立大学） 

「目的関数ベースの Rough Membership C-

Means クラスタリングに基づく協調フィルタリ

ング」 

 

三浦 啓吾（神戸大学） 

「動的サンプリングを用いた連合学習型勾配ブー

スティング決定木の継続学習」 

神戸大学 
表彰

状 
無 

11月27日 

【部門論文賞・1件】 

Hideyuki Nagai, Setsuya Kurahashi, “Measures 

to prevent and control the spread of novel 

coronavirus disease (COVID-19) infection in 

tourism locations” 

近畿大学 
表彰

状 
無 

11月27日 

【部門貢献賞・3件】 

榊原一紀（富山県立大学） 

小林祐一（静岡大学） 

舘山武史（愛知工科大学） 

近畿大学 
表彰

状 
無 

11月27日 

【SSI最優秀論文賞・1件】 

小谷祥悟，中村正樹，榊原一紀，本吉達郎，星川圭

介（富山県立大学） 

「形式概念分析と機械学習による交通事故予測シ

ステムの検討」 

近畿大学 
表彰

状 
無 

11月27日 

【SSI優秀論文賞・3件】 

清水岳，貝原俊也，藤井信忠，渡邉るりこ，國領大

介（神戸大学） 

近畿大学 
表彰

状 
無 
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「マルチスケールモデリングを用いた社会シミュ

レーションによる意思決定主体間の合意形成支

援」 

 

山田和明（東洋大学） 

「各世代のメディアに対する信頼性の違いによる

集団分極化への影響」 

 

益田健斗，船木亮平，村田純一（九州大学） 

「状態行動遷移軌跡の逐次的追加による最大因果

的エントロピー逆強化学習」 

11月27日 

【SSI最優秀発表賞・1件】 

益田健斗，船木亮平，村田純一（九州大学） 

「状態行動遷移軌跡の逐次的追加による最大因果

的エントロピー逆強化学習」 

近畿大学 
表彰

状 
無 

11月27日 

【SSI優秀発表賞・3件】 

青木 健（東京理科大学） 

「大脳新皮質学習アルゴリズムにおけるシナプス

の適応配置とカラムに基づくデコーダの協調」 

 

小谷 祥悟（富山県立大学） 

「形式概念分析と機械学習による交通事故予測シ

ステムの検討」 

 

杉山 大輝（名古屋大学） 

「コンセンサスネットワークにおけるフィードバ

ック頂点集合の特徴付け」 

近畿大学 
表彰

状 
無 

11月27日 

【SSI研究奨励賞・3件】 

安福翔，阿部孝司（近畿大学) ，南昌秀(東京大学） 

「内視鏡画像を用いた内痔コンピュータ診断に有

効なチューブ領域検出」 

 

阿部翔大，白川智弘（長岡技術科学大学） 

「ツイートテキストの単語埋め込みに基づく意味

論的ユーザーリコメンドシステムの開発」 

 

ブイドクヴェト（防衛大学校），白川智弘（長岡技

術科学大学），久保正男（防衛大学校），佐藤浩（長

岡技術科学大学） 

「局所認識型ビジョントランスフォーマーを用い

た UAV と衛星画 像のクロスビュー画像マッチン

グ」 

近畿大学 
表彰

状 
無 

システムインテグレーション部門 

1月12日 IEEE/SICE SII 2022 Best Paper Award 1件 オンライン 
表彰

状 
？ 

1月12日 
IEEE/SICE SII 2022 Best Student Paper Award 

1件 
オンライン 

表彰

状 
？ 

1月12日 

SIYA-SII 2022 4件 

Shuhei Tsunoda (Tokyo Institute of Technology), 

“Power Consumption Comparison Between 

Mammal-Type and Reptile-Type Multi-Legged 

Robots During Static Walking” 

Hiroshi Ito (Hitachi, Ltd./Waseda University), 

“Sensory-Motor Learning for Simultaneous 

オンライン 

表彰

状ほ

か 

有 
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Control of Motion and Force: Generating 

Rubbing Motion against Uneven Object” 

Tetsu Akegawa (Tohoku University), “Path 

Planning of the Turning Back of an Autonomous 

Large-Scale Six-Wheeled Dump Truck for 

Loading/Leaving Sediment Based on Backhoe 

Work” 

Yukiko Osawa (AIST), “Material Classification 

Using Active Temperature Controllable Robotic 

Gripper” 

10月26日 

SIYA-IROS 2022 10件 

坂口聡範（九州大学），“A Novel Quadrotor With a 3-

Axis Deformable Frame Using Tilting Motions of 

Parallel Link Modules Without Thrust Loss” 

昼間彪吾（早稲田大学），“Deep Active Visual Attention 

for Real-time Robot Motion Generation: Emergence of 

Tool-body Assimilation and Adaptive Tool-use” 

鈴木天馬（東京大学），“RAMIEL: A Parallel-Wire 

Driven Monopedal Robot for High and Continuous 

Jumping” 

伊藤文臣（中央大学），“Instantaneous force generation 

mechanism based on the striking motion of mantis 

shrimp—Design and control method of cavitation by 

simulation and experiment” 

高梨卓朗（電気通信大学）， “Obstacle-Aided 

Locomotion of a Snake Robot Using Piecewise Helixes” 

小出健司（産業技術総合研究所），“Scalable Fiducial 

Tag Localization on a 3D Prior Map via Graph-Theoretic 

Global Tag-Map Registration” 

河原塚健人（東京大学），“Self-Supervised Learning of 

Visual Servoing for Low-Rigidity Robots Considering 

Temporal Body Changes” 

豊田みのり（早稲田大学），“Learning Bidirectional 

Translation between Descriptions and Actions with Small 

Paired Data” 

田中悠介（University of California, Los Angeles），
“SCALER: A Tough Versatile Quadruped Free-Climber 

Robot” 

小林泰介（国立情報学研究所），“L2C2: Locally 

Lipschitz Continuous Constraint towards Stable and 

Smooth Reinforcement Learning” 

国立京都国際会館 

表彰

状ほ

か 

有 

10月14日

～10月18

日，12月3

日 

ロボカップジャパンオープン2022  

ロボカップレスキュー実機リーグ計測自動制御学

会賞 1件 Quix（東北大学） 

ロボカップレスキューシミュレーションリーグ計

測自動制御学会賞 1件 Ri-one（立命館大学） 

楢葉遠隔技術開発セ

ンター，オンライン 

表彰

状ほ

か 

有 

12月14日 

RSNP コンテスト2022 

SICE システムインテグレーション部門賞1件 

田倉竜也，松日楽信人，小松廉，永谷圭司，山下淳，

淺間一（東京大学），“ロボットのサイズおよび通路

幅を考慮した複数台移動ロボットの効率的な経路

計画手法” 

幕張メッセ国際会議場 

表彰

状ほ

か 

有 

12月15日 

計測自動制御学会RTミドルウェア賞 

藤井雄基，張家祺，古⽥優泰，室本達也，戸田雄⼀
幕張メッセ国際会議場 

表彰

状ほ

か 

有 
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郎，松野隆幸（岡⼭⼤学），“Growing Neural Gas 

を用いた未知環境ナビゲーションシステムのコン

ポーネントの構築” 

12月15日 部門研究奨励賞 2件 幕張メッセ国際会議場 
表彰

状 
 

12月15日 部門若手奨励賞 5件 幕張メッセ国際会議場 
表彰

状 
 

12月15日 部門学術業績賞 1件 幕張メッセ国際会議場 
表彰

状 
 

12月15日 部門技術業績賞 1件 幕張メッセ国際会議場 
表彰

状 
 

12月15日 部門功績賞 1件 幕張メッセ国際会議場 
表彰

状 
 

12月15日 部門貢献表彰 6件 幕張メッセ国際会議場 
表彰

状 
 

産業応用部門 

11月15日 
奨励賞：辻 大輔（株式会社日立製作所） 

Evaluation Method of the Cyber Resilience in ICS 

産業応用部門大会 

オンライン 
賞状 無 

11月15日 

奨励賞：川瀬 利弘（東京電機大学） 

空気圧リザバーコンピューティングの性能向上に

向けた管路ネットワークの周波数特性解析 

産業応用部門大会 

オンライン 
賞状 無 

11月15日 

技術賞：山口 祐一郎（東芝インフラシステムズ株式会社）、

坂田 真一郎（東芝インフラシステムズ株式会社） 

相澤 靖（東芝インフラシステムズ株式会社） 

深井 英五（東芝インフラシステムズ株式会社） 

高柳 洋一（東芝インフラシステムズ株式会社） 

産業用リストバンド型センサMULiSiTENの開発 

産業応用部門大会 

オンライン 
賞状 無 

11月15日 

技術賞：木下 拓矢（広島大学大学院）、 

山本 透（広島大学大学院） 

予測データと類似度に基づくデータベース駆動型

制御技術 

産業応用部門大会 

オンライン 
賞状 無 

ライフエンジニアリング部門 

8月26日 

ライフエンジニアリング部門シンポジウム2022 

研究奨励賞（1名） 

木伏紅緒「筋電図バイオフィードバックによる歩

行中の身体重心加速度の低減」 

芝浦工業大学 賞状 

アマ

ゾン

カー

ド（1

万

円） 

8月26日 

ライフエンジニアリング部門シンポジウム2022 

学生奨励賞（1名） 

南里聡志「頭皮上骨伝導音声の伝達特性」 

芝浦工業大学 賞状 

アマ

ゾン

カー

ド（5

千

円） 
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北海道支部 

3月6～7日 

2021年支部奨励賞（3名） 

論文賞（1名）： 

北村知大「株間除草作業の自動化を目的としたシ

ミュレータの構築」、第 54 回計測自動制御学会北

海道支部学術講演会，講演番号B03 

野中祐太郎「スパイラル昇降を可能とするロープ

型クライマーの姿勢制御」、第 54 回計測自動制御

学会北海道支部学術講演会，講演番号A02 

馬場爽矢斗「ピンアレイ機構を応用した流体指内

テクスチャ構造可変指の開発」、第 54 回計測自動

制御学会北海道支部学術講演会，講演番号B07 

室蘭工業大学(オン

ライン) 

賞

状 

Amazo

n Gift 

Card 

 5,000

円 

東北支部 

6月27日 東北支部優秀発表奨励賞(337回) 

岩手大学 

八戸工業高等専門学

校（オンライン） 

賞

状 
5500円 

9月16日 

SICE東北支部 第338回研究集会 

学術奨励賞 

「2相ステッピングモータの1相励磁駆動におけ

る共振周波数のセンサレス検出」加藤 啓希 (秋

田大学) 

秋田大学 
賞

状 
5500円 

10月28日 

SICE東北支部 第339回研究集会 

学術奨励賞 

「深層強化学習により獲得される二脚歩容遷移に

みられるヒステリシス現象」 古関駿介(東北大

学) 

山形大学 
賞

状 
5500円 

12月23日 
SICE東北支部 第340回研究集会 

学術奨励賞 未定 
会津大学 

賞

状 
5500円 

中部支部 

1月23日 

第52期支部賞 1件 

・技術賞（1件） 

土屋 光生，原 進，木村 哲也 

停止時や超低速走行時に自立できる自動二輪車

“MOTOROiD”のロバスト制御設計 

※支部長特別賞「産学連携賞」を授与 

名古屋大学 
賞

状 

図書カ

ード 

2 

万円 

3月（所属

機関によっ

て異なる） 

53期学業優秀賞15名 
表彰者所属機関にて

表彰 

賞

状 

図書カ

ード 

5 

千円 

3月14日 

第171回教育工学研究会 

・学生優秀発表賞 

 川端翔也（大同大学） 

岐阜大学 
賞

状 

図書カ

ード 

3 

千円 

9月15日 

第172回教育工学研究会 

・学生優秀発表 

 杉山仁滉君（大同大学） 

オンライン 
賞

状 

図書カ

ード 

3 

千円 

9 月20 日 

SICE中部支部シンポジウム 

・学生優秀発表 

石川陽久（信州大学）， 

池田彩（信州大学）， 

山崎隆広（信州大学） 

信州大学 

AC

無

料

参

加

図書カ

ード 

5 

千円 
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証 

11月24日 

SICE中部支部若手研究発表会 

・学生優秀発表 

山川鯉城（豊田工業高等専門学校） 

山本修太 （信州大学） 

武隈俊太郎（名古屋大学） 

林憲輝 （豊橋技術科学大学 ） 

名古屋大学 

AC

無

料

参

加

証 

図書カ

ード 

5 

千円 

北陸支部 

2月(所属機

関による) 
計測自動制御学会北陸支部優秀学生賞 13名 所属機関にて表彰 

賞

状 

図書カ

ード 

5 

千円 

8月26日 SICE AC 学生参加助成1名採択   1万円 

9月3日 

SICE北陸 優秀論文発表賞1名 

山本 ゆきの「二関節筋を考慮した機能的電気刺激

とRISE制御による上肢屈伸システムの構築」 

郵送 
賞

状 

図書カ

ード5

千円 

9月20日 

SICEAC若手奨励賞 

村上 諒輔「Design of a Virtual Coupling with 

Fractional Derivatives Based on Measured 

Passivity Property of a Real Object」 

郵送 
賞

状 
2万円 

関西支部 

1月7日 

2021年度支部長賞 

特別賞： 

南裕樹「制御工学の裾野を広げる教育活動および

支部活動に対する貢献」 

オンライン 
賞

状 
5万円 

1月7日 

2021年度支部長賞 

特別賞（2名）： 

伊 藤 海 斗「Stochastic model-based assessment 

of power systems subject to extreme wind power 

fluctuation」 

江 波 祥 樹「Convergence analysis of adaptive 

tuning parameter for robust stabilizing control of 

N-level quantum systems」 

オンライン 
賞

状 
2万円 

中国支部 

2月10日 

第30回中国支部学術講演会講演者表彰 

優秀賞，菅 陽裕(広島大学) 厳密な線形化に基づ

く非線形逆最適制御の被牽引車両への応用 

オンライン 

表

彰

状 

有10k 

2月10日 

第30回中国支部学術講演会講演者表彰 

優秀賞，磯兼 優治(山口大学) エコーステートネ

ットワークを用いたオンライン型データ駆動制御 

オンライン 

表

彰

状 

有10k 

2月10日 

第30回中国支部学術講演会講演者表彰 

優秀賞，白石 晋子(島根大学) 3 自由度パラレル

リンク型アクティブ吸振器付き全方向移動ロボッ

トによる液体タンクの制振搬送（搬送毎に静止液

位が変動する場合） 

オンライン 

表

彰

状 

有10k 

2月10日 

第30回中国支部学術講演会講演者表彰 

奨励賞，土井 翼 (広島大学) 動的ネットワーク

の差分プライバシー：プライバシーとデータ有用

性のトレード 

オンライン 

表

彰

状 

有5k 

2月10日 

第30回中国支部学術講演会講演者表彰 

奨励賞，本田 悠希(近畿大学) 有向無閉路グラフ

における辺の追加がリーダーフォロワー合意速度

オンライン 

表

彰

状 

有5k 
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に及ぼす影響 

2月10日 

第30回中国支部学術講演会講演者表彰 

奨励賞，宮城島 優太(山口大学) 非線形要素を含

むシステムに対するデータ駆動型制御 

オンライン 

表

彰

状 

有5k 

2月10日 

第30回中国支部学術講演会講演者表彰 

奨励賞，中田 壮太朗(岡山大学) 光源の温度変化

による精度低下を回避するスペックルオドメータ

の開発 

オンライン 

表

彰

状 

有5k 

2月10日 

第30回中国支部学術講演会講演者表彰 

奨励賞，井上 幸甫紀(岡山大学) 既約分解とルー

プ整形による柔軟アームの位置追従制御 

オンライン 

表

彰

状 

有5k 

2月10日 

第30回中国支部学術講演会講演者表彰 

奨励賞，佐藤 翔(岡山県立大学) 代表極に基づく

天井クレーンの最適振れ止め PD 制御ゲインの設

計 

オンライン 

表

彰

状 

有5k 

2月10日 

第30回中国支部学術講演会講演者表彰 

奨励賞，廣田 晃一(広島大学) データベース駆動

型アプローチにおける類似度計算手法の提案 

オンライン 

表

彰

状 

有5k 

2月10日 

第30回中国支部学術講演会講演者表彰 

奨励賞，矢野 大靖(近畿大学) 超高感度静電誘導

とAIによる前かがみ歩行動作識別技術の開発 

オンライン 

表

彰

状 

有5k 

九州支部 

1月22日 

2022年SICE九州支部 支部奨励賞（3名）：末吉 

紘大（熊本大学），朱 九霖 (九州工業大学) ，大石  

幸斗（九州大学） 

郵送 

賞

状

盾 

ギフト

カード 

3 万円 

 

６．その他本会の目的を達成するための事業 

 

実施月日 行事・事業・会議（・委員会）などの名称 開催場所 
発表

件数 

参加 

者数 

企画委員会 

9月5～6日 拡大理事ワークショップ 

熊本城ホールとオン

ライン（ハイブリッ

ド） 

3 50 

インダストリ委員会 

1月26日

~28日 
IIFES 2022 東京ビッグサイト － － 

10月26日

~28日 
計測展2022OSAKA グランキューブ大阪 － － 

メンバー委員会 

3月29日 
男女共同参画学協会連絡会(臨時社員総会、運営委

員会) 

オンライン 
 55 

8月22日 男女共同参画学協会連絡会(運営委員会) オンライン  95 

12月14日 男女共同参画学協会連絡会(社員総会、運営委員会) オンライン  103 

計測部門 

3月3～4日 
パターン計測部会協賛企画・動的画像処理実利用

化ワークショップ2022 
オンライン 78 355 

7月25～28

日 

第 25 回画像の認識・理解シンポジウム

(MIRU2022)(協賛) 

姫路市文化コンベン

ションセンター  アク

リエひめじとオンラ

イン(ハイブリッド） 

401 1423 

12月 8～ 9

日 

ビジョン技術の実利用ワークショップ

（VIEW2022） 
オンライン 78 940 
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システムインテグレーション部門 

10月14～

10月18

日，12月3

～4日 

ロボカップジャパンオープン2022 

楢葉遠隔技術開発セ

ンターとオンライン

（ハイブリッド） 

10 100 

11月4日 
2022年度日本生物環境工学会西日本支部シンポジ

ウム 
オンライン 4 71 

12月14日 
RSNP を活用したロボットサービスコンテスト

2022 
幕張メッセ国際会議場 4 30 

産業応用部門 

2月3日 
制御システムセキュリティカンファレンス 2022

（後援） 
オンライン配信 6 440 

9月9日 AC2022熊本：ネットワーク部会主催セッション 

熊本城ホールとオン

ライン（ハイブリッ

ド） 

6 30 

ライフエンジニアリング部門 

3月2-4日 電子情報通信学会MBE研究会・NC研究会 オンライン 58 166 

8月6～7日 
Bioengineering Hackathon in 日本生体医工学サ

マースクール「生体医工学×臨床工学」 
オンライン   

8月30日 電気学会 光量子デバイス技術研究会 オンライン 12 26 

11月29日 情報処理学会 バイオ情報学研究会 東京工業大学 10  

北海道支部 

9月25日 ロボットトライアスロン2022（協賛） 室蘭工業大学 12 69 

東北支部 

7月17日 
学都「仙台・宮城」サイエンスデイ（協賛） 

http://www.science-day.com 

東北大学 

川内キャンパス 
 4,983 

12月8日 
International Symposium on Human Welfare 

Engineering for Smart-Aging （協賛） 

東北大学 

星稜キャンパス 
5  

中部支部 

6月3日 
日本設計工学会 東海支部令和4年度総会特別講演

（協賛） 
オンライン 1 47 

6月20日 
公益社団法人化学工学会東海支部 第15回機器分

析講習会 
オンライン 5  

7月15日 
公益社団法人 自動車技術会中部支部 2022 年度

第1回 技術交流会 
オンライン 3 7 

9月1～2，

9日 
日本設計工学会東海支部 幾何公差講習会 名城大学 3 0 

9月5, 8, 

13, 16, 20, 

21, 26日 

10月7日 

精密工学会東海支部 講習会ものづくり実践講座

シリーズ 

名古屋大学 

愛知工業大学 

豊田工業大学 

名古屋工業大学 

8 11 

9月22日 
東海国立大学機構 飛行ロボット授業優秀機選抜

対抗戦「東海クライマックスシリーズ2022」 

OKBぎふ清流アリー

ナ／オンライン同時

配信／後日配信 

4 231 

10月13～

14日 

日本機械学会東海支部 第11回機械工学基礎講座

「機械設計」 

名古屋大学 ベンチ

ャー・ビジネス・ラ

ボラトリーとオンラ

イン(ハイブリッド） 

5 24 

11月25日 精密工学会東海支部 創立70周年記念講演会 
ストリングスホテル

名古屋 
2 45 
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北陸支部 

3月5～6日 
日本機械学会北陸信越支部2022年合同講演会（共

催） 

金沢工業大学 

（オンライン） 
247 353 

12月12日 日本生体医工学会北陸支部講演会（共催） 福井県国際交流会館 20  

関西支部 

6月

13,15,20,29

日 

7月1日 

精密工学会「生産技術特別セミナー」（協賛） 
大阪市立大学文化交

流センター 
  

7月5日 

システム制御情報学会・計測自動制御学会 チュー

トリアル講座 2022 第 1 弾 MATLAB で学ぶ制御

系設計 

大阪大学銀杏会館 4 21 

7月29日 

システム制御情報学会・計測自動制御学会 チュー

トリアル講座 2022 第 2 弾 Python で学ぶ制御系

設計 

オンライン 4 45 

9月14日 饗宴(勉強会・意見交換会) 
ハービスPLAZA 6階 

2号室 
1 17 

12月2日 
日本材料学会関西支部第 17 回若手シンポジウム

（協賛） 

同志社大学 大阪サテ

ライトキャンパス 
  

中国支部 

3月2日 

情報処理学会中国支部主催講演会: 

機械学習による異常検知と回転機器の欠陥検出へ

の応用，福井健一氏（大阪大学大学院産業科学研

究所） 

広島工業大学五日市

キャンパス新4号館

418号室とオンライン

（ハイブリッド） 

1 52 

4月25日 

電気学会中国支部主催講演会: 『電力レジリエンス

向上/カーボンニュートラルへの対応に向けて』 

～電力広域的運営推進機関の取り組み～ 

電力広域的運営推進機関 理事長 大山 力 氏 

オンライン 1 158 

6月15日～

9月16日 

電子情報通信学会中国支部主催講演会: 

「～開発者だけじゃない！～ モバイルアプリ開

発に関わる上でおさえておく 10 のポイント」，岡

本 和也 氏  （株式会社コトブキソリューション 

ケムコゲームビジネス推進事業部） 

YouTube限定公開動

画 
1 85 

8月3日 

情報処理学会中国支部主催講習会: 

「情報化社会におけるビジネスの変化～プラット

フォーマーによるデジタル・ディスラプション～」

セミナー 

・U-22プログラミング・コンテストのご紹介 

・講演「情報化社会におけるビジネスの変化～プラ

ットフォーマーによるデジタル・ディスラプショ

ン～」五味 史充 氏（SOMPO システムズ株式会

社） 

オンライン 1 34 

8月22日 

A Demand Side Response Scheme for Enhancing 

Power System Security in the Presence of Wind 

Power （和訳）風力発電導入時の電力システムセ

キュリティを向上するデマンドサイドレスポンス

手法 

広島大学（東広島キ

ャンパス）工学部219

講義室 

1 46 

8月26日 

情報処理学会中国支部主催講演会: 

ブロックチェーンと NFT -事例と動向-，仲尾 和

祥 氏 (株式会社サイバーエージェント) 

岡山大学工学部 4号

館 2F 11番講義室と

オンライン（ハイブ

リッド） 

1 50 

10月1日 
バージョン管理ソフトウェア「Git」ハンズオン講

習会 - ソースコード管理で有名な Git を使ってみ

広島工業大学五日市

キャンパス新4号館
2 33 
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よう – 

講師 井上 拓（ファナフェクト株式会社）  

大杉 将輝（オープンソースカンファレンス 広島

実行委員会・委員長） 

326号教室とオンライ

ン(ハイブリッド) 

10月30日 
電子情報通信学会中国支部 学生会主催イベント 

「フレッシュＩＴあわ〜ど2022」（表彰式） 

広島市立大学／オン

ライン 

応

募

総

数

42

件 

--- 

12月21日 

電子情報通信学会中国支部主催講演会: 

シリコンウェーハ市場と製造技術  ～日本が強い

産業を継続するために～ 

泉妻宏治 氏（グローバルウェーハズ・ジャパン株

式会社技監、岡山県立大学客員教授） 

オンライン 1 39 

12月23日 

情報処理学会中国支部主催講演会: 

合成開口レーダー搭載衛星による観測データの自

然災害発生検知への 利用に向けて 

多田村 克己先生 (山口大学工学部 知能情報工学

科 教授 ) 

合人社ウェンディひ

と・まちプラザ 研

修室Cとオンライン

（ハイブリッド） 

1 29 

四国支部 

1月8日 LED総合フォーラム2022 in 徳島（協賛） 徳島大学 44 - 

9月24日 令和4年度電気関係学会四国連合大会 
徳島大学（ハイブリ

ッド） 
198 343 

11月26日 2022SMART-U18&OPEN オンライン   

 

7．その他、運営委員会など 

 

実施時期 行事・事業・会議（・委員会）など名称 開催場所 
議題

数 

参加

人数 

総務委員会 

1月14日 第1回総務委員会 オンライン 8 8 

1月28日 第2回総務委員会 オンライン 10 8 

2月4日 第3回総務委員会 オンライン 1 8 

2月18日 第4回総務委員会 オンライン 3 8 

2月22日 第5回総務委員会 オンライン 1 8 

3月16日 第6回総務委員会（兼8役引継ぎ会議） オンライン 6 10 

3月28日 第7回総務委員会 オンライン 4 11 

4月8日 第8回総務委員会 オンライン 13 10 

4月12日 第9回総務委員会 オンライン 1 6 

5月13日 第10回総務委員会 オンライン 11 7 

6月17日 第11回総務委員会 オンライン 8 11 

財務委員会 

3月22日 財務委員会引継ぎ・重要課題 オンライン 1 4 

4月7日 第1回財務委員会 オンライン 7 8 

4月20日 財務理事打合せ オンライン 1 4 

6月15日 第2回財務委員会 オンライン 2 7 

11月22日 第3回財務委員会 オンライン 1 7 

12月7日 8役予算策定会議 オンライン 3 9 
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企画委員会 

4月6日 第1回企画委員会 オンライン 1 5 

4月18日 第2回企画委員会 オンライン 1 6 

5月17日 第3回企画委員会 オンライン 1 6 

6月6日 第4回企画委員会 オンライン 1 7 

7月1日 第5回企画委員会 オンライン 1 4 

7月22日 意見交換会 オンライン 1 26 

8月6日 第6回企画委員会 オンライン 1 6 

10月4日 第7回企画委員会 オンライン 1 5 

10月13日 第8回企画委員会 オンライン 1 5 

学会賞委員会 

1月18日 第4回学会賞委員会（2021年度） オンライン 6 16 

4月8日 第1回学会賞委員会 オンライン 8 16 

5月16日 2022年度FA財団論文賞選考委員会 オンライン 2 11 

6月30日 2022年度功績賞選考委員会 オンライン 6 15 

7月4日 2022年度フェロー選考委員会 オンライン 6 8 

7月12日 第2回学会賞委員会 オンライン 8 17 

9月8日 
2022 SICE Annual Conference Award 選考委員

会 
熊本城ホール 2 7 

11月18日 第3回学会賞委員会 オンライン 9 15 

会誌出版委員会 

1月24日 2021年度第6回会誌出版委員会 オンライン 7 23 

3月26日 2022年度第1回会誌出版委員会 オンライン 8 24 

5月27日 2022年度第2回会誌出版委員会 オンライン 7 20 

和文論文集委員会 

1月31日 2021年度第3回和文論文集委員会 オンライン 4 10 

4月5日 2022年度第1回和文論文集委員会 オンライン 4 11 

9月29日 2022年度第2回和文論文集委員会 オンライン 4 8 

10月27日 2022年度和文論文集編集委員会 オンライン 4 32 

英文論文集委員会 

2月7日 2021年度第3回英文論文集委員会 オンライン 4 14 

3月30日 Meeting with Taylor and Francis オンライン - 5 

3月30日 英文論文集委員会 新旧引継ぎ打ち合わせ オンライン - 5 

4月6日 2022年度第1回英文論文集委員会 オンライン 4 15 

9月20日 2022年度第2回英文論文集委員会 オンライン 4 11 

9月22日 2022年度英文論文集編集委員会 オンライン 4 37 

Annual Conference委員会 

6月3日 2022年度第1回AC委員会 オンライン 7 8 

9月22日 2022年度第2回AC委員会 オンライン 6 9 

国際委員会 

6月13日 2022年度第1回国際委員会 オンライン 9 10 

12月19日 臨時国際委員会 オンライン 3 7 

インダストリ委員会 

1月25日 
SICE安全のための計測・制御・システムを考え

る会 第115回タスクフォース会合 
オンライン － 10 

2月21日 
SICE安全のための計測・制御・システムを考え

る会 第116回タスクフォース会合 
オンライン － 12 

3月14日 
SICE安全のための計測・制御・システムを考え

る会 第117回タスクフォース会合 
オンライン － 12 

4月4日 第1回SICE Industry TF オンライン － 15 

4月18日 
SICE安全のための計測・制御・システムを考える

会 第118回タスクフォース会合 
オンライン － 13 
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4月22日 第2回SICE Industry TF オンライン － 10 

4月28日 第1回国際標準化委員会 オンライン 6 12 

5月12日 第3回SICE Industry TF オンライン － 11 

5月25日 
SICE安全のための計測・制御・システムを考える

会 第119回タスクフォース会合 
オンライン － 13 

6月3日 第4回SICE Industry TF オンライン － 13 

6月21日 第2回国際標準化委員会 オンライン 5 12 

6月22日 第5回SICE Industry TF オンライン － 12 

6月28日 
SICE安全のための計測・制御・システムを考える

会 第120回タスクフォース会合 
オンライン － 11 

7月28日 
SICE安全のための計測・制御・システムを考える

会 第121回タスクフォース会合 
オンライン － 13 

8月29日 第1回インダストリ委員会 オンライン 7 12 

8月31日 
SICE安全のための計測・制御・システムを考える

会 第122回タスクフォース会合 
オンライン － 11 

9月21日 
SICE安全のための計測・制御・システムを考える

会 第123回タスクフォース会合 
オンライン － 8 

10月12日 第3回国際標準化委員会 オンライン 5 12 

11月2日 
SICE安全のための計測・制御・システムを考える

会 第124回タスクフォース会合 
オンライン － 10 

11月7日 第2回インダストリ委員会 オンライン 8 12 

11月24日 第4階国際標準化委員会 オンライン 5 10 

11月28日 
SICE安全のための計測・制御・システムを考える

会 第125回タスクフォース会合 
オンライン － 11 

12月21日 
SICE安全のための計測・制御・システムを考える

会 第126回タスクフォース会合 
オンライン － 11 

メンバー委員会 

1月7日 第1回人材育成塾・プロセス新塾拡大WG オンライン － 15 

1月25日 
SICE安全のための計測・制御・システムを考える

会 第115回タスクフォース会合 
オンライン － 10 

2月21日 
SICE安全のための計測・制御・システムを考える

会 第116回タスクフォース会合 
オンライン － 12 

3月7日 第2回人材育成塾・プロセス新塾拡大WG オンライン － 16 

3月9日 第1回メンバー委員会移行WG オンライン － 8 

3月14日 
SICE安全のための計測・制御・システムを考える

会 第117回タスクフォース会合 
オンライン － 12 

3月16日・

24日 
教育WG打合せ オンライン － 7 

3月31日 第1回拡大メンバー委員会 オンライン － 24 

4月4日 第1回SICE Industry TF オンライン － 15 

4月6日 第2回メンバー委員会移行WG オンライン － 8 

4月18日 
SICE安全のための計測・制御・システムを考える

会 第118回タスクフォース会合 
オンライン － 13 

4月22日 第3回人材育成塾・プロセス新塾拡大WG オンライン － 13 

4月22日 第2回SICE Industry TF オンライン － 10 

5月9日 第4回人材育成塾・プロセス新塾WG オンライン － 6 

5月12日 第3回SICE Industry TF オンライン － 11 

5月13日 第5回人材育成塾・プロセス新塾拡大WG オンライン － 14 

5月19日 ISCIE-SICE 連携会議 オンライン － 18 

5月25日 
SICE安全のための計測・制御・システムを考える

会 第119回タスクフォース会合 
オンライン － 13 

6月3日 第4回SICE Industry TF オンライン － 13 

6月20日 第6回人材育成塾・プロセス新塾拡大WG オンライン － 9 
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6月22日 第5回SICE Industry TF オンライン － 12 

6月27日 第2回拡大メンバー委員会 オンライン － 22 

6月28日 
SICE安全のための計測・制御・システムを考える

会 第120回タスクフォース会合 
オンライン － 11 

7月1日 第6回人材育成塾・プロセス新塾拡大WG オンライン － 15 

7月29日 第7回人材育成塾・プロセス新塾拡大WG オンライン － 17 

8月10日 第8回人材育成塾・プロセス新塾WG オンライン － 8 

8月26日 第1回メンバー委員会(通算3回目) オンライン － 13 

9月1日 第9回人材育成塾・プロセス新塾拡大WG オンライン － 14 

9月15日 第10回人材育成塾・プロセス新塾WG オンライン － 11 

11月12日 ISCIE-SICE 連携会議 
宇都宮大学 

オンデマンド開催 
－ 17 

12月5日 第2回メンバー委員会(通算4回目) オンライン － 14 

12月23日 第11回人材育成塾・プロセス新塾WG オンライン － 8 

部門協議会 

1月19日 2021年度第6回部門協議会 オンライン 5 13 

3月15日 
2021年度第 7回・2022年度第 1回新旧合同部門

協議会 
オンライン 7 21 

7月1日 2022年度第2回部門協議会 オンライン 5 14 

8月19～25

日・9月16

日 

2022年度第3回部門協議会 
メール審議 

オンライン 

1 

5 

14 

12 

12月1日 2022年度第4回部門協議会 オンライン 5 13 

計測部門 

2月1日 
2021年度第 5回・2022年度第 1回計測部門運営

委員会 
オンライン 9 10 

2月18日 第1回センシングフォーラム運営委員会 オンライン 5 17 

6月14日 第2回センシングフォーラム運営委員会 オンライン 3 18 

6月14日 2022年度第2回計測部門運営委員会 オンライン 6 11 

8月30日 2022年度第3回計測部門運営委員会 オンライン 4 12 

9月21日 第3回センシングフォーラム運営委員会 東京大学 6 16 

10月21日 第1回先端電子計測部会運営委員会 
産総研東京本部会議

室 
 12 

制御部門 

3月9日 第1回学術委員会 オンライン 5 31 

3月10日 第1回制御部門運営委員会 オンライン 6 35 

3月11日 第1回プラントモデリング部会運営委員会 オンライン 1 9 

3月18日 
モデル予測制御の理論と応用調査研究会のウェブ

サイト立ち上げ 

オンライン 
  

3月18日 
低次元モデルに基づく先進的流体制御調査研究会

のウェブサイト立ち上げ 

オンライン 
  

3月18日 第1回制御理論部会運営委員会 オンライン 6 12 

3月25日 第1回事業委員会 オンライン 4 12 

3月31日 
人とつながる制御システム調査研究会のウェブサ

イト立ち上げ 
オンライン   

4月5日 第1回制御技術部会運営委員会 オンライン 5 12 

5月13日 
制御技術部会とプラントモデリング部会の意見交

換会 
オンライン 1 9 

6月24日 ISCS2023のウェブサイト立ち上げ オンライン   

6月27日 MSCS2023のウェブサイト立ち上げ オンライン   

7月1日 第2回制御技術部会運営委員会 オンライン 5 11 
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7月22日 
MSCS2022 と ISCS2022 のウェブサイトのアー

カイブ化 
オンライン   

8月1日 第2回プラントモデリング部会委員会 オンライン 3 5 

8月22日 第2回制御理論部会運営委員会  5 31 

8月22日 第2回制御部門運営委員会 オンライン 5 31 

10月11日 第3回制御技術部会運営委員会 オンライン 6 12 

11月9日 第3回制御理論部会運営委員会 オンライン 9 13 

11月13日 人とつながる制御システム調査研究会意見交換会 宇都宮 1 11 

11月15日 第3回制御部門運営委員会 オンライン 4 31 

12月23日 第4回制御技術部会運営委員会 早稲田大学 3 9 

随時 メーリングリストの管理 オンライン   

随時 部門ウェブサイトの管理 オンライン   

システム・情報部門 

3月6日 第 1 回システム工学部会運営委員会 オンライン 5 4 

3月7～8

日 
第1回社会システム部会運営委員会 

TKPガーデンシティ

鹿児島中央とオンラ

イン(ハイブリッド) 

4 15 

3月20日 

第 11 回スマーターワールド実現のための新たな

システムズアプローチの実展開を目指す調査研究

会・運営委員会 

キャンパスプラザ京

都 
1 20 

4月25日 第1回部門運営委員会 オンライン 7 13 

6月3日 
コンピューテーショナル・インテリジェンス部会

第1回運営委員会 

淡路夢舞台国際会議

場とオンライン(ハイ

ブリッド) 

7 7 

6月4日 

第 12 回スマーターワールド実現のための新たな

システムズアプローチの実展開を目指す調査研究

会・運営委員会 

京都大学総合博物館 1 20 

6月20日 第2回部門運営委員会 オンライン 6 12 

6月22日 知能分子ロボティクス調査研究会 オンライン 6 7 

8月5日 
知能分子ロボティクス調査研究会 2022 年 8 月幹

事打合せ 
オンライン 4 5 

8月21日 
境界と関係性を視座とシステム学調査研究会第 3

回運営委員会 
オンライン 1 14 

9月9日 
知能分子ロボティクス調査研究会 2022 年 9 月幹

事打合せ 
オンライン 5 6 

9月10日 

第 13 回スマーターワールド実現のための新たな

システムズアプローチの実展開を目指す調査研究

会・運営委員会 

京都先端科学大学太

秦キャンパスとオン

ライン(ハイブリッド) 

1 22 

9月12日 第3回部門運営委員会 オンライン 7 10 

9月27日 
コンピューテーショナル・インテリジェンス部会

第1回運営委員会 

神戸大学六甲台第2

キャンパス 
7 11 

10月16日 
境界と関係性を視座とシステム学調査研究会第 5

回運営会議 
オンライン 1 12 

10月12日 
知能分子ロボティクス調査研究会2022年10月幹

事打合せ 
オンライン 4 4 

11月7日 
知能分子ロボティクス調査研究会2022年10月幹

事打合せ 
オンライン 4 4 

11月20日 第2回社会システム部会運営委員会 オンライン 5 9 

11月26日 第3回部門運営委員会 
近畿大学とオンライ

ン(ハイブリット) 
10 14 

11月26日 第2回システム工学部会運営委員会 近畿大学 6 5 
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12月9日 
2022年度第3回コンピューテーショナル・インテ

リジェンス部会運営委員会 
オンライン 6 7 

システムインテグレーション部門 

1月7日 第1回SI部門新旧合同運営委員会 オンライン 7 38 

1月31日 第2回SI部門新旧合同運営委員会 メール審議 4  

3月14日 第3回SI部門運営委員会 メール審議 4  

6月2日 第4回SI部門運営委員会 

札幌コンベンション

センターとオンライ

ン（ハイブリッド） 

14 48 

6月3日 2022年第2回自動化技術部会委員会 

札幌コンベンション

センターとオンライ

ン（ハイブリッド） 

1 18 

8月8日 第5回SI部門運営委員会 メール審議 9  

9月7日 第6回SI部門運営委員会 

東京大学本郷キャン

パスとオンライン

（ハイブリッド） 

9  

10月26日 第7回SI部門運営委員会 メール審議 13  

11月26日 第8回SI部門運営委員会 メール審議 8  

12月15日 第9回SI部門運営委員会 

幕張メッセ国際会議

場とオンライン（ハ

イブリッド） 

9 40 

12月16日 
2022年度SI部門フィールドロボティクス部会 第

1回委員会 
幕張メッセ国際会議場 1 8 

12月16日 2022年第4回自動化技術部会委員会 

幕張メッセ国際会議

場とオンライン（ハ

イブリッド） 

6 13 

12月16日 ユニバーサルデザイン応用システム部会運営委員会 

幕張メッセ国際会議

場とオンライン（ハ

イブリッド） 

1 6 

産業応用部門 

1月14日 第1回セキュリティある情報共有検討WG オンライン 4 7 

1月31日 第1回計装技術交流部会運営委員会 オンライン 5 15 

2月2日 第1回会誌WG オンライン 3 7 

2月8日 第1回産業ネットワーク・システム部会 オンライン 7 13 

2月26日 第1回 部門運営委員会 オンライン 5 15 

3月8日 第2回計装技術交流部会運営委員会 オンライン 5 15 

3月17日 第2回セキュリティある情報共有検討WG オンライン 4 8 

3月31日 第2回 部門運営委員会 オンライン 5 15 

4月11日 第3回計装技術交流部会運営委員会 オンライン 5 15 

4月20日 第2回産業ネットワーク・システム部会 オンライン 7 14 

5月17日 第3回 部門運営委員会 オンライン 5 15 

5月19日 第4回計装技術交流部会運営委員会 オンライン 5 15 

5月30日 第2回会誌WG オンライン 5  8 

6月15日 第3回セキュリティある情報共有検討WG オンライン 5 9 

6月27日 第3回会誌WG オンライン 5 7 

6月30日 第5回計装技術交流部会運営委員会 オンライン 5 15 

7月6日 第3回産業ネットワーク・システム部会 オンライン 9 12 

7月12日 
第4回 部門運営委員会 

一般連絡，部門大会について確認 
オンライン 5 15 

7月27日 第6回計装技術交流部会 運営委員会 オンライン 4 10 

8月8日 第4回会誌WG オンライン 5 6 
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8月24日 第4回セキュリティある情報共有検討WG オンライン 6 10 

9月2日 第7回計装技術交流部会 運営委員会 オンライン 3 8 

9月15日 
第5回 部門運営委員会 

一般連絡，部門大会について確認，熊本AC報告 
オンライン 5 15 

9月30日 第8回計装技術交流部会 運営委員会 オンライン 3 9 

10月17日 
第6回 部門運営委員会 

部門大会直前確認 
オンライン 5 15 

10月18日 第5回セキュリティある情報共有検討WG オンライン 6 9 

11月1日 第9回計装技術交流部会 運営委員会 オンライン 3 9 

11月2日 第4回産業ネットワーク・システム部会 オンライン 8 13 

11月16日 第10回計装技術交流部会 運営委員会 オンライン 1 5 

12月1日 第11回計装技術交流部会 運営委員会 オンライン 1 5 

12月8日 第5回産業ネットワーク・システム部会 オンライン - - 

12月22日 第7回 部門運営委員会 オンライン 5 15 

ライフエンジニアリング部門 

1月17日 第1回電気生理運動研究会理事会 オンライン 6 8 

5月24日 電気生理運動研究会学会大会運営会議 オンライン 3 7 

8月6～7日 
Bioengineering Hackathon in 日本生体医工学サ

マースクール「生体医工学×臨床工学」 
オンライン   

8月24日 第2回部門・4部会合同運営委員会 芝浦工業大学 8 14 

8月30日 電気学会 光量子デバイス技術研究会 オンライン 12 26 

11月1日 
第9回SICE 電気生理運動学研究会 学会大会組

織委員会 
オンライン 1 8 

支部協議会 

1月14日 2021年度第6回支部協議会 オンライン 3 12 

3月15日 
2021年度第 7回・2022年度第 1回新旧合同支部

協議会 
オンライン 7 21 

6月29日 2022年度第2回支部協議会 オンライン 8 13 

8月23～26

日 
2022年度第3回支部協議会 メール審議 3 16 

12月8日 2022年度第4回支部協議会 オンライン 4 11 

北海道支部 

1月27日 支部会議 室蘭工業大学(Zoom) 4 11 

1月27日 第1回支部運営会議 室蘭工業大学(Zoom) 1 7 

3月16日 支部奨励賞選考委員会 
はこだて未来大学

(Zoom) 
6 5 

3月17日 第2回支部運営会議 室蘭工業大学(Zoom) 5 6 

6月28〜30

日 
第3回支部運営会議 メール審議 1 7 

8月18〜25

日 
第4回支部運営会議 メール審議 1 7 

10月13日 第5回支部運営会議 室蘭工業大学(Zoom) 3 5 

11月22〜

30日 
第6回支部運営会議 メール審議 1 7 

東北支部 

2月10日 第1回運営委員会 メール審議  20 

11月30日 第1回東北支部専門委員会 メール審議 1  

中部支部 

1月22日 第53期 中部支部会議 
名古屋大学・ 

オンライン 
8 

36 

委任

状
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通 

1月22日 第1回 中部支部運営委員会・事業委員会 
名古屋大学・ 

オンライン 
9 27 

4月13日 第2回 中部支部運営委員会・事業委員会 オンライン 9 19 

8月8日 第3回 中部支部運営委員会・事業委員会 
名古屋大学・ 

オンライン 
8 12 

11月16日 第4回 中部支部運営委員会・事業委員会 
名古屋大学・ 

オンライン 
8 16 

11月16日 定例顧問会議 
名古屋大学・ 

オンライン 
3 17 

北陸支部 

1月14日  北陸支部 新旧合同運営委員会 オンライン 6 10 

1月14日  北陸支部 支部会議 オンライン 5 18 

4月19日 第1回 北陸支部 運営委員会 オンライン 12 7 

8月3日 第2回 北陸支部 運営委員会 メール審議 3 7 

9月3日 第3回 北陸支部 運営委員会 オンライン 6 7 

11月15日 第4回 北陸支部 運営委員会 メール審議 3 7 

関西支部 

1月7日 2022年度支部会議 オンライン  131 

6月22日 2022年度第1回運営委員会 オンライン 9 18 

9月14日 2022年度第2回運営委員会 
ハービスPLAZA 6階 

2号室 
9 17 

11月8日 2022年度第3回運営委員会 オンライン 8 18 

12月27日 2022年度第4回運営委員会 オンライン 8 16 

随時 各種支部内委員会    

中国支部 

2月10日 第1回中国支部運営委員会 オンライン 10 17 

2月10日 2022年度中国支部 支部会議 

オンライン 

10 

17 

委任

状76 

5月30日 2022年度拡大運営委員会 オンライン 6 10 

11月3日 第2回運営委員会 メール審議 3 － 

12月12日 支部優秀賞・奨励賞・技術賞選考小委員会 オンライン 1 4 

四国支部 

3月29日 第1支部会議 
香川大学，オンライ

ン 
2 8 

3月29日 第1回支部運営委員会 
香川大学，オンライ

ン 
3 8 

5月19日 電気関係学会四国支部連合大会第1回実行委員会 
徳島大学，オンライ

ン 
6 15 

6月17日 四国支部学術講演会第1回実行委員会 メール会議 3 6 

8月19日 第2回支部学術講演会実行委員会 メール会議 1 6 

8月21日 第2回電気関係学会四国支部連合大会実行委員会 メール会議 5  

9月28日 電気関係学会四国支部連合大会臨時実行委員会 メール会議 2  

11月30日 第3回電気関係学会四国支部連合大会実行委員会 オンライン 10 14 

12月3日 第2回支部運営委員会 オンライン 3 10 

九州支部 

1月22日 九州支部 第1回拡大運営委員会（新旧合同） オンライン 7 21 

1月22日 九州支部 第52期支部会議 オンライン  21 
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